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1.1 本研究の目的 
  
本研究では，日本語の複合外来語に由来する短縮語の形成メカニズムとそれ
を制御する要因について論じる。本研究で短縮 (truncation) と呼称するものは，
基体 (base word) となる語が長い場合に，その一部を削除することによって新
しい語を形成する語形成（Itô 1990; 窪薗 2002; Labrune 2002 など）を指す。短
縮現象は，語形成過程を経て出来上がったものが元の語より短くなる点で縮約
現象と共通する。しかし，縮約現象は隣り合う音どうしに融合あるいは脱落と
いう音声的変化（例：～ではない > ～じゃない）が生じた結果である一方で，
短縮現象（例：アニメーション > アニメ）は元の語から新しい語形を作り出す
形態論的プロセスである点で異なる。 
短縮現象は，日本語における二項フット (bimoraic foot) の役割や韻律最小性 
(prosodic minimality) を主張するための証拠としてしばしば扱われてきた 
(Poser 1984, 1990; Itô 1990)。そのため，日本語の韻律と文法とのかかわりおよび
韻律が果たす言語的役割の重要性を見出す上で，非常に重要な研究対象とされ
ている。しかし，短縮現象は，常に韻律的要因のみが関係する現象とも限らず，
音節構造や同音連続の影響に加え，言語使用者の選好傾向（具体的には，各世
代においてどのような語形がより好まれるか）など，様々な要因がかかわって
いることについては，従来ほとんど指摘されていない。 
本研究は，短縮現象に影響する音韻的要因（音節構造や同音連続）に加え，
短縮語形の選択における言語使用者の選好傾向について探究することを目的と
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し，データベースを基にした記述的アプローチおよび実験的アプローチ*1 によ
り，短縮語の形成メカニズムについて明らかにする。本研究において実験を行
うメリットとしては，次のような 2 点が挙げられる。1 つ目は，一定のパター
ンとして短縮されやすい実例を取り除いた分析が可能であるという点である。
たとえば，「メール」を前部要素に含む短縮語には，前部要素から「メル」を切
り取るものが圧倒的に多い一方で，「メー」を切り取る語形は明らかに少ないと
いう際立った偏りが見られる（例：メルアド > *メーアド）。こうした事例を観
察しただけでは，短縮パターンの一般的な性質を把握したことにはならない。
2 つ目は，既存のデータだけでは不明だった点，とりわけ同音連続による影響
および短縮語形成における言語使用者の選好傾向を捉えることができるという
点である。 
 
1.2 現象の観察および問題の所在 
 
短縮語は，基体の語構成に応じて大きく 2 種類に区別される。1 つは，単純
語に由来する短縮語であり，もう 1 つは，複合語に由来する短縮語である。本
研究は，複合外来語に由来する短縮語の中でも，各構成素（前部要素，後部要
素）の一部を短縮語形として切り取るタイプ（1）を考察対象とする。なお，本
論文で使用する「・」表示は，複合語を構成する各要素の境界を示す。 
 
（1） デジタル・カメラ → デジカメ 
                                                   
*1 本研究において実験を通して得られたデータは，基本的に実数ないしは割合を比較・
検討する。ただし，場合によっては統計処理した結果を合わせて提示することもあ
る。しかしながら，「統計的有意差は因果関係が明瞭である事象の『跡付け』として
は使えるが，因果関係の『発見』の根拠としては使えない」（伊藤 2001: 98）という
指摘を踏まえ，本研究では，統計処理をあくまでも本研究の主張をサポートするた
めのものとして使うことを断っておく。 
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（1）に見るように，複合外来語から作られる短縮語では，多くの場合，基体の
各構成素の語頭から順当に 2 モーラずつを切り取る形で語が形成される（Itô 
1990; 窪薗 2002）。 
ところが，前部要素の第 2 モーラに長音を含む場合は，各構成素の語頭 2 モ
ーラずつを順当に取るタイプ（2a）に加え，第 2 モーラにある長音の代わりに
その直後の自立モーラ（それ自身で音節を構成できるモーラ）を組み込むタイ
プ（2b），そして第 2 モーラにある長音が残らず，かつ，代わりに組み込まれる
ものもないタイプ（2c）が存在する。以下，本研究では（2a）のタイプを「保持
形」，（2b）のタイプを「補完形」，（2c）のタイプを「脱落形」と呼ぶ。 
 
（2） 前部要素の第 2 モーラに長音を含む複合外来語由来の短縮語 
 a. シャープ・ペンシル → シャーペン（保持形） 
 b. パーソナル・コンピューター → パソコン  （補完形） 
 c.  メール・アドレス →  メアド    （脱落形） 
 
（2）の例は，第 2 モーラに長音を含む点で共通している。まず，（2a）の保持
形は，各構成素の語頭から順当に 2 モーラずつ切り取ることから，（1）に示し
た規則的タイプ「デジタル・カメラ → デジカメ」と質的な違いはない。それ
に対して（2b）の補完形は，‘各構成素から 2 モーラずつ’という規則には従う
が，‘語頭から順当’という規則には従わないことから，変則的タイプとして分
類することができる。また，（2c）の脱落形も‘語頭から順当’という規則には
従うものの，‘各構成素から 2 モーラずつ’という規則に従っていないことか
ら，変則的タイプとして分類することができる。 
日本語の短縮語に補完形および脱落形のような特異なパターンが含まれてい
ることは，先行研究（Itô 1990; 桑本 1998; 那須 2005; Labrune 2006）においても
指摘されている。しかし，従来の研究では，短縮語の形成メカニズムについて
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専ら理論的な分析がなされている一方で，その説明に実証的な裏付けが与えら
れていないという問題がある。これは，観察対象語の数が僅少であることに起
因する問題である。この問題は，Irwin (2011) におけるデータベースの量的分析
によって克服されている。 
ところで，Irwin (2011) において，第 2 モーラに長音を含む語が補完形として
略される現象については，以下のように述べられている。 
 
（3） Further, there exist sporadic cases where heavy syllables containing a long 
vowel are shortened during the 2μ+2μ clipping process.（以下略） 
 
Eng. Personal computer  paasonaru+koɴpyuutaa > pasokoɴ ‘PC’ 
Eng. birth control       baasu+koɴtorooru     basukoɴ ‘birth control’ 
Eng. supercomputer     suupaa+koɴpyuutaa    supakoɴ ‘supercomputer’ 
 (Irwin 2011: 145–146) 
 
（3）は，前部要素の第 2 モーラに長音を含む語が補完形として略される実例
（例：パーソナル・コンピューター → パソコン，バース・コントロール → バ
スコン，スーパー・コンピューター → スパコン）である。しかしながら Irwin 
(2011) は，これらを単に散発的に起こるものとして記述し，補完形を例外と
して扱っている。実際に Irwin (2011) が示すデータの割合を見ると，（1）「デジ
タル・カメラ → デジカメ」および（2a）「シャープ・ペンシル → シャーペン」
のような規則的タイプが全データの 7 割以上（76%，全 455 語中 344 語）を占
                                                   
 Irwin (2011) の本文には「ハロー・モーニング → ハロモニ」のように，後部要素の
第 2 モーラが長音である例も取り上げられていた。しかし，本研究では前部要素の
第 2 モーラが長音である場合のみを考察対象とするため，この例は引用から除外し
てある。本研究で前部要素の第 2 モーラが長音である場合のみを考察対象とする理
由については，本論文の第 3 章で述べることとする。 
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めていることから，（2b）の語形「パーソナル・コンピューター → パソコン」
は，主要な地位を占めないものと見なされていると言える。 
また別の問題として，長音を第 2 モーラに含む場合において，（2a）の保持形
（例：シャーペン）に加えて（2b）の補完形（例：パソコン）のような変則的
タイプが混在する要因を分析するまでには至っていないことが挙げられる。さ
らに Irwin (2011) では，（2c）の脱落形（例：メアド）のような変則的タイプに
ついても特に論じられていない。これらの問題を解明するためには，実在語に
おける短縮語形の分布にどのような特徴があるか検討する必要がある。 
短縮現象に関する従来の研究は，主に短縮語の構造的側面（「2 モーラ＋2 モ
ーラ」構造が選好されるなど）に目を向けていた。本研究では，上記の問題を
受け，（2b）の補完形（例：パソコン）および（2c）の脱落形（例：メアド）の
ような変則的タイプの生起には，出来上がった語形における同音連続および語
形に対する言語使用者の選好傾向などが関係していることを主張する。 
同音連続が短縮語形成に影響する例としては，次のようなものが挙げられる。
たとえば，（2a）「シャープ・ペンシル」は，通常「シャーペン」と略される。
仮に，（2a）が補完形に略されると，短縮語形の形態素境界部に同一子音の連続
（*シャプペン /ʃapupen/ ）が生じてしまう。従って，（2a）が保持形に短縮され
るのは，出来上がった語形における同音連続を回避した結果であると解釈でき
る。本研究では，同一あるいは類似した言語特徴が並んで出現することを回避
する現象を OCP (Obligatory Contour Principle) 制約と見なす。その上で，実在語
データベースの分析とともに無意味語を用いた実験の結果を提示し，OCP 制約
が（2b）の補完形のような変則的タイプの出力にかかわる重要な要因の 1 つで
あることを明らかにする。このことについては，本論文の第 5 章で論じる。 
                                                   
 Irwin (2011: 144) によれば，前部要素が 2 モーラ語である場合（例：ハイ・オクタン 
→ ハイオク）を除けば，「2 モーラ＋2 モーラ」の短縮語は全体の 80%（全 366 語中
292 語）まで上がるという。 
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さらに短縮現象には，言語使用者の選好傾向に関する世代差が影響すること
が考えられる。実在語の中には，1 つの基体に対して複数の短縮語形が存在す
るものがある。たとえば，（2c）「メール・アドレス」は，補完形（例：メルア
ド）ならびに脱落形（例：メアド）など，複数の語形が出力され得る。本研究
では，このようなバリエーションが存在する場合，その最終的な出力には，そ
れぞれの語形に対する言語使用者の選好傾向が影響することを主張する。具体
的には，語形成実験を通じて短縮語使用者の短縮方略を世代ごとに比較し，短
縮現象における新たな動態*4 を記述する。このことについては，本論文の第 6
章で論じる。 
 
1.3 本研究の意義 
 
これまでの韻律形態論に関する研究により，短縮語の形成メカニズムを制御
する韻律的制約の多くが明らかにされていることは，極めて大きな成果である。
そのうち日本語における短縮現象は，1980 年代から研究が盛んに進められ，そ
の音韻特徴について詳細に記述されている（Poser 1984, 1990; Itô 1990; 窪薗
2002; Labrune 2002）。しかしながら，本研究で短縮現象を改めて取り上げ考察し
たことには，以下のような点において意義がある。 
第一に，短縮現象を制御する要因を，実験を通じて探究した点である。短縮
現象の現状を実証的に検証した研究が乏しい中で，実験に基づいて考察を深め
る新たな試みを行ったという点は，短縮語研究における本研究の意義である。 
第二に，短縮語の形成過程における OCP 制約の影響を，実験を通して検証し
た点である。同一あるいは類似音の連続を回避する現象は，多くの言語現象か
ら観察される音韻論の一般原理である。それにもかかわらず，短縮現象におけ
                                                   
*4 本研究では，言語動態という用語について，田中 (2010: 3) による「ある『言語』が
動いている状態，変動している状態をさして『言語動態』と見ることが一般的であ
ろう」という定義を採用する。 
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る同音連続の影響を俎上に載せた先行研究は，管見の限り存在しない。一連の
先行研究 (Kawahara 2011, 2012; Kawahara and Sano 2016; Kumagai 2017; Kumagai 
and Kawahara 2018) の成果を踏まえ，本研究は，日本語の短縮現象における同
音連続の影響（OCP 制約）を実験によって検証する。 
最後に，短縮語の形成過程に見られる世代差の実態とその仕組みを記述した
点が挙げられる。本研究は，最終的な語形の選択には，短縮語形に関する言語
使用者の選好傾向が関与することを明らかにし，短縮現象における新たな動態
の記述を目指したものである。従来，日本語における動態研究は，アクセント
の変異を対象として盛んに進められてきたものの（相澤 1992; 田中 2008; 田中
2010），語形成過程における動態研究は極めて乏しい状況にある。本研究を通じ
て捉えられる言語使用者の世代による短縮語形の選好傾向は，今後の言語研究
における新たな知見の開拓につながると考えられる。 
 
1.4 本論文の構成および各章の概要 
 
 本論文は，以下のような構成となっている。 
 
第 1 章 序論 
第 2 章 先行研究と本研究の位置づけ 
第 3 章 前部要素に長音を含む複合外来語と短縮語形 
第 4 章 複合外来語由来の短縮語に影響する音節構造 
第 5 章 複合外来語由来の短縮語形成と OCP 制約 
第 6 章 複合外来語由来の短縮語形成過程に見られる世代差 
第 7 章 結論 
  
第 2 章「先行研究と本研究の位置づけ」では，韻律形態論 (prosodic morphol-
ogy) の枠組みを用いて分析している先行研究を概観し，これまで注目を集めて
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きた主たる問題および積み重ねられている研究成果を示す。その上で，これま
で短縮語の研究に関する注目が，二項フット (bimoraic foot) および音節構造 
(syllable structure) が果たす役割とその重要性に偏りがちであったことを指摘し
つつ，短縮語の出力形を決定する新たな要因に着目する必要があるという点に
ついて論じる。 
 
第 3 章「前部要素に長音を含む複合外来語と短縮語形」では，‘複合語由来の
短縮語データベース’の構成とその内容について述べる。そして，このデータ
ベースの分類結果に基づき，なぜ複合外来語の前部要素に長音を含む語とその
短縮語の語形成に注目する必要があるか論じる。加えて，本研究で短縮現象に
ついて論じる際に重要なキーワードである保持形と補完形の音韻特性について
議論を行う。 
 
第 4 章「複合外来語由来の短縮語に影響する音節構造」では，従来の研究を
踏まえ，韻律形態論を枠組みとし，基体における音節構造が短縮現象に与える
影響について論じる。手法としては，既に定着した実在語の分析に加え，語形
成実験を行う。このような探究により，基体の音節構造が短縮語形成に与える
影響を明らかにすることができる。 
語形成実験を通して得られた結果は，以下の 3 点である。 
① 短縮語形は，前部要素の音節数やモーラ数によって左右される傾向はある
が，全体的には保持形が指向されやすい 
② 前部要素の初頭 2 音節が HL（H は heavy syllable（重音節），L は light syllable
（軽音節））で始まると保持形として短縮されやすく，HH で始まると補完
形として短縮されやすい 
③ 基体が短いと保持形として短縮されやすい一方で，長いと補完形として短
縮されやすい 
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第 5 章「複合外来語由来の短縮語形成と OCP 制約」では，OCP 制約が短縮
語形成に与える影響について論じる。手法としては，分節音の配列をコントロ
ールした語形成実験を行う。このような探究により，形態素境界部における同
音連続が短縮語形成に与える影響を明らかにすることができる。 
語形成実験を通して得られた結果は，以下の 3 点である。 
① 短縮語の形態素境界部に同一音の連続が生じる場合は，補完形が形成され
にくい 
② 素性層において OCP 制約に違反する箇所が多いほど，補完形が避けられ
やすい 
③ OCP 制約は，形態素内部のみならず，形態素境界部でも働く 
 
第 6 章「複合外来語由来の短縮語形成過程に見られる世代差」では，短縮語
の形成過程に見られる世代差の実態について，語形成実験を通じて分析する。
語形成実験から得られた結果は，短縮語形成の方略が世代間で変容しつつある
ことを示唆している。 
語形成実験を通して得られた結果は，以下の 2 点である。 
① 全ての年齢層において，前部要素の第 2 モーラに長音を含む複合外来語
は，前部要素の音節構造に関係なく保持形として短縮されやすい 
② 典型的な短縮語形である 4 モーラ短縮形は中・高年齢層に支持されやす
く，一方で 3 モーラ短縮形は若年齢層に支持されやすい*5 
 
第 7 章「結論」では，第 2 章で投げかけた問題についての総括を行い，今後
の研究における発展的課題および展望とその方向性を示す。
                                                   
*5 本研究でいう「若年齢層」とは 10 代から 20 代の話者を，一方で「中・高年齢層」
とは 40 代以上の話者をそれぞれ指す。 
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2.1 はじめに 
 
本章では，韻律形態現象に関する先行研究を取り上げながら，本研究が注目
する課題を示す。 
第 2 章の構成は，次の通りである。まず，2.2 節では，従来の音韻研究におい
て注目されてきた言語現象のうち，サモア語における重複現象 (reduplication) 
および英語における愛称語形成 (hypocoristics) を取り上げ，これらの韻律形態
現象の分析において韻律階層が重要な役割を担うことを示す。また，その韻律
階層が，日本語の短縮現象を分析する際にも非常に重要な役割を担うことにつ
いて触れる。次に，2.3 節では，観察の範囲を日本語に絞り，愛称語形成と倒位
語形成といった音韻現象について概観する。また，これらの音韻現象を説明す
るには，それぞれ二項フット (bimoraic foot) および音節構造 (syllable structure) 
が重要な韻律単位であり，かつ短縮現象を分析する際にも有効であることを明
らかにする。最後に 2.4 節では，短縮現象が専ら韻律的制約のみに従うとは限
らず，同音（あるいは類似音）連続の回避および言語使用者の選好傾向のよう
な要因によっても影響される複層的な現象であることを指摘する。 
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2.2 韻律形態現象と音韻研究 
 
2.2.1 重複  
 
韻律形態論 (prosodic morphology) を枠組みとする言語現象は，専ら音韻的規
則や制約によって出力形が規定されることが一般的である。ある言語における
韻律形態現象は，その言語に備わる韻律的テンプレートに従うとされ，当該言
語の韻律的諸特徴が捉えられる最適な素材としてしばしば扱われてきた
（McCarthy and Prince 1986, 1990, 1996; McCarthy 2006 など）。 
その韻律形態現象の 1 つに，重複 (reduplication) がある。重複現象は，基体
の全体あるいは一部を繰り返して，新しい語を形成する韻律形態現象である。
重複現象における最大の特徴は，基体から生起する重複部 (reduplicant) が存在
するという点にある。Marantz (1982) は，基体から複写される部分の指定に規
則性があることに着目している。この研究では，サモア語における動詞の重複
形*1（例：alófa → alolofa, ‘love’）が取り上げられ，（1）のように分析されてい
る (Marantz 1982: 453)。 
 
（1） a        l o f a 
reduplicate 
→ 
a   l o f a  l o f a 
   
 V + CV + CVCV V + CV  + CVCV 
 
                                                   
*1 一般的に，重複形は重複部の性質により 2 つのタイプに分けられる。1 つは，重複部
が基体の全体を繰り返すことによって形成される完全重複 (full reduplication) であ
り，もう 1 つは，重複部が基体の一部を繰り返すことによって形成される部分重複 
(partial reduplication) である。このうち部分重複は，重複部が基体の前か後に付く場
合が多いが，稀に語中に挿入される (internal reduplication) 場合もある。こうした性
質は，ポリネシア諸語に属するサモア語に観察される (Marsack 1962)。 
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（1）は，動詞の語幹が母音で始まる語とその重複形の例を，CV skeleton を用
いて分析したものである。（1）の分析から，複写された重複部が語中に挿入さ
れるという事実が観察される。これに対して，語幹が子音で始まる場合（例：
nófo → nonofo, ‘sit’）は，複写された重複部が基体の先頭に付くことで，接頭
辞のような振る舞いをする。これらの例における基体と重複形との形態的関係
からうかがえるように，サモア語における動詞の重複形は，最後から 2 番目 (pe-
nultimate) にある音節の CV を重複部とし，その重複部を基体に追加することに
よって形成される。こうした Marantz (1982) の分析は，サモア語の重複という
韻律形態現象を記述した点で，その成果が大きく評価されている。 
しかしながら，重複部のテンプレートに関する Marantz (1982) の CV 分析は，
なぜ語幹が母音で始まる場合のみ重複部の語中挿入というプロセスが必要であ
るのかということについて，十分な説明が与えられていないという問題が残さ
れていた。この問題を踏まえ，Broselow and McCarthy (1983) は，韻律範疇を導
入すると，より合理的な説明が与えられることを示している。韻律範疇には，
韻律語 (prosodic word)，フット (foot)，音節 (syllable)，モーラ (mora) の 4 つが
あり，これらは（2）に示すような階層をなしていると考えられている（Selkirk 
1980; McCarthy and Prince 1986; Hayes 1989 など）。 
 
（2） 韻律語 (PrWd) 
｜ 
フット (F) 
｜ 
音節 (σ) 
｜ 
モーラ (μ) 
 
（2）に示した韻律階層は，これまでの韻律形態論に関する研究および本研究に
おける考察の基盤となる考え方である。Broselow and McCarthy (1983: 53–54) は，
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（2）のうち音節 (σ) とストレスフット (Σ) を用いて（3）のような分析を示し
ている。 
 
（3）           Σ 
     l o 
 σ1σ’ 1σ  σ1     σ’ 1σ  σ1     σ 1σ 
      
 VCVCV → V+CV+CVCV → V+CV+CVCV 
      
 a l o f a  a l o f a  a l o f a 
 
サモア語の場合，語末から数えて 2 番目の音節にストレスが置かれるが，
Broselow and McCarthy (1983) は，こうしたストレスフットをサモア語の重複形
の分析における重要な手がかりとしている。（3）の構造から見ると，ストレス
が置かれている音節（あるいはストレスフット）の左端から数えて最初の軽音
節 (CV) を重複部とし，その重複部をストレスが置かれている音節（あるいは
ストレスフット）の前に付けるという原理が見えてくる。このような Broselow 
and McCarthy (1983) の分析により，「alófa → alolofa」の例における接中辞のよ
うな振る舞いが，ストレスフットを以って説明できるということになる。韻律
形態論を枠組みとした Broselow and McCarthy (1983) の新しい分析は，音節とフ
ットのような韻律範疇を導入することで理論的な分析の妥当性を高められたと
いう点において，Marantz (1982) が提案した CV 理論に比べ，大きな発見とし
て評価されている。 
（2）に示した韻律階層のうち，特に音節 (σ) に着目した分析は，本研究の考
察対象である短縮現象の分析においても非常に有効である。なぜなら，（4）に
見るように，基体の音節構造が短縮語形の出力を左右する実例が存在するため
である。 
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（4）  基体  短縮形 
 a.  HL 
b.  HH 
ゲーム・センター 
スーパー・コンピューター 
→ 
→ 
ゲーセン（保持形） 
スパコン（補完形） 
 
（4a）（4b）は，基体を構成する前部要素の音節構造が，それぞれ HL（例：ゲ
ーム）と HH（例：スーパー）で異なっている。このような音節構造の違いによ
り，前者は第一音節の長音が保たれる「ゲーセン」（保持形）に短縮されやすく，
後者は長音をスキップし，その代わりに自立モーラを組み込む「スパコン」（補
完形）として短縮されやすい傾向が捉えられる。本論文の第 4 章では，（2）の
韻律階層を想定した分析に基づき，基体の音節構造が短縮語形成に影響する要
因の 1 つであることを詳しく論じる。 
さらに，（2）の韻律範疇における音節 (σ) に加え，その下位にあるモーラ (μ) 
も本研究において重要な韻律単位である。後に示す‘複合語由来の短縮語デー
タベース’の中には，1 つの基体に対して，音節数およびモーラ数が異なる複
数の短縮語形が存在する場合がある（5）。 
 
（5） 基体  短縮形 音節数・モーラ数 
 
メール・アドレス → 
メアド  
メルアド 
3 音節 3 モーラ 
4 音節 4 モーラ 
 
（5）「メール・アドレス」は，「メアド」（3 音節 3 モーラ）あるいは「メルア
ド」（4 音節 4 モーラ）として短縮され得る。このうち前者には，基体をより短
くする動機が働いている一方で，後者には，基体を復元できる語形情報を多く
残すという動機が働いている。1 つの基体から生じる短縮語形が複数存在する
場合，その最終的な出力は，それぞれの語形が持つ特徴に対する言語使用者の
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選好傾向に依存すると考えられる。このことについては，本論文の第 6 章で論
じる。 
 
2.2.2 愛称語形成 
 
韻律範疇を基にして形態的な操作をするもう 1 つの現象として，愛称語形成 
(hypocoristics) が挙げられる。前節で見た重複現象と本節で取り上げる愛称語形
成には，いずれも基体の一部を切り取る（あるいは複写する）という操作が求
められる。また，基体のどの範囲までを切り取るか（あるいは複写するか）と
いうことについて合理的な説明を与えるためには，（2）の韻律階層を視野に入
れた上での考察が必要であるという点で，両者は共通する。 
愛称語形成は，当該言語の最小語テンプレート (minimal word template) を満
たす事例を示す韻律形態現象として知られている (McCarthy and Prince 1986, 
1990, 1996; Weeda 1992; Kenstowicz 1994; McCarthy 2006)。最小語 (minimal word) 
は，（2）に挙げた韻律範疇のいずれかで指定される。最小語の指定を受ける韻
律範疇（韻律最小性，prosodic minimality）は言語によって様々であるが，英語
の場合には，重音節が最小語であることが知られている（6）。 
 
（6） name       hypocoristics 
Edward 
Mortimer 
Jane 
Ed, Eddie 
Mort, Mortie 
Jenny    
 
(McCarthy 2006: 184) 
（窪薗 2008: 107） 
 
（6）は，英語における愛称語形成の例である（下線は，本論文の筆者によるも
の）。英語の強勢は強弱格フット (trochaic foot) に基づいており，重音節という
テンプレートを満たす範囲で愛称語が形成される。（6）の下線部は強勢の位置
を示したものであるが，いずれの例も強勢が置かれている音節に末尾子音が付
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いた重音節が出力形となっている（例：Edward → Ed / Mortimer → Mort）*2。
また，基体が 1 音節で短い場合は，語末に [i] を付けることで 2 音節語を形成
する（例：Jane → Jenny）ことも可能である。以上のことから，英語における
愛称語は強弱格フットに基づいた重音節というテンプレートを満たす形として
作り出されることが分かる。 
一方で，日本語における最小語は，2モーラを 1つの単位（二項フット，bimoraic 
foot）とする（Poser 1984, 1990; Kubozono 1989, 1990; Tateishi 1989; Mester 1990; 
原口 1994; Itô, Kitagawa and Mester 1996）。こうした二項フット (bimoraic foot) 
の役割が極めてはっきり現れる日本語の韻律形態現象としては，後の 2.3.1 節
で扱う愛称語形成に加え，短縮現象が挙げられる。（7）は，短縮現象において
二項フット (bimoraic foot) 構造が守られる例を示したものである。 
 
（7） a. アマチュア  
a. プロフェッショナル  
a. ヘリコプタ 
b. ワード・プロセッサー  
b. スケート・ボード 
b. パンティー・ストッキング 
→ アマ，*ア 
→ プロ，*プ 
→ ヘリ，*ヘ   (Itô 1990: 213) 
→ ワープロ 
→ スケボー 
→ パンスト    (Itô 1990: 220) 
 
まず，（7a）単純語に由来する短縮語の場合は，「アマチュア → アマ」，「プロ
フェッショナル → プロ」，「ヘリコプタ → ヘリ」と形成され，いずれの例に
おいても，2 モーラを 1 つの単位とするフットが短縮語形として出力される。
（7a）において，それぞれ「*ア」，「*プ」，「*ヘ」のような語形が存在しない理
                                                   
*2 語末に -ie のような指小辞 (diminutive suffix) が付く語形もあり得る（例：Edward → 
Eddie / Mortimer → Mortie）。ただし，-ie は最小語形成において付加的要素として扱
われるという (McCarthy 2006: 184)。 
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由は，1 モーラの長さを持つこれらの語形が，韻律的に最小語の単位を満たさ
ないためである (Itô 1990)*3。 
2 モーラを 1 つの単位とするフットは，（7b）複合語に由来する短縮語におい
ても観察される。たとえば，（7b）の出力形は，「ワープロ」，「スケボー」，「パ
ンスト」のように，基体の前部要素と後部要素から 2 モーラずつを切り取るこ
とで語が形成される。（7b）において，各構成素から 2 モーラずつを切り取るこ
とは，複合語に由来する短縮語においても二項フット (bimoraic foot) を満たす
出力形が生成されることを意味する。 
 
2.3 日本語における韻律形態現象 
 
韻律的制約によって規定されるタイプの韻律形態現象は，日本語においても
数多く観察される。具体的には，日本語における愛称語形成，倒位語形成，短
縮語形成が挙げられる。 
 
2.3.1 二項フットと愛称語形成 
 
日本語の韻律形態論に関する研究の歴史は，Poser (1984)，McCarthy and Prince 
(1986) などまで遡ることができる。ここで注目すべき点は，いずれの研究にお
いても，フットが重要な言語的役割を果たしていることである（8）。 
 
 
                                                   
*3 Itô (1990) の指摘によれば，短縮語の出力形は 2 モーラあるいは 2 音節以上の長さを
持たねばならないという。たとえば，「マイクロホン → *マイ」，「パンフレット → 
*パン」のような切り取りが生じないのは，このうち後者の制約に起因する。なお，
出力形の長さとしては 5 モーラを越える語形も不適格であるため，「イラストレーシ
ョン → *イラストレ，*イラストレーショ」のような切り取りも生じない。 
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（8） 韻律語 (PrWd) 
 ｜ 
フット (F) 
 ｜ 
音節 (σ) 
 ｜ 
モーラ (μ)   （（2）の再掲） 
 
フット (F) は，音節の上位に位置する韻律上の単位であり，強弱または弱強の
2 音節からなる syllabic foot と 2 モーラからなる moraic foot に分けられる。この
うち日本語は，2 つのモーラが 1 つのフットを形成する二項フット (bimoraic 
foot) 構造を持つという共通の解釈が得られている (Poser 1984, 1990; Kubozono 
1989, 1990; Tateishi 1989; Mester 1990; Itô, Kitagawa and Mester 1996)。 
 
（9） （μ μ）F 
 
（9）に示した二項フット (bimoraic foot) の存在は，日本語における愛称語形成
過程 (Poser 1984, 1990; McCarthy and Prince 1986; Mester 1990) の分析によって
も裏付けられる。日本語における愛称語の形成方法は様々であるが，いずれの
場合においても出力形が常に二項フット (bimoraic foot) を満たすという点では
共通している（10）。 
 
（10） a. あきこ 
a. ゆうこ 
a. あいこ 
a. げん 
b. めぐみ 
b. たろう 
→ 
→ 
→ 
→ 
→ 
→ 
（あき）F ちゃん 
（ゆう）F ちゃん 
（あい）F ちゃん 
（げん）F ちゃん 
（めぐ）F ちゃん 
（たろ）F ちゃん 
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c. わさぶろう 
 
 
 
d. みどり 
→ 
 
 
 
→ 
 
（わさ）F ちゃん 
（さぶ）F ちゃん 
（わー）F ちゃん 
（わさ）F（ぶろ）F ちゃん 
（みど）F ちゃん 
（みー）F ちゃん 
（みっ）F ちゃん 
*み    F ちゃん 
 
まず，（10a）に示されている愛称語の場合には，接尾辞「ちゃん」に先行する
音節の第 2 モーラが，それぞれ自立モーラ（例：あき），長音（例：ゆう），二
重母音（例：あい），撥音（例：げん）で異なっているが，いずれも基体の 2 モ
ーラを 1 フットとする構造を切り取っている点では共通する。また，一般に，
フットは音節の境界で切り取って形成されるが，実際のデータの中には 1 つの
音節を分断する語形成も観察される。（10b）のように，基体が単一形態素から
なる場合（例：めぐみ）や基体の音節構造に関係なく名前の先頭から順に 2 モ
ーラを切り取る場合（例：た.ろう，‘.’は音節境界を示す）がその好例である。
さらに，二項フット (bimoraic foot) は，基体が 4 モーラ以上で比較的長い場合
の分析にも必要である。たとえば，（10c）「わさぶろう」は，「わさちゃん」，「さ
ぶちゃん」，「わーちゃん」に加え，「わさぶろちゃん」と略されることも可能で
ある。接尾辞に先行する語形が 2 モーラであるか 4 モーラであるかという違い
はあるが，いずれの形式も二項フット (bimoraic foot) 構造を満たしている点で
は共通している。 
一方で，愛称語形成においては，テンプレートを満たす範囲で複数の出力形
を作り出すことも可能である（10d）。（11）は，（10d）の二項フット (bimoraic 
foot) 構造を示すものである。 
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（11） a.（μ μ）F  
 
  mido-tyan 
b.（μ μ）F  
 
  mii-tyan 
c.（μ μ）F  
 
  mit-tyan 
d. *μ   
 
  mi-tyan 
 
（10d）「みどり」の場合，（11a）のように基体の語頭から順に 2 モーラを切り
取る語形 ( /mido-tyan/ ) に加え，（11b）のように基体からは 1 モーラのみを切
り取り，その代わりに母音を 1 モーラ分伸ばすか ( /mii-tyan/ )，あるいは（11c）
のように接尾辞 /tyan/ の語頭子音 /t/ を前方に拡張させ末尾子音とすること
で，2 モーラ 1 フットというテンプレートを満たす例 ( /mit-tyan/ ) が観察され
る。一方で，（11d）「みちゃん /mi-tyan/ 」の場合は，「み」の 1 モーラだけでは
フットを構成することができない。このように，接尾辞に先行する部分が二項
フット (bimoraic foot) を満たさない語形は，出力形として不適格である。 
こうした二項フット (bimoraic foot) を用いた分析は，本論文の 2.2.2 節の（7）
で見たように，日本語における短縮現象の分析においても有効である（12）。 
 
（12） a. 単純外来語由来の短縮語  
 イラストレーション → イラスト 
 b. 複合外来語由来の短縮語  
 デジタル・カメラ  → デジカメ 
 
（12a）は，「イラストレーション → イラスト」のように，基体の先頭から 4 モ
ーラを切り取ることで二項フット (bimoraic foot) を形成する。一方で，（12b）
は，「デジタル・カメラ → デジカメ」のように，前部要素と後部要素からそれ
ぞれ 2 モーラずつを切り取り，二項フット (bimoraic foot) が 2 つ並ぶことで韻
律的テンプレートを満たす語形である。日本語の短縮語形には，（12a）のよう
に基体の先頭から 4 モーラを切り取るパターンならびに（12b）のように前部要
素と後部要素からそれぞれ 2 モーラずつ切り取るパターンが最も多い（Itô 1990; 
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窪薗 2000）。このことから，日本語の短縮現象における二項フット (bimoraic 
foot) 構造の指向性がうかがえる。 
 
2.3.2 音節構造と倒位語形成 
 
（2）に示した韻律範疇のうち，フットの下位にある音節 (σ) を用いること
で，合理的な説明が与えられる語形成がある。その事例となる韻律形態現象と
しては，倒位語形成（Tateishi 1989; Poser 1990; Itô, Kitagawa and Mester 1996; 窪
薗 2010）が挙げられる。ズージャ語とも呼ばれるこの語形成は，ジャズ音楽家
たちの言葉遊びである。基本的には，基体を 2 つに分解し，その順序を入れ替
えることで語が形成されるという特徴がある（13）。ここでは，窪薗 (2010) の
説明を参照する。 
 
（13） a. マネージャー (LHH) 
b. タクシー (LLH) 
c. やまだ (LLL) 
d. めし (LL) 
e. パンツ (HL) 
→ 
→ 
→ 
→ 
→ 
ジャーマネ (HLL) 
シータク (HLL) 
ダーヤマ (HLL) 
シーメー (HH) 
ツンパ (HL)，*ツパン (LH) 
 
基体の長さが 4 モーラ以上で長い場合（13a）（13b）は，基体から語末の 2 モー
ラと語頭の 2 モーラを切り取ることで，左側の HL というテンプレートが満た
される。次に（13c）（13d）のように，基体が軽音節からなり，かつ基体の長さ
が 3 モーラ以下で短い場合は，母音の音色を延長し欠落するモーラを補うこと
で，倒位語の左端を重音節（HL あるいは HH）に保つ。 
しかしながら，（13e）「パンツ」の場合は，基体の右端にある音節「ツ」と左
端にある音節「パン」を入れ替えると「ツパン」となり，LH 構造が出力されて
しまう。このような LH 構造は，日本語における音節構造として有標であるこ
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とが知られている（Itô 1990; Itô, Kitagawa and Mester 1996; 窪薗 2005）。こうし
た LH 構造の出力を避けようとした結果，出力形の左端に重音節が置かれる語
形「ツンパ」(HL) として倒位語が形成されることになる。このように日本語に
おける倒位語は，モーラの添加や交替を伴うことで，出力形として適切な音節
構造が作り出される*4。 
こうした倒位語の形成過程に見られる音節構造の特徴は，日本語の短縮現象
においても観察される。（14）の例から，短縮語の形成過程においても，重音節
（ないしは二項フット (bimoraic foot)）の左側に軽音節が置かれる語形を回避
する傾向が見受けられる。 
 
（14）  
 
a. ローテーション 
a. ロケーション  
b. ポケット・ビスケッツ 
→ 
→ 
→ 
ローテ (HL) 
ロケ (LL)，*ロケー (LH) 
ポケビ (FL)，*ポビス (LF)  
 
（14a）は単純語由来の短縮語であり，（14b）は複合語由来の短縮語である。ま
ず，（14a）「ローテーション」は「ローテ」として出力される一方で，「ロケー
ション」は「ロケー」として出力されない。なぜなら，「ローテ」の音節構造は
HL であるのに対して，「ロケー」の場合は，出力形の音節構造として不適格な
LH 構造を有するためである。次に，（14b）「ポケット・ビスケッツ」は，出力
形として不適格な韻律構造，つまり，フットの左側に軽音節が置かれる出力形 
                                                   
*4 LH 構造の有標性は，倒位語形成の他にも幅広い日本語の言語現象に反映されている
（Itô, Kitagawa and Mester 1996; 那須 1999; 窪薗 2000）。たとえば，幼児語では，軽
音節が重音節の左側に置かれる構造 (LH) は出力されない（例：ばば → ばあば 
(HL)，*ばばあ (LH)）とされている（窪薗 2000）。また，重複形オノマトペの強調形
においても，「ピッカ-ピカ」(HL-LL) のような語形は選好されやすい一方で，「ピカ
ッ-ピカ」(LH-LL)（‘-’は語幹の境界を示す）のような語形は好まれにくいという事実
が報告されている（那須 1999）。 
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(LF) を回避し，フットが出力形の左端に置かれる語形 (FL) が生成される好例
である。 
フットの左側に軽音節が生じる構造が回避される傾向は，本研究の‘複合語
由来の短縮語データベース’を分析した結果からも確認することができる。デ
ータベースの分類結果，LF といった韻律構造を持つ語形（例：メール・アドレ
ス → メアド）は，データベース全体のうちわずか 4%強しか確認されず，LF
構造が出力形として有標であるという結果が得られている。 
しかしながら，第 6 章で行った語形成実験の結果，LF 構造は出力形として有
標であるにもかかわらず，短縮語を使用する若年齢層に選好される傾向が観察
されている。このことから，短縮語形の最終的な出力には，二項フット (bimoraic 
foot) や音節構造のような韻律的制約のみならず，別の要因も関与していると推
察される。本研究では，その要因の 1 つとして，言語使用者の指向を取り上げ
る。このことについては，第 6 章で詳しく議論することとする。 
 
2.4 本研究の課題 
 
短縮語形の出力をコントロールする第一の要因は，韻律的制約（韻律最小性 
(prosodic minimality)，二項フット (bimoraic foot)，音節構造 (syllable structure)）
であると言える。たとえば，「パーソナル・コンピューター」が，「*パ」，「*パ
コン」などの語形として短縮されないのは，短縮語形として求められる韻律的
制約を満たさないためである。 
短縮現象に関する従来の研究では，主にこうした韻律的制約に注目が集まる
一方で，次のような問題を内包していた。1 つ目の問題は，OCP 制約が短縮現
象に与える影響については，それほど意識していなかったということである。
2 つ目の問題は，言語運用という面における重要な要因が見落とされがちであ
ったことである。 
まず，1 つ目に取り上げた問題に関連して，次のような例が挙げられる（15）。 
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（15） さちこ → 
 
（さっ）Fちゃん 
 （さー）Fちゃん 
*（さち）Fちゃん 
 
たとえば，愛称語形成において，接尾辞「ちゃん」に先行する二項フット (bi-
moraic foot) は，基体の先頭から順に 2 モーラを切り取ることで形成されている
（例：みどり → みどちゃん）。同様に（15）「さちこ」の場合にも，二項フッ
ト (bimoraic foot) 構造を満たす語形，つまり「（さっ）Fちゃん」ないしは「（さ
ー）Fちゃん」が出力されることになる。 
しかしながら，二項フット (bimoraic foot) という韻律条件は満たしているに
もかかわらず，「*さちちゃん」という語形は観察されない。なぜなら，（15）の
語形では，切り取られた二項フット (bimoraic foot) と接尾辞が結合する境界部
に，同一子音が連続してしまう（*さちちゃん [satʃitʃaɴ] ）からである。その結
果，同一子音が連続する語形「*さちちゃん」を避け，二項フット (bimoraic foot) 
構造を満たす他の語形「さっちゃん」ないしは「さーちゃん」が出力されるこ
とになる。ここで注目すべきこととして，上述した韻律的制約（韻律最小性 (pro-
sodic minimality)，二項フット (bimoraic foot)，音節構造 (syllable structure)）を満
たす語形のみが，OCP 制約による出力判定（すなわち，OCP 制約に違反するか
否か）の対象となるということが挙げられる。 
OCP 制約は，短縮現象にも影響すると考えられる。（16）は，複合語に由来す
る短縮語形の実例である。 
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（16） 基体  保持形 補完形 
 アート・トラック → アートラ （*アトトラ） 
 メーリング・リスト → メーリス （*メリリス） 
 メーター・タクシー → メータク （*メタタク） 
 リーダーズ・ダイジェスト → リーダイ （*リダダイ） 
 
（16）は，基体が補完形として短縮される場合，形態素境界部に同音連続が生
じてしまう実例である。これらの例から，短縮の結果出来上がる語形において，
その内部に同一の音が連続してしまう場合には，補完形が明らかに避けられる
傾向がうかがえる。このことは，同音連続が短縮語形を決める上で考慮すべき
重要な要因の 1 つであることを暗示している。 
言語現象の中には，同一の言語特徴が並んで出現する語形が避けられやすい
という事実がある。従来の研究では，こうした性質が理論的に OCP (Obligatory 
Contour Principle) 制約として現れると考えられてきた (Leben 1973; Goldsmith 
1976; McCarthy 1986)。元々OCP は，声調 (tone) の異化現象を説明する理論で
あったが，近年は分節レベルでの異化現象についても取り上げられるようにな
った。本研究では，短縮語形成に影響する要因として，韻律的要因以外にも考
慮すべき音韻的要因があると考え，その 1 つとして OCP 制約を取り上げる。そ
うすることで，今まで見過ごされてきた 1 つ目の問題に取り組むことができる。
このことについては，本論文の第 5 章で議論する。 
次に，2 つ目に取り上げた問題に関連して，次のようなことが考えられる。
従来の理論研究が積み上げてきた成果に基づくと，最終的には，韻律的制約に
違反しない語形が選択されるはずである。しかしながら，予測される短縮語形
は，必ずしも 1 つであるとは限らない。なぜなら，音韻的な要因を満たす範囲
であれば，理論的に複数の語形が存在し得るからである。（17）は，その好例で
ある。 
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（17）  
メール・アドレス 
 
メルアド 
メアド 
アドレス*5 
 
（17）「メール・アドレス」は，「メルアド」，「メアド」，「アドレス」のいずれ
の語形にも略され得る。これらの語形は，いずれも上述した韻律的制約および
OCP 制約に違反しない。このように，1 つの基体に対して複数の短縮語形が存
在する場合，言語使用者がどれを取り上げるかは，もはや音韻的な要因だけで
はなく，言語使用者の選好傾向によって決まるものであると推察される。本研
究では，とりわけ言語使用者の年齢層を中心に比較することで，短縮語の形成
方略に見られる世代差の実態について考察を進めていく。このことについては，
本論文の第 6 章で議論する。 
本章は，次のようにまとめられる。短縮現象は，韻律的制約のみで説明がで
きる整然とした現象であるとは限らない。そのため本研究では，従来の研究に
よる知見を踏まえ，同音連続や言語使用者の選好傾向といった新たな要因に注
目する。こうした見方を取ることにより，短縮語の形成メカニズムをより多角
的な視点から解き明かすことができると考えられる。 
                                                   
*5 複合外来語由来の短縮語の短縮パターンの中には，前部要素あるいは後部要素が完
全に削除されるタイプのものがある。「メール・アドレス → アドレス」は，前部要
素が完全に削除されるタイプの好例であるが，基体の後半を残す語形は生産性が低
く（窪薗 2002: 133），かつその事例も少ない。そのため，「アドレス」のようなタイ
プは，今回の考察対象から外すこととする。 
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第 3 章 前部要素に長音を含む複合外来語と短縮語形 
 
 
 
3.1 はじめに 
 
本章では，変則的タイプの生起について考察するにあたり，なぜ複合外来語
の前部要素に長音を含む語に注目する必要があるかということについて述べる。 
本章の構成は，以下の通りである。まず，3.2 節では，本研究における考察対
象である‘複合語由来の短縮語データベース’の構成とその内容について示す。
3.3.1 節では，前部要素に長音を含む複合語の中でも，なぜ他の語種（漢語など）
ではなく，外来語に焦点を当てるのか詳述する。3.3.2 節では，前部要素に長音
以外の特殊モーラ（撥音・二重母音の第 2 要素・促音）を含む複合外来語につ
いて言及した先行研究を概観する。それらの先行研究の分析結果を踏まえ 3.3.3
節では，実際に複合語由来の短縮語データベースを分析した結果を提示し，前
部要素に長音を含む複合外来語が他と異なった振る舞いをすることを示す。そ
の後，3.4 節では，保持形と補完形が持つ音韻特徴について考察を進めつつ，そ
れぞれの短縮語形がその語形をとることの意味について考察する。最後に 3.5
節では，本章の議論をまとめる。 
 
3.2 複合語由来の短縮語データベース 
 
本研究では，この複合語由来の短縮語データベースの分析を基に，短縮語の
形成メカニズムに関する検証を行う。複合語由来の短縮語データベース（全
1,101 語）は，先行研究の本文と付録資料（国立国語研究所 1990; 米川 1996, 1998; 
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伊藤 1999; 堀内・大森 2007; 那須 2008; 自由国民社 2010, 2011, 2012, 2013, 2014）
および Labrune (2006) によるコーパスデータ (Corpus of Japanese Abbreviated 
Loanwords) から複合構造の外来語を基体とする語を抜き出したもの（全 569 語）
*1に加え，筆者が 2014 年 1 月から 6 月までの間に行ったインタビュー調査と記
述式アンケート調査から得られた実在語（全 532 語）からなる。 
インタビュー調査は対面形式であり，普段の生活で使う，あるいは聞いたこ
とのある短縮語（2 つの外来語からなるもの）とその原形について尋ね，筆者
がメモを取る形でデータを収集した。インタビュー調査は，主に 50 代（10 人
ほど）が対象となっている。一方，記述式アンケート調査は主に大学生（50 人
ほど）を対象としており，インタビュー調査と同じく，回答者が普段の生活で
使う，あるいは聞いたことのある短縮語（2 つの外来語からなるもの）とその
原形を，できるだけ多く書いてもらった。 
これらの調査から収集した実在語に基づき，Microsoft® Excel® を用いてデー
タベースを作成した。【表 3-1】に，データベースの見出しとともに，実在語の
一例（メール・アドレス → メルアド）を示す。 
                                                   
*1 各資料から抜き出した語数（全 569 語）の内訳は，次の通りである。国立国語研究
所 1990（121 語）; 米川 1996, 1998（14 語）; 伊藤 1999（24 語）; Labrune 2006（141
語）; 堀内・大森 2007（6 語）; 那須 2008（93 語）; 自由国民社 2010, 2011, 2012, 2013, 
2014（170 語）。なお，複合語由来の短縮語データベース（全 1,101 語）を本論文の
末尾に付録資料として示す。 
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【表 3-1】複合語由来の短縮語データベースと一例 
語形情報 原形情報 特殊モーラ 変則発生 短縮パターン 原語 その他 出典 
短縮語 σ μ 音節構造 前部 σ μ 音節構造 後部 σ μ 音節構造 m1 m2 m1 m2 m1 m2   資料 年 
メルアド 4 4 LLLL メール 2 3 HL アドレス 4 4 LLLL R  *  B  mail address メアド 文 2014 
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複合語由来の短縮語データベースの詳細な構成は，次の通りである。まず，
「語形情報」には，短縮された語形（「短縮語」）とその語形に関する音韻情報
を示した。たとえば‘メール・アドレス → メルアド’の場合，短縮された語
形‘メルアド’とその「音節数 (σ) 」と「モーラ数 (μ) 」，「音節構造」（超重音
節は Hʼ，重音節は H，軽音節は L と表記）を示した。 
次に，「原形情報」には，複合語を構成する構成素ごとの音韻情報を示した。
たとえば‘メール・アドレス’の場合，複合語の前部要素‘メール’と後部要
素‘アドレス’に分け，それぞれの音節数，モーラ数，音節構造を示した。 
続いて，「特殊モーラ」には，前部要素と後部要素それぞれの第 2 モーラにあ
る特殊モーラの種別について示した。「m1」には，前部要素の第 2 モーラにあ
る特殊モーラの種別を，「m2」には，後部要素の第 2 モーラにある特殊モーラ
の種別を記入した（自立モーラの場合は無表記）。特殊モーラは，それぞれ R（長
音），N（撥音），Q（促音），J（二重母音の第 2 要素，以下，二重母音）で表記
した。たとえば，‘メール・アドレス’の場合，前部要素の第 2 モーラのみに長
音を含むため，「m1」は R，「m2」は無表記となる。 
「変則発生」と「変則パターン」には，変則が発生した位置および変則のパ
ターンに関する情報について記入した。まず，2 番目にあるモーラの種類を問
わず，保持形以外は全て変則と見なす。変則が起きたモーラの位置（前部要素
か後部要素か）については「変則発生」の欄に‘*’を用いて表示した。変則が
発生した場合は，基体におけるモーラの切り取り方によって，「変則パターン」
の欄に A あるいは B と示した。まず，タイプ A は，基体における片方の構成
素から 1 モーラだけを切り取り，‘1 モーラ＋2 モーラ’（例：メール・アドレス 
→ メアド）あるいは‘2 モーラ＋1 モーラ’（例：ハロー・ワーク → ハロワ）
となる語形を意味する。また，タイプ B は，第 2 モーラにある特殊モーラの代
わりにその直後の自立モーラで 4 モーラの形を補う語形，つまり補完形を意味
する。たとえば‘メール・アドレス’の場合は，‘メルアド’の補完形に短縮さ
れるため，「特殊モーラ」の m1 に‘*’，「短縮パターン」は‘B’と表記する。 
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最後に，参考として「原語」「その他」「出典」に関する情報を加えた。まず
「原語」には，複合語の元になる語（例：mail address）を表記した。次に，「そ
の他」には，1 つの複合語が複数の短縮語形を持つ場合に限り，他の短縮語形
を記入した（例：メアド）。なお，本研究では，元になる複合語が同一であって
も，短縮語形にバリエーションが見られる場合には，異なる語として扱う。従
って，‘メルアド’と‘メアド’は異なる短縮語形としてカウントする。「出典」
には，複合語由来の短縮語データベースを作成するにあたって参考とした資料
に関する情報として，参考資料名あるいは著者名の頭文字とともに出版年を示
した*2。 
 
3.3 前部要素に長音を含む複合外来語 
 
3.3.1 複合外来語に由来する短縮語 
 
本研究における考察対象を，単純外来語に由来する語ではなく複合外来語に
由来する語に設定したのは，変則的タイプ（補完形，脱落形）を観察すること
ができるという理由によるものである。 
単純語に由来する短縮語の性質については，これまで Itô (1990)，Labrune 
(2002)，窪薗 (2004, 2010)，窪薗・小川 (2005) などの先行研究を通じてしばし
ば論じられており，語形成の規則や制約に関する多くの知見が得られている。
このうち Labrune (2002) は，単純語に由来する短縮語形は基体のアクセント位
置によって決められると主張している。たとえば，「イラストレ’ーション → イ
ラスト」のように（’ はアクセント核を示す），アクセント核が置かれているモ
ーラの直前で短縮が起こるとされている。 
                                                   
*2 参考資料の一覧は，本論文の末尾に参考資料として示す。 
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こうした Labrune (2002) の主張に対して，窪薗 (2004, 2010)，窪薗・小川 
(2005) は，アクセントが短縮語形成に関与する必然性がないと指摘しており，
単語分節 (word segmentation) の原理に基づいた分析を以って，Labrune (2002) 
の主張を批判的に検討している。単語分節原理*3 とは，音節を分断せず，かつ
可能な限り基体の後部が前部より長くならない部分で分節が起こる（例：イラ
スト|レーション → イラスト）というものである。 
本研究で複合語由来の短縮語を考察対象とする理由は，こうした単純語に由
来する短縮語の形成方法と関連している。（1）は，単純外来語由来の短縮語に
加え，複合外来語由来の短縮語の例を示したものである。 
 
（1） a. 単純外来語由来の短縮語  
 イラストレーション → イラスト 
 b. 複合外来語由来の短縮語  
 シャープ・ペンシル → シャーペン 
*シャプペン（OCP 制約に違反） 
 
2.4 節で OCP 制約が短縮語形の決定にかかわることについて示した通り，OCP
制約は基体の一部を結合する過程で働く。そのため，（1a）単純語の場合は，基
体の左端から一定の範囲までを切り取ること（例：イラストレーション → イ
ラスト）で語形成が済み，OCP 制約はかかわらない。しかしながら，（1b）複合
語（例：シャープ・ペンシル → シャーペン）の場合は，各構成素から切り取
った語形の結合という操作が求められるため，OCP 制約による出力形の制御が
                                                   
*3 単語分節原理のうち，音節を分断しない原理は，「最適性理論において，形態構造境
界と韻律構造境界の一致を求める制約としても捉えられている」（窪薗 2010: 28）も
のである。また，基体の後部が前部より長くない構造を好むという原理は，倒位語
形成や幼児語，重複形オノマトペの強調形にも反映されていることから，より広範
囲の言語現象に適用される一般性の高い原理であると主張している。 
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生じ得る（*シャプペン）。従って，短縮語形成における OCP 制約の影響につい
て検討するには，複合語に由来する短縮語が考察対象としてより適している。 
しかし，複合語由来の短縮語は，特定の語種を基体として生成されるとは限
らない。そうした中で考察対象を外来語の基体に限定するのは，次のような理
由によるものである。日本語における語種は，和語 (Native words)，漢語 (Sino-
Japanese)，外来語 (Foreign) と区別される（McCawley 1968; Vance 1987; Itô and 
Mester 1995 など）。本研究が注目する特殊モーラである長音は全ての語種に現
れるものの，その出現頻度は必ずしも均等ではない。各語種における特殊モー
ラの出現頻度について調査した先行研究（松崎 1994: 78）によれば，長音は漢
語に最も多く現れ，和語には極めて少ないという。長音の出現頻度について松
崎  (1994) が示しているデータの内訳を見ると，漢語では 16.24% (10,017 / 
61,684)，和語では 1.52% (767 / 50,429)，そして外来語では 11.12% (525 / 4,722) 
となっている（それぞれの割合は，長音の数 / 当該全拍数を算出したものであ
る）。つまり，長音の出現頻度は，「漢語 > 外来語 > 和語」の順に多いとされ
ている。このデータを見ると，長音を含む複合語に由来する短縮語の全体像を
把握するには，構成素が漢語や外来語である方が適している*4。しかし，長音の
出現頻度が最も高いという理由で，漢語を本研究の考察対象に入れてしまうと，
（2b）の例が問題となってくる。 
 
 
 
                                                   
*4 本研究で基体に和語を含む語を考察対象から外すもう 1 つの理由は，次の通りであ
る。複合語由来の短縮語データベース（1,101 語）において，構成素の片方が和語で
ある実例は 63 語である。しかし，和語から生起する変則的タイプ（補完形あるいは
脱落形）は全く見あたらず，必ず語頭 2 モーラを切り取ることで短縮語が形成され
ている。和語において変則的タイプの観察が難しいという特徴は漢語と共通してお
り，このような理由から漢語とともに本研究の考察対象から除外する。 
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（2） a. ワーキング・ホリデー →  ワーホリ（保持形） 
 a’. パーソナル・コンピューター →  パソコン（補完形） 
 b. 合同（ゴードー）・コンパ →  ゴーコン（保持形） 
  *ゴドコン（補完形） 
 
（2）は，いずれも前部要素の第 2 モーラが長音であるという点では共通する
が，（2a）（2a’）は前部要素と後部要素がともに外来語である一方で，（2b）は前
部要素のみ漢語である。（2a）（2a’）のように基体が外来語であると，構成素の
語頭から順当に 2 モーラを取る保持形（例：ワーホリ）に加え，（2a’）のように
前部要素の長音を取る代わりに，直後の自立モーラを組み込む補完形（例：パ
ソコン）の 2 つのパターンが出力できる。それに対して，（2b）のように基体が
漢語である場合，短縮の切れ目が漢字表記（文字）と一致するため，（2b）にお
ける前部要素「合同」からは，「合」という 1 文字が短縮語形に残る。従って，
第 2 モーラにある長音を短縮語に組み込まないタイプ，つまり補完形として短
縮されることは起こりにくく（*ゴドコン），短縮パターンがある程度予測でき
てしまう。以上のことから，本研究では，基体に漢語が混在する例を除き，外
来語のみで形成されている複合語を考察対象とする。 
 
3.3.2 特殊モーラの分節構造と短縮語形 
 
本研究が前部要素の長音 (R) を考察対象とする理由としては，次の 2 点が挙
げられる。1 つ目は，撥音 (N) や二重母音 (J) に比べて補完形のような変則的
タイプの生起が観察されやすいためである。2 つ目は，促音 (Q) に比べると語
中および語末出現に関する音韻的制約が存在しないため，短縮パターンの生起
頻度を比較するという本研究が探究する課題により適しているからである。 
本研究の考察対象である複合語由来の短縮語は，基体の一部を切り取ること
が特徴的であり，その切り取り方によって短縮語形が定められる。複合語由来
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の短縮語においては，各構成素の語頭から順に 2 モーラずつを切り取るパター
ンが規則的タイプである。この短縮パターンは，前部要素の第 2 モーラが自立
モーラである場合（例：デジタル・カメラ → デジカメ）のみならず，特殊モ
ーラである場合（3）においても同様に観察される。 
 
（3） 促音 (Q) ニッケル・カドミウム → ニッカド 
 撥音 (N) コンサート・マスター → コンマス 
 長音 (R) ワーキング・ホリデー → ワーホリ 
 二重母音 (J) アイドル・マスター → アイマス 
 
（3）は，いずれも前部要素の第 2 モーラに特殊モーラを含む複合語とその短縮
語の実例である。（3）における短縮パターンは，各構成素の語頭から順当に 2
モーラずつを切り取るということから，基体が軽音節からなる場合の短縮パタ
ーン（例：デジカメ）と変わりがない。しかしながら，前部要素の第 2 モーラ
に特殊モーラを含む複合語の場合においては，（3）に示した規則的タイプに加
え，（4）に示す変則的タイプの実例も観察される。 
 
（4） 促音 (Q) ラッキー・ストライク → ラキスト 
 撥音 (N) 実例無し  
 長音 (R) パーソナル・コンピューター → パソコン 
 二重母音 (J) ドイツ・レクイエム → ドツレク 
 
（4）は，いずれも前部要素の第 2 モーラに特殊モーラを含むという点では（3）
と同様である。しかしながら，前部要素におけるモーラの切り取り方から見る
と，両者は明らかな相違を示す。つまり（3）は，基体の語頭から順当に 2 モー
ラずつを切り取るという規則に従っている（保持形）のに対して，（4）は，語
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頭から数えて 2 番目にある特殊モーラを切り取るのではなく，代わりにその直
後の自立モーラを組み込んでいる（補完形）のである。 
保持形と補完形の語形成において最も目立つ違いは，基体におけるモーラの
組み込み方にある。（3）のように，語頭から順当に 2 モーラずつを切り取ると
いう規則に従うタイプは，特殊モーラの種類やその有無とは無関係に現れる。
しかし，（4）に示した補完形は，前部要素の第 2 モーラに特殊モーラを含む場
合，つまり第 1 音節が重音節である場合のみに観察される。さらに言うと，前
部要素の第一音節が重音節である複合語が補完形に短縮される可能性は，その
重音節を構成する特殊モーラの種類によって異なる。 
特殊モーラは，いずれも単独では音節を形成することができず，語頭に現れ
ないという性質を持つ。さらには，アクセント核を担わないなどの理由から，
主に自立モーラに対する副次的音韻要素として扱われる。しかしながら，日本
語における 4 種類の特殊モーラが必ずしも一律な音韻的性質を持つとは限らな
い。（5）は，それぞれの特殊モーラが持つ分節構造を示したものである。 
 
（5） a. 撥音 (N) b. 二重母音 (J) 
 σ1 
  μ μ 
(c1) v1  N 
σ1 
μ μ 
(c1) v1  J 
   
 c. 長音 (R) d. 促音 (Q) 
 
 
σ1 
μ μ 
(c1)  v1 R 
σ1          σ2 
μ  μ        μ   
(c1) v1  Q  c2   v2 
 
（5a）撥音 (N) と（5b）二重母音 (J) は，いずれも重音節内に固有の分節を持
つという特徴がある。これに対して，（5c）長音 (R) と（5d）促音 (Q) は，「独
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自の分節を持たず，隣接する母音ないしは子音からのいわば『借り物』の分節
によって」（那須 2005: 15）モーラの節点が満たされるということから分節構造
上の親近性を有する。本研究は，「パーソナル・コンピューター」，「メール・ア
ドレス」のように，特殊モーラを含む語から作られる「パソコン」，「メアド」
のような変則的タイプ（補完形，脱落形）に注目するものであるが，これらの
語形は，基体の重音節 (CVX) において，自立モーラ (CV) と特殊モーラ (X) 
が切り離されることによって形成される。先行する自立モーラと分離しやすい
か否かは，特殊モーラの構造の違い，すなわち，特殊モーラが音節内で分節を
持つか否かと関係する。具体的に，どのような特殊モーラを含む場合に，変則
的タイプが生起しやすいかということについて考察するためには，実例などの
データを大量に集めた上での分析が必要である。本節の内容を踏まえた上で，
次節では，本研究における複合語由来の短縮語データベースの分類結果に基づ
き，（5）に示されている特殊モーラの音韻的特徴によって変則的語形の生起率
が異なっていることについて考察する。 
 
3.3.3 複合語由来の短縮語データベースの分析結果 
 
【表 3-2】は，3.2 節で説明した複合語由来の短縮語データベースを基に，前
部要素の第 2 モーラに特殊モーラを含む実例の数とその短縮語形（保持形，補
完形，脱落形）を示したものである。 
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【表 3-2】特殊モーラを含む語の短縮語形（前部要素の第 2 モーラ） 
 実例数 保持形 補完形 脱落形 
撥音 (N) 144 語 144 (100.0%) 0 (0%) 0 (0%) 
二重母音 (J) 82 語 73 (89.0%) 6 (7.3%) 3 (3.7%) 
長音 (R) 123 語 78 (63.4%) 42 (34.2%) 3 (2.4%) 
促音 (Q) 26 語 11 (42.3%) 11 (42.3%) 4 (15.4%) 
 
【表 3-2】からうかがえるのは，複合語の前部要素に含まれている撥音 (N) は，
例外なく保持（例：モンスター・ストライク → モンスト）されており，二重
母音 (J) も 89.0%（例：アイドル・マスター → アイマス）という高い割合で
保持形になっている*5 ことである。このような分布は，特殊モーラにおける分
節構造と関連している。撥音 (N) と二重母音 (J) は，音節内にそれ自身のモー
ラに対応する分節を有する特殊モーラである。那須 (2009) が指摘しているよ
うに，独自の分節を持つ特殊モーラ（すなわち，撥音 (N) と二重母音 (J)）が
短縮語において脱落すると，単にモーラが失われるのみならず，特殊モーラが
持つ分節要素が削除されることになる。一方で，独自の分節を持たない特殊モ
ーラである長音 (R) と促音 (Q) の場合は，撥音 (N) と二重母音 (J) に比べ保
持形の割合は低く（長音は 63.4%，促音は 42.3%），補完形の割合が高くなって
いる（長音は 34.2%，促音は 42.3%）。この結果をまとめると，保持形として短
縮される割合は「撥音 (N) > 二重母音 (J) > 長音 (R) > 促音 (Q) 」の順に高い
一方で，補完形になる割合はこの順で低いことが分かる。 
                                                   
*5 一方で，撥音 (N) と二重母音 (J) における補完形と脱落形の割合は，いずれも 10%
未満でかなり低い。このうち，二重母音において補完形が変則的であるということ
は，Kubozono (2001) によって既に指摘されている。 
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このような短縮語形の分布は，特殊モーラの安定度における尺度と相関して
いる。特殊モーラの安定度*6とは，「音連続として，あるいは音節を構成するま
とまりとして，どの程度安定したものであるかという尺度」（窪薗 1999b: 250）
であり，「固有の分節を有しているか否かといった構造的な観点」（那須 2009: 
61）から決まるとされる。（6）は，音節内における特殊モーラの安定度を示し
たものである。 
 
（6） 特殊モーラの安定度 
 （高い）N > J > R > Q（低い） 
 
特殊モーラの安定度は，特殊モーラが音節内でどの程度安定した振る舞いをす
るか，すなわち，各特殊モーラが音節内で対応する分節を持つか否かに基づく。
安定度が高い特殊モーラ（撥音 (N)，二重母音(J)）は，音節内での「存在感」
（那須 2009: 59）が強く，短縮語内に保持される語形（保持形）が生起しやす
い。一方で，安定度が低い特殊モーラ（長音 (R)，促音(Q)）は，音節内での存
                                                   
*6 日本語（東京方言）では，特殊モーラの内部における違いに注目した 2 つの見解が
ある。1 つは，特殊モーラ間の相対的な「自立性」の差に，もう 1 つは音節内におけ
る「安定度」の差に着目したものである。まず，自立性については，歌謡における音
符の付与パターン（音節の分節方略）の分析を通じて，「J > R > N > Q」の順で高い
階層が示唆されている（Vance 1987; 窪薗 1992, 1999b; 田中 2008）。この階層は，母
音性を持つ特殊モーラ (J > R) と子音性を持つ特殊モーラ (N > Q) との間に線引き
ができる。一方で，安定度とは，音節のひとまとまりとしてどの程度安定している
かによって，「N > J > R > Q」の階層を成すことが知られている（窪薗 1999b; 那須
2009）。本研究では重音節を構成する 4 種類の特殊モーラの間には，音節のひとまと
まりとしての安定度による差が存在し，その差により補完形の出現率の差異が生み
出されていると想定する。特殊モーラの安定度については，「R > Q > N > J」の順で
高い階層を成すと主張する見解もあるが（松崎 1996），本研究では，複合語由来の短
縮語データベースの分類結果と一致する階層である「N > J > R > Q」を分析の尺度と
して採用することとする。 
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在感がそれほど強くないため，それらを含む複合語由来の短縮語は，短縮語内
に保持されない語形（補完形，脱落形）が生起しやすくなる。（6）に示した安
定度における尺度が複合外来語由来の短縮語における変則的タイプ*7 の生起に
も影響するということについては，次のように述べられている。那須 (2009)*8
によると，安定度の高いグループ，つまり撥音 (N) と二重母音 (J) が短縮語形
において脱落することはごく稀である一方で，安定度の低いグループ，つまり
長音 (R) と促音 (Q) は，複合外来語由来の短縮語において削除されやすいと
されている。那須 (2009) は，二重母音 (J) が第 2 要素にくるとき，変則的タ
イプ（例：ボイス・トレーナー > ボトレ，マウンテン・パーカ > マンパ）は
22.7%（44 語中 10 語）の割合でしか現れず，安定度が最も高いとされる撥音 
(N) では全くみられないと指摘している。一方で，安定度の低いグループ（長
音 (R) と促音 (Q)）の場合，長音 (R) が第2要素にくると変則的タイプは 52.1%
の割合（121 語中 63 語）（例：メール・アドレス → メアド，フリー・マーケッ
ト → フリマ）であり，促音 (Q) が第 2 要素にくると変則的タイプ（例：セッ
クス・フレンド → セフレ，ポスト・ペット → ポスペ）は 83.3%の割合（42
語中 35 語）を占めていると述べられている。以上のことから分かるのは，短縮
語形における変則的タイプの生起に，特殊モーラが持つ音節内での安定度が関
与するということである。本研究におけるデータベースの分類結果（【表 3-2】，
【表 3-3】）からは，「N < J < R < Q」の順で変則的タイプ（補完形，脱落形）の
生起が多いことが分かった。このことは，特殊モーラにおける安定度の階層「N 
> J > R > Q」（窪薗 1999b; 那須 2009）と正反対の結果である。 
                                                   
*7 ここで言う変則的タイプとは，「2 モーラ＋1 モーラ」あるいは「1 モーラ＋2 モーラ」
からなる語形である。このような短縮パターンは，撥音と二重母音の場合より，長
音と促音において圧倒的に多く現れる。このことについては，窪薗 (2002) によって
も指摘されている。 
*8 360 語の短縮語を調べた那須 (2008) の結果に基づいている。  
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続いて，特殊モーラが後部要素の第 2 モーラにある場合における複合語由来
の短縮語データベースの分類結果は，【表 3-3】の通りである。 
 
【表 3-3】特殊モーラを含む語の短縮語形（後部要素の第 2 モーラ） 
 実例数 保持形 補完形 脱落形 
撥音 (N) 234 語 229 (97.9%) 0 (0%) 5 (2.1%) 
二重母音 (J) 48 語 30 (62.5%) 10 (20.8%) 8 (16.7%) 
長音 (R) 119 語 44 (37.0%) 12 (10.1%) 63 (52.9%) 
促音 (Q) 53 語 0 (0%) 10 (18.9%) 43 (81.1%) 
 
【表 3-3】を見ると，後部要素においても安定度が高いグループに属する撥音 
(N) の場合は 97.9%（例：ポケット・モンスター → ポケモン），二重母音 (J) 
の場合は 62.5%（例：プラス・マイナス → プラマイ）という高い割合で保持
されやすい傾向が見受けられる。それに対して安定度の低いグループに属する
長音 (R) と促音 (Q) の場合においては，変則的タイプ（補完形，脱落形）の割
合が高い。【表 3-3】において，保持形と補完形の割合の傾向は，【表 3-2】と同
様の傾向を示している。しかしながら，後部要素の第 2 モーラが長音 (R) や促
音 (Q) である場合においては，脱落形の割合が非常に高くなる。 
この現象は，日本語の語末環境に関する制約に起因する。後部要素の第 2 モ
ーラにある長音 (R) と促音 (Q) は，短縮されるといずれも語末という音環境
に置かれることになる。まず，長音が語末に置かれる場合は，短母音との対立
が中和*9される（例：スケート・ボード → スケボー ～ スケボ）。語末環境に
                                                   
*9 Beckman (1998) は，位置的忠実性 (positional faithfulness) について，初頭音節以外の
位置 (Non-initial syllables)，音節の末尾位置  (Syllable codas) などを非優越的位置 
(non-privileged position) と分類し，この位置では音韻的対立が保持されにくいという。
また，Hayes (2009: 165) においても，“neutralizing phonological rules are often condi-
tioned by word edge”（音韻的中和は，語末位置で起こることが多い）と述べられてい
第 3 章 前部要素に長音を含む複合外来語と短縮語形 
42 
おける長音が短母音化しやすいという傾向*10については，窪薗 (2000)，Labrune 
(2002)，薛 (2012) による記述的研究に加え，音声学的な知見（助川・前川・上
原 1999）に基づいた説明が与えられている。このうち Labrune (2002) は，単純
語を基体とする短縮語形の分析において，*H# (“The output must not end in a heavy 
syllable”) (Labrune 2002: 9) という制約を提案し，短縮語形の語末には重音節が
生起しにくいことを指摘している。つまり，語末長音の脱落形の割合が高くな
るのは，短縮語形において語末に重音節が生起することを避けた結果であると
推察される*11。 
次に，促音において，そもそも日本語には語末に促音がくることを禁止する
音素配列的制約 (Itô 1986: 26) がある（例：ポテト・チップス → ポテチ，*ポ
テチッ）。後部要素の第 2 モーラが促音である場合に脱落形となる割合が高い
のは，この制約への抵触を避けるためである。以上のことから，変則的タイプ
の生起を分析する本研究には，前部要素の第 2 モーラに長音を含む語が考察対
象として適していると言える。 
 
 
 
 
                                                   
る。このことから，「スケート・ボード → スケボ」として短縮されやすいのは，長
音が語末環境に置かれることによる中和の結果であると言える。 
*10 語末長音の短母音化については，柴田 (1995) によってもその傾向が言及されてい
る。 
*11 外来語の語末長音については，表記上のゆれ（小椋 2017）が問題となることもある。
しかし，本研究のデータベースにおいて，短縮語として語末長音に表記のゆれがあ
る実例は 5 例（アイス・コーヒー → アイコー ～ アイコ，スケート・ボード → ス
ケボー ～ スケボ，ネット・ゲーム → ネトゲー ～ ネトゲ，バスケット・シュー
ズ → バッシュー ～ バッシュ，マリオ・カート → マリカー ～ マリカ」しか見
られなかった。従って表記のゆれは，今回の分析にほぼ影響していないと判断する。 
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3.4 短縮現象に関する 2 つの原則 
 
ここで，なぜ 1 つの基体に保持形と補完形のような短縮語形のバリエーショ
ンが存在し得るのかという疑問が生じる。この問題を解消するためには，短縮
現象がどのような性格を持つ現象であるか考えておく必要がある。 
短縮現象にかかわる重要な原則としては，次の 2 つが挙げられる。1 つ目の
原則は，出力される語を入力される語より短くすることである。この原則は，
短くすることによる「省エネ」（窪薗 2002: 95）効果を狙ったものである。本研
究における保持形は，この 1 つ目の原則が優先された語形である*12。次に，2 つ
目の原則は，短縮される前の語の意味を復元できる要素を多く残すことである。
短縮現象には，「『元の単語が容易に復元できること』という条件」（窪薗 2002: 
95）が求められる。この原則には，短縮される前の語の意味を復元するために
必要な語形情報を多く残すという動機が働いている。本研究における補完形は，
この 2 つ目の原則が優先された語形である。一見矛盾しているように見えるこ
れらの 2 つの原則は，短縮現象における重要な前提となる。 
那須 (2005) は，「知覚上の手がかりの差」（那須 2005: 18）を取り上げ，保持
形と補完形の特徴を比較している。ここで言う知覚上の手がかりは，分節音が
持つ聞こえ度 (sonority) の差によって生じると考えられている（7）*13。 
 
 
                                                   
*12 ただし，短縮された語形が短ければ短いほど適切な語形であるということを意味す
るわけではない（窪薗 2002, 2010）。なぜなら，1 モーラの長さを持つ語形は，日本
語における韻律最小性 (prosodic minimality) を満たさないためである (Itô 1990)。 
*13（7）は，那須 (2005: 18) の分析に準じたものである。那須 (2005: 18) は，後部要素
の第 2 モーラに長音を含む複合語「ミニ・モーニング（娘）→ *ミニモ （ー保持形），
ミニモニ（補完形）」を分析の対象としているが，ここでは本研究の目的に照らし，
前部要素の第 2 モーラに長音を含む複合外来語を例として示す。 
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（7）   a. 保持形（*パーコン）  b. 補完形（パソコン） 
 聞こえ度 高 
 
 
低 
   
 
 
 
 
聞こえ度とは，分節音が物理的にどの程度まで聞こえるかという概念である。
分節音は，概ね「母音 (Vowel) ＞ 半母音 (Glide) ＞ 流音 (Liquid) ＞ 鼻音 
(Nasal) ＞ 阻害音 (Obstruent) 」の順で聞こえの階層 (sonority hierarchy) をなす
ことが知られている (Selkirk 1984: 112)*14。（7a）保持形（*パーコン）の場合，
長音は先行する母音の音色を維持するため，聞こえ度が平らに続く構造を持つ 
(CVVCVC)。一方で（7b）補完形（例：パソコン）の場合は，第 2 音節に子音が
置かれることで，先行する母音（第 1 音節の母音）との間に聞こえ度の差が生
じる (CVCVCVC)。つまり，保持形より補完形の方が知覚上の手がかりが多く
存在するのである。 
保持形と補完形とでは，それぞれ音節構造も異なっている。（8）は，基体の
前部要素の長さが 2 音節 3 モーラである語*15の音節構造に加え，出力形として
予測される保持形と補完形の音節構造を示したものである。なお，（8）の例示
における大文字 R は長音を意味し，小文字は基体における分節要素を意味す
る。 
 
 
 
                                                   
*14 Selkirk (1984: 112) における聞こえ度の階層は「a > e, o > i, u > j, w > r > l > m, n > s > 
v, z, ð > f, θ > b, d, g > p, t, k」と，より詳細に分類されている。 
*15（8）の例は，第 6 章における実験語から取り出したものである。 
* 
V 
N 
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G 
O 
* * 
* 
* 
* 
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p   a  a   k   o  N 
C   V  C  V  C   V  C 
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（8）  基体 a. 保持形 b. 補完形 
 音節構造 
 
 
例 
 
 
CVR CV CVCVCVCV 
ruRto makaroni 
 
 
CVR    CVCV 
ruR   maka 
 
 
CVCV CVCV 
ruto maka 
 
入力される語（基体）における短縮語形（例：ルート・マカロニ）には，（8a）
保持形（例：ルーマカ）および（8b）補完形（例：ルトマカ）のようなバリエ
ーションがあり得る。（8a）保持形（例：ルーマカ）は，長音を含む基体の第 1
音節 (CVR) のみが短縮語形として出力され，語全体的には「2 モーラ＋2 モー
ラ」からなる二項フット (bimoraic foot) 構造を保つ。また，（8b）補完形（例：
ルトマカ）においても二項フット (bimoraic foot) 構造が満たされており，その
点で（8a）（8b）は共通している。 
ところで，（8a）保持形と（8b）補完形を音節数で比較すると（（8）のうち，
四角で囲んだ部分），（8a）保持形は 1 音節（ルー），（8b）補完形は 2 音節（ル
ト）で異なっている。（8b）補完形（例：ルトマカ）は，基体から 2 音節 (ruto) 
を残す (CVRCV → CVCV) 一方で，（8a）保持形（例：ルーマカ）は，長音を
含む 1 音節 (ruR) のみを残す (CVRCV → CVR)。長音はそれ自身のモーラに
対応する分節を持たないため，（8b）補完形（例：ルトマカ）における分節要素
は（8a）保持形（例：ルーマカ）より 1 つ多いことになる。短縮語形における
上記のような違いは，本節の冒頭で投げかけた疑問，すなわち，短縮語形とし
てなぜ保持形のみならず補完形のような変則的タイプの出力を許容するのかと
いう疑問に対して答えを与える大きなヒントとなる。それは，（8）からうかが
えるように，保持形や補完形のような 2 つの短縮形が存在するのは，それぞれ
異なる動機が優先的に働いていることに起因している。つまり，（8a）保持形は，
残す分節要素を少なくすることによって基体をより短くするという動機が優先
μ 
 
μ 
 
μ 
 
μ 
 
μ 
 
μ 
 
μ 
 
σ σ σ σ σ σ 
μ 
 
μ μ 
 
μ 
 
σ σ σ σ σ σ σ 
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される語形である一方で，（8b）補完形は，基体の分節要素を多く残すことによ
って基体の復元を容易にするという動機が優先される語形である。本研究では，
こうした短縮語形の出力を制御する要因として，音節構造（第 4 章），分節音
（第 5 章），言語使用者の指向（第 6 章）という 3 つを取り上げて分析を行う。 
 
3.5 本章のまとめ 
 
本章では，複合外来語の前部要素に長音を含む語を分析の対象とすることに
ついて論じた。複合外来語の第 2 モーラに長音を含む語が補完形の観察に最も
適していると想定する理由は，次のようにまとめられる。 
第一に，補完形は，安定度の低い特殊モーラ（長音）を前部要素に含む基体
において多く生じるためである。第二に，外来語を考察対象とする理由は，変
則的タイプの観察に適しているからである。漢語の場合は，外来語と同様に長
音が生起する頻度は高いものの，短縮の切れ目が漢字表記（文字）と一致する
ため出力形がほぼ予測通りとなる。従って，漢語は考察対象から除外する。以
上を踏まえ本研究では，とりわけ前部要素の第 2 モーラに長音を含む複合外来
語に焦点を絞って考察していく。
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4.1 はじめに 
 
本章では，従来の研究を踏まえ，基体の音節構造が短縮語形成に与える影響
について考察する。その上で，保持形と補完形という短縮パターンの出力を制
御する要因を，音韻的な観点から考察する。 
第 4 章の構成は，次の通りである。4.2 節では先行研究を検討し，問題を提起
する。次に 4.3 節では，4.2 節で取り上げた問題を解決するために，実在語の分
析を行う。続いて 4.4 節では，語形成実験の内容とその結果を報告し，4.5 節で
は実験結果に対する考察を行う。最後に 4.6 節では，本章の議論をまとめる。 
 
4.2 先行研究 
 
日本語における短縮語形成に関する研究は，理論的な観点から様々な分析が
なされてきた（Itô 1990; 桑本 1998; Labrune 2002; 窪薗・小川 2005; 那須 2005
など）。その中でも桑本 (1998: 167) は，第 2 モーラに特殊モーラを含む複合外
来語の短縮現象を考察対象とし，最適性理論 (Optimality Theory, OT) を用いて
次のような分析を行っている（1）。 
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（1） Summary of the ranking of the constraints in the Japanese compound abbreviation 
*C]word⏀1 Contr ≫ σMAX, σDEP ≫ *vː ≫ SegMAX, SegDEP, μMAX, μDEP 
 
桑本 (1998) は，複合語に由来する短縮語の構造について，基体を構成するそれ
ぞれの語と短縮語の間の音節数  (σMAX, σDEP)，分節音の数  (SegMAX, 
SegDEP)，モーラ数 (μMAX, μDEP) の一致といった制約を挙げて説明している。
特に，長音がかかわる例としては，前部要素がともに「スーパー」である語と
その短縮パターンを例示し（例：スーパー・コンピューター → スパコン，ス
ーパー・ファミコン → スーファミ），複合語からの短縮は語彙的に決まってい
るものではなく，「もとの語の音節数になるべく近づくように形成され」（桑本
1998: 167）る傾向にあると述べられている。 
しかし，桑本 (1998) の分析にはいくつかの課題が残されている。1 つ目は，
制約のランキングを並べ替えることによって実例の短縮語を理論的に説明して
いるものの，その並べ替えを生起させる言語的要因については言及していない
という問題である。2 つ目の課題は，量的分析を通じた検証が必要であるとい
うことである。桑本 (1998) は，短縮語における長音の回避が，元の語に近い形
を好む結果であることを主張しているが，この主張に妥当性を持たせるために
は，量的分析を通じた検証が必要となる。 
特殊モーラを含む複合外来語の短縮現象を扱っているもう 1 つの先行研究と
しては，那須 (2005) が挙げられる。那須 (2005) は，前部要素および後部要素
に長音を含む複合外来語の短縮過程で現れる非対称性を指摘しながら，（2）の
例を挙げている。  
 
（2） ミニ・モーニング（娘） →  ミニモニ（*ミニモー，*ミニモ） 
 
那須 (2005) は，2 モーラフットの構造を持つ（2）の実例から，その短縮語形
として「*ミニモ（ー）」が出力されない理由を 2 つ挙げている。1 つ目の理由
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は，「2 モーラ＋2 モーラ」の形を指向する日本語の韻律構造 (Itô 1990; Poser 
1990) から，「F＋L」（*ミニモ）より二項フット (bimoraic foot) の安定したパタ
ーンが出力されやすいためである。2 つ目の理由は，「CVCVCVV」のように母
音が続くことで知覚印象が弱い「*ミニモー」に比べ，「CVCVCVCV」のように
音色の変化が目立つ「ミニモニ」は知覚印象が強いためである。 
これらの先行研究は，主に実例に基づいて複合外来語の短縮現象を理論的に
考察している。しかし，考察対象とする例が数少なく，かつ，それぞれの特殊
モーラがかかわっている語の短縮パターンを比較するにとどまっており，その
個別的な音韻特性を考慮した分析は行っていない。これらの問題を解消するた
めには，複合語由来の短縮語データベースにおける実在語の分析に加え，音韻
条件をコントロールした語形成実験を行う必要がある。 
 
4.3 複合語由来の短縮語データベースとその分析 
 
複合語由来の短縮語データベースのうち，各短縮パターンにあたる語を数え
た結果は，【表 4-1】のようにまとめられる。 
 
【表 4-1】実在語で現れる短縮パターン 
 短縮語形    割合  
 保持形 78 (63.4%)  
 補完形 42 (34.2%)  
 脱落形 3 (02.4%)  
 合計 123 (100.0%)  
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【表 4-1】の分布からうかがえるのは，短縮語形として保持形が主要な地位を占
めていることである。脱落形の 3 語*1 を含めると，前部要素の第 2 モーラに長
音を含む語の延べ語数は，全 123 語となる。【表 4-2】は，【表 4-1】の結果を受
け，音節数，モーラ数，音節構造による短縮語形の分布を示したものである。
また，【表 4-2】にある括弧の中は前部要素の異なり語数を，音節構造の「H」は
重音節 (heavy syllable)，「L」は軽音節 (light syllable)，「Hʼ」は超重音節 (super-
heavy syllable) を意味する。なお，本節では，脱落形を考察対象としないため，
【表 4-2】の延べ語数の合計は 120 である。 
 
【表 4-2】前部要素の音節数，モーラ数，音節構造による分類 
   音節構造 保持形 補完形  
 1σ 2μ H 37 (10) -  
  3μ H’ - 6 (5)  
 2σ 3μ HL 25 (24) 16 (10)  
  4μ HH 8  10 (6)  
  4μ H’L 2 (1) -  
 3σ 4μ HLL 2 (1) 4(  
  5μ HHL 4 (3) 1(  
 4σ 5μ HLLL - 3 (2)  
 5σ 6μ HLLLL - 2 (1)  
  
                                                   
*1 具体的には，「ゲーム・ボーイ → ゲボ，テープ・レコーダー → テレコ，メール・
アドレス → メアド」の 3 例である。 
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【表 4-2】の分類結果から，前部要素が 2 音節語*2である場合は保持形として短
縮されやすく，3 音節以上の場合は補完形として短縮されやすい傾向が見て取
れる。【表 4-2】における異なり語数に目を向けると，2 音節語における保持形
は 33 語であるのに対して，補完形は 16 語にとどまっている。一方で，3 音節
以上の長さを持つ語においては保持形が 4 語であるのに対して，補完形は 8 語
まで増える。すなわち，前部要素の音節数やモーラ数が短いと保持形として短
縮されやすく，長いと補完形として短縮されやすい*3 傾向が（実例数は少ない
ながら）確認できる。このことから，短縮語形の分布と基体の長さは相関して
いると言える。 
しかしながら，【表 4-2】のデータの中には，一定のパターンとして短縮され
やすい実例も含まれている。たとえば，前部要素に「メール」を含む，次の一
連の短縮語がその好例である（3）。 
 
（3） メール・ボックス  →   メルボ 
メール・マガジン    →    メルマガ 
メール・アドレス    →    メルアド 
 
複合語由来の短縮語データベースの中で，前部要素が「メール」である語は全
7 語であり，韻律構造から見て「軽音節＋フット」(LF) の有標構造を持つ「メ
アド」の 1 例を除くと，どの短縮語でも「メル○○」の補完形が定着している。
                                                   
*2 前部要素が 1音節 2モーラ語の場合において保持形が多く現れているのは，理屈上，
補完形が形成されないことに起因する。たとえば，「カ ・ーナビゲーション」の場合，
前部要素は，長音の後ろに自立モーラがないため補完形を形成することができない。 
*3 具体例は次の通りである。 
4σ 5μ (HLLL)：「パーソナル・コミュニケーション → パソコミ，パーソナル・コン
ピューター → パソコン，リージョナル・コンサルテーション → レジコン」 
5σ 6μ (HLLLL)：「オーケストラ・コンチェルト → オケコン，オーケストラ・ピット 
→ オケピ」 
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すなわち，前部要素が「メール」である語は「メル」で略されやすく，「メー」
や「メ」として現れる実例はほとんど見られないということである。 
以上のように，複合語由来の短縮語データベースの中には，前部要素が一定
のパターンとして短縮されやすい例も含まれていることから，データに偏りが
生じやすい。従って，実在語の分析だけでは，短縮パターンの選択に影響する
言語的要因を説明することは難しい。この問題を解消するためには，音韻条件
をコントロールした語形成実験を行う必要がある。 
 
4.4 語形成実験 
 
4.4.1 方法 
 
実験に際しては，複合語を構成するそれぞれの構成素（前部要素，後部要素）
は意味を持つが，それらの組み合わせによって意味を持たなくなる複合語を使
用した。たとえば，次のような組み合わせである。 
 
（4） ムード (mood)・コンサート (concert) 
 
また，既に存在する短縮語による影響を避けるために，4.3 節で扱った実在語
の構成素は使用しないよう配慮した。実験語は，可能な限り実在語の音節数，
モーラ数，音節構造に沿って作成した。ただし，「1 音節 2 モーラ」および「超
重音節」は，本研究の考察対象としないので除外した。その理由は，前部要素
が「1 音節 2 モーラ」の語（例：カー・ナビゲーション → カーナビ）は補完形
が形成できず，常に保持形として短縮されるからである。また，「超重音節」の
場合は長音だけではなく，その音節を構成するもう 1 つの特殊モーラとの関係
なども考慮する必要があるためである。 
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実験語の選択にあたっては，前部要素の①音節数，②モーラ数，③補完形の
形態素境界部に同一子音が連続しない音配列の 3 つの音韻条件を設けた*4。【表
4-3】は，語形成実験に用いた実験語のうちの 1 例である。なお，N1 は前部要
素，N2 は後部要素を意味する。 
 
【表 4-3】語形成実験で設けた 3 つの音韻条件 
  N1・N2 保持形 補完形 
例 ムード・コンサート ムーコン ムドコン 
音韻条件 ①2σ ②3μ  ③形態素境界部に同一子音の連続無し（dと k） 
 
たとえば，複合語の前部要素である「ムード」は，「2 音節 3 モーラ」のカテゴ
リーに該当する。また，「ムード・コンサート」という実験語の短縮パターンと
して補完形（例：ムドコン）を設定する場合，複合される形態素境界部（ムド
コン）に同一子音が続かないようにコントロールした（この場合は d と k）。 
実験語は，本章の 4.3 節に示した実在語の分析結果に沿って，前部要素の音
節数とモーラ数別に分類した 9 個のカテゴリーのそれぞれに 3 語ずつ，計 27 語
を用意した。【表 4-4】は，語形成実験に用いた実験語である。 
 
 
 
    
                                                   
*4 第 4 章の実験では，語形のアクセント型が短縮語の選択に影響しないと仮定する。
また，後部要素の長さは，4 モーラ以上となるようにし，提示語は後部要素から必ず
2 モーラを切り取る語形を設けた。また，後部要素の第 2 モーラが特殊モーラであ
る場合は，安定度が最も高い特殊モーラ（撥音）が置かれるように設定した。加え
て，保持形の形態素境界部における母音連続を避ける（例：ムード・オペレーター 
→ ムーオペ）ために，語頭は必ず子音で始まるようにした。 
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【表 4-4】実験語リスト 
音韻構造  前部要素  後部要素  保持形  補完形 
2.3 (HL)  ムード  コンサート  ムーコン  ムドコン 
   ロープ  コンサート  ローコン  ロプコン 
   ダーク  フラペチーノ  ダーフラ  ダクフラ 
2.4 (HH)  クーロン  コンサート  クーコン  クロコン 
   アーバン  コンサート  アーコン  アバコン 
   サーモン  ストリート  サースト  サモスト 
3.4 (HLL)  ボーナス  ストリート  ボースト  ボナスト 
   ハーレム  ストリート  ハースト  ハレスト 
   オールド  コンサート  オーコン  オルコン 
3.5 (HLH)  サーロイン  ストリート  サースト  サロスト 
   クーデター  ストリート  クースト  クデスト 
   パートナー  ランキング  パーラン  パトラン 
3.5 (HHL)  アーケード  ストリート  アースト  アケスト 
   コーデック  ストリート  コースト  コデスト 
   ガーリック  コンソメ  ガーコン  ガリコン 
3.6 (HHH)  アーカイバー  ストリート  アースト  アカスト 
   シーケンサー  ストリート  シースト  シケスト 
   カーネーション  プロジェクト  カープロ  カネプロ 
4.5 (HLLL)  ユーラシア  テレビジョン  ユーテレ  ユラテレ 
   ターミナル  テレビジョン  ターテレ  タミテレ 
   オードブル  コレクション  オーコレ  オドコレ 
4.6 (HLLH)  オーソリティー  トレンド  オートレ  オソトレ 
   パーセプション  トレンド  パートレ  パセトレ 
   ケーブルカー  コントロール  ケーコン  ケブコン 
4.7 (HLHH)  アールヌーボー  テレビジョン  アーテレ  アルテレ 
   ローカライザー  テレビジョン  ローテレ  ロカテレ 
   オールマイティー  トレーナー  オートレ  オルトレ 
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実験は，Praat で実施した。実験協力者には，「前部要素・後部要素」形式の無
意味語をランダムに並べて提示し，パソコンのモニターに提示された 2 つの形
式（左側に保持形，右側に補完形）の中から，より自然に感じる語形を 1 つ選
んでもらった。実験協力者は日本語を母語とする話者 72 人であり，10 代から
30 代がその対象となっている。年齢と人数の関係は，18–22 歳が 33 人，23–27
歳が 26 人，28–31 歳が 10 人，34–38 歳が 3 人である。 
 
4.4.2 結果 
 
【図 4-1】は，前部要素の第 2 モーラに長音を含む 2 音節 3 モーラ語から 4 音
節 7 モーラ語までの 9 個のカテゴリーに対する，保持形と補完形の回答数を表
している*5。縦軸は各カテゴリー別の回答数を，横軸は音節構造（数字は「音節
数．モーラ数」の順。H は heavy syllable（重音節），L は light syllable（軽音節））
を表し，また，黒棒は保持形の回答数を，白棒は補完形の回答数を表す。実験
協力者 72 人がそれぞれのカテゴリーごとに 3 問ずつ答えたため，回答数は各々
のカテゴリーで合計 216 ずつとなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
*5【図 4-1】における補助線は，単に音節数による境界を示すものであり，短縮パター
ンの違いを区別しているものではない。 
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【図 4-1】語形成実験の結果（文 2016b: 47） 
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本章の語形成実験から明らかになったことは，大きく 3 つにまとめられる。 
1 つ目は，全体的な傾向として，保持形を選択した回答数が多い（保持形の
回答数 1072，補完形の回答数 872）ことである。 
2 つ目は，初頭 2 音節の音節構造によって，選択されやすい短縮パターンが
異なることである。たとえば，前部要素の初頭 2 音節が HL から始まる場合は
保持形として短縮されやすく，HH から始まる場合は補完形として短縮されや
すい傾向が捉えられる。初頭 2 音節の音節構造の違いによって，短縮パターン
の現れ方が最もはっきりと異なるのは，前部要素が 2 音節語である場合である。
【図 4-1】の実験結果からうかがえるように，2 音節 3 モーラ語 (HL) において
は，前部要素の長音が保持されやすい（保持形の回答数 / 合計＝141 / 216）。一
方で，2 音節 4 モーラ語 (HH) においては，前部要素にある長音は保持されに
くく，補完形の回答数が高くなる傾向が見られる（補完形の回答数 / 合計＝131 
/ 216）。前部要素の第 2 音節の音節量と短縮パターンとの関係を調べるために
行ったカイ二乗検定の結果からも，これらの差は統計的に有意であるというこ
とが明らかになった (χ2(1) = 28.07, p < .01)。 
初頭 2音節によるこのような傾向は，3音節語においても同様に観察される。
実際に，HL で始まる 3 音節語 (HLL, HLH) において統計的な有意差は認めら
れなかった (χ2(1) = 0.15, n.s.) が，保持形を自然と判断した回答が多かった
（HLL: 保持形の回答数 / 合計＝111 / 216，HLH: 保持形の回答数 / 合計＝116 
/ 216）。これに対して，前部要素の初頭 2 音節が HH で始まる 3 音節語の場合に
おいては，補完形を自然と判断した回答が多く得られている（HHL: 補完形の
回答数 / 合計＝134 / 216，HHH: 補完形の回答数 / 合計＝110 / 216）。この事実
を踏まえると，なぜ前部要素における初頭 2 音節の音節構造（HL か HH か）に
よって，選択されやすい短縮パターンが異なるのかという疑問が生じるが，こ
の点については次の節で考察する。 
語形成実験の結果から分かる 3 つ目の特徴は，前部要素が長いと補完形が選
ばれやすい傾向にあるという点である。このような結果は，2 音節語と 3 音節
第 4 章 複合外来語由来の短縮語に影響する音節構造 
57 
語における短縮パターンを比較すると明らかになる。たとえば，前部要素の長
さが 2 音節 3 モーラ (HL) である場合，補完形を自然と判断した回答数は 75 に
とどまっている。一方で，3 音節 4 モーラ語 (HLL) のように前部要素が長くな
ると，補完形を自然と判断した回答数は 105 まで増える。このことからうかが
えるのは，基体の長さが長いと補完形が選ばれやすい傾向にあるということで
ある。前部要素が 4 音節語である場合に関しては，後に考察を加える。 
 
4.5 考察 
 
4.5.1 保持形の指向性に影響する要因 
 
短縮現象を制御する根幹には，相反する 2 つの原則がある。1 つ目は，入力
される語を短くするということであり，2 つ目は基体を復元する手がかりを残
すことである。本実験の結果において保持形における回答数がより多かったの
は（保持形の回答数 1072，補完形の回答数 872），2 つ目の原則より 1 つ目の原
則が優先された結果であることにほかならない。 
このような結果が得られた要因の 1 つとして，本実験に参加した実験協力者
の属性による影響が考えられる。本実験に参加した協力者（72 人）は，主に 20
代の大学生が対象となっている。文 (2017) による実験結果（【図 4-2】）から， 
30 代以下の年齢層は 40 代以上の年齢層に比べ，保持形を選好する傾向が見て
取れる*6。【図 4-2】におけるグラフの黒棒は 4 モーラ保持形（例：ムード・コン
                                                   
*6 本論文の第 6 章では，文 (2017) に基づいた議論を行う。なお，文 (2017) における
語形成実験では，選択肢として 4 モーラ保持形と 4 モーラ補完形，ならびに 3 モー
ラ補完形と 3 モーラ脱落形を設けている。ここでは，そのうち 4 モーラ短縮形にお
ける結果のみを取り上げているため，【図 4-2】の各年齢層における回答率の合計は
100%とならない。 
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サート → ムーコン）の回答率を，白棒は 4 モーラ補完形（例：オールド・コ
ンサート → オルコン）の回答率を表す。 
【図 4-2】の結果から，20 代は 4 モーラ保持形を選好する一方で，年齢層が高
くなればなるほど 4 モーラ補完形を選好する傾向が見受けられる。以上のよう
な傾向は，本章における実験結果にも反映されていると推察される。つまり，
本章の実験において，基体の音節構造に関係なく保持形が無標として現れてい
ることには，10 代から 30 代を調査対象としたことが影響した可能性がある。
このことに関連し，短縮語の形成方略に観察される世代差に関する議論は，本
論文の第 6 章に譲る。 
 
4.5.2 前部要素の初頭 2 音節による影響 
 
【図 4-1】の語形成実験から得られた結果のうち，前部要素における初頭 2 音
節の音節構造が短縮語形の出力に影響していることが見受けられる。（5）は，
前部要素が 2 音節語である場合を例として，初頭 2 音節がそれぞれ HL，HH か
ら始まる場合における基体の音節構造と短縮語形（保持形，補完形）の音節構
造を示したものである。なお，（5）における大文字 R，N は長音と撥音をそれ
ぞれ意味し，小文字は基体における分節要素を意味する。 
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【図 4-2】短縮パターンにおける世代別の回答率（文 2017: 27，図 2 を改変） 
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（5）  a. HL（ムード）  b. HH（クーロン） 
基体 （2 音節語） ムード (muRdo) クーロン (kuRroN) 
保持形 (C1V1R) ムー (muR) クー (kuR) 
補完形 (C1V1C2V2) ムド (mudo) クロ (kuro) 
 
まず，（5a）保持形は，長音を含む第 1 音節 (C1V1R) のみが短縮語形に残され
る一方で（例：ムード → ムー），（5b）補完形は，前部要素における初頭 2 音
節を構成する全ての分節要素 (C1V1C2V2) が残されることになる（例：クーロ
ン → クロ）。 
仮に，（5a）のように初頭 2 音節の音節構造が HL から始まる語（ムード）が
補完形となると，C1V1C2V2 として出力 (muRdo → mudo) される。この変化を
聞こえ度（分節音が物理的にどの程度まで聞こえるかという概念）という観点
から分析したものが（6）である。 
 
（6） 基体 (HL) a. 補完形   b. 保持形 
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（6）は，前部要素「ムード」ならびにそれに対する補完形の聞こえ度を示した
ものである。各形状に示されている数字は，各語形における音節核 (syllable nu-
cleus) の数，つまり音節数を意味する。一般に分節音は，「a > e, o > i, u > j, w > 
r > l > m, n > s > v, z, ð > f, θ > b, d, g > p, t, k」の順で聞こえ度の階層を成す 
(Selkirk 1984: 112) とされる。しかしながら，日本語の特殊モーラのうち長音お
よび促音は，それ自身のモーラに対応する分節を持たないため，「聞こえ度とい
う尺度で定義された『音節』を単独で」（窪薗 1998: 7）形成することができな
い。本研究の考察対象である長音の場合は，先行する母音に付属して音節を形
成するという特徴を有する。 
以上を踏まえ再び（6）に戻ると，長音を第 1 音節に含む語「ムード」(HL) の
場合は，2 つの頂点，つまり 2 つの音節を持つことになる。一方で（6a）補完形
「ムド」の場合，分節要素を持たない長音は短縮語形に反映されないものの，
分節要素 (C1V1C2V2) はそのまま残される。従って，分節要素の観点から見る
と，（6a）補完形は短縮が起きたとは言えない。なぜなら，長音はそれ自身のモ
ーラに対応する分節を持たないため分節要素として扱われず，その結果，前部
要素の音節構造が HL である語（例：ムード）が補完形（ムド）にされた場合，
短縮される前と後では分節要素の数は変わらないからである。それに比べて（6b）
保持形の場合は，分節を持たない長音を短縮語形に含んだまま出力されるため，
短縮される前の語「ムード」の音節数に比べると 1 つ少ないことになる。今回
の実験において HL 構造を持つ語が保持形として短縮されやすかったのは，そ
もそも HL 構造を持つ語における分節要素の数が少ないため，音節数を減少さ
せる動機が優先的に働いた結果であると推察される。 
一方で（5b）「クーロン」(HH) の場合は，第 2 音節の重音節内にそれ自身の
モーラに対応する分節を持つ撥音が含まれているため，補完形 (C1V1C2V2) に
短縮されても，基体の分節要素を全て切り取ったことにはならない。【図 4-1】
に示されているように，2 音節 4 モーラ語 (HH)（例：クーロン）は，補完形と
して短縮されやすいという結果が得られている（補完形の回答数 / 合計＝131 / 
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216）。短縮現象には「『元の単語が容易に復元できること』という条件」（窪薗
2002: 95）が求められるが，この条件を満たすためには，短縮される前の語形の
復元に必要な情報（分節要素）を多く残す必要がある。（5b）において補完形を
自然と判断した回答が多かったのは，基体の復元を指向するという動機が優先
的に働いた結果であると考えられる。 
以上の結果は，保持形と補完形の選択には，音節数および分節要素の数の増
減が非常に重要な役割を担っていることを示唆する。さらに，このような傾向
（HL は保持形として，HH は補完形として短縮されやすい）は，本章の 4.4 節
の結果でも見た通り，前部要素が 3 音節語である場合においても同様に観察さ
れる。このことから，前部要素の初頭 2 音節の音節構造は，短縮語形を決める
要因の 1 つであることが示される。 
【図 4-1】における回答数の内訳を見ると，前部要素の初頭 2 音節による影響
は，3 音節語の場合に比べて 2 音節語の場合に，より顕著に現れていることが
見受けられる。ここでは，前部要素から切り取られる音節がどのような音環境
に置かれるかに注目する必要がある。3 音節語における 2 番目の重音節は語中
環境に置かれる一方で，2 音節語における 2 番目の重音節は語末環境に置かれ
ることになる。本論文の第 3 章でも述べた通り，語末環境に置かれる長音は短
母音と中和しやすい傾向にある（助川・前川・上原 1999，窪薗 2000，Labrune 
2002，薛 2012）。従って，2 音節語における 2 番目の重音節 (HH) が長音からな
る場合（例：サーバー），この長音は語末位置に現れることになるため，短母音
と中和しやすい（サーバ）ことになる。このことから，2 音節語における 2 番
目の重音節 (HH) が長音からなる場合は，語末長音の中和によって疑似的に軽
音節 (HL) として振る舞う可能性が十分にある。さらに，促音においては，語
末において出現することが禁止されている (Itô 1986) ということが知られてい
る。一方で，3 音節語においては，こうした語末環境における特殊モーラの振
る舞いの違いが生じない。なぜなら，3 音節語は HH の後ろにもう 1 つの音節
を有するため，2 番目の重音節は語中に置かれることになるからである（HHX，
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X は任意の音節）。語中に置かれる長音および促音は，音配列制約や中和によっ
て削除されることがない。このことから 3 音節語においては特殊モーラの出現
位置による影響が働かず，長音および促音を含む音節が重音節としての特徴を
保つことができると言える。まとめると，2 音節語の場合には特殊モーラを含
む重音節が語末に置かれるため，特殊モーラの安定度が短縮語形成に与える影
響が，3 音節語の場合によりはっきり示されたと言える。 
以上を踏まえると，2 音節 4 モーラ語において，2 番目の重音節 (HH) を構
成する特殊モーラの種類，ならびにその音韻的性質が重要となることが分かる。
日本語においては，自立モーラのみからなる音節は軽音節 ((C)V) であり，自立
モーラの後ろに1つの特殊モーラが続くことで形成される音節は重音節（(C)VX，
X は特殊モーラ）である。このうち重音節は，後続する特殊モーラ (CVN, CVJ, 
CVR, CVQ) によってその種類が異なる。重音節を含む語が短縮される場合は，
その重音節を構成する特殊モーラの音韻的特徴が短縮現象に影響する。本論文
の第 3 章でも述べた通り，音節内に対応する分節を持つ特殊モーラ（撥音・二
重母音）は安定度*7 が高く，音節内に対応する分節を持たない特殊モーラ（長
音・促音）は安定度が低い。今回の実験では，安定度の高い撥音からなる重音
節（例：クーロン，アーバン，サーモン）のみ用いている。撥音は，それ自身
のモーラに対応する分節を持つため，音節内での「存在感」（那須 2009: 59）が
強いとされる。また，それ自身の分節を持たない長音に見られる語末中和のよ
うな音韻的制約に拘束されないことから，撥音は語末環境に置かれても重音節 
(HH) としての性質を保つことができる。今回の実験において，とりわけ 2 音節
語における短縮パターンの回答数に明確な差が示されたのは，2 音節語におけ
                                                   
*7 母音性を持つ特殊モーラ（二重母音・長音）に近い振る舞いをするという撥音の音
韻特徴は，アクセント形成と深く関係しているという報告がされている。那須 (2009: 
66) は，LHL 構造の重音節が「N > J > R > Q」の順で平板型アクセントの出現率が高
く観察され，かつこの順序は特殊モーラの安定度の順と完全に一致していることを
指摘している。 
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る 2 番目の重音節 (HH) が安定度の高い撥音から形成されるためであると言え
る*8。つまり，2 音節 4 モーラ語において，2 番目の重音節 (HH) は音節内に対
応する分節を持つ撥音であったため，2 音節 3 モーラ語 (HL) である場合に比
べ補完形を自然と判断した回答が多く得られたと解することができる。 
 
4.5.3 前部要素の長さによる影響 
 
語形成実験の結果から分かる 3 つ目の特徴は，前部要素の長さが短縮語形の
出力に影響していることである。本章 4.4 節の実験結果（【図 4-1】）を見ると，
前部要素の長さが「ムード」のように 2 音節である場合，補完形を自然と判断
した回答数は，34.7% (75 / 216) にとどまっている一方で，前部要素の長さが「ボ
ーナス」のように 3 音節と長い場合，補完形を自然と判断した回答数は，48.6% 
(105 / 216) と多くなっている。言い換えると，HL 構造を持つ 2 音節語におけ
る保持形と補完形の回答数の差はやや大きい（保持形：補完形＝141：75）が，
HLL 構造を持つ 3 音節語においてその差はかなり縮まっている（保持形：補完
形＝111：105）。 
前部要素が 2 音節語から 3 音節語となることは，基体が持つ分節要素が増加
することを意味する。仮に，2 音節語 (muRdo) が補完形として短縮されてしま
うと，基体における分節要素を必然的に全部残すことになるため (muRdo → 
mudo)，分節要素の観点から考えると，短縮されたと言えない。しかし，前部要
                                                   
*8 今回の実験には用いてないが，撥音以外の特殊モーラからなる重音節も想定できる。
まず，2 音節語における重音節 (HH) が長音からなる場合は，語末環境に現れるこ
とによって短母音と中和 (HL) される可能性がある。それに比べて 2 音節語におけ
る重音節 (HH) が二重母音からなる場合は，今回の実験結果と類似する結果が得ら
れると予測される。なぜなら，二重母音も撥音の場合と同じく，音節内に対応する
分節を持つ特殊モーラであるためである。なお，2 音節語における重音節 (HH) が
促音からなる場合は存在しない。なぜなら，日本語の音配列制約によって，促音は
語末位置には現れないからである。 
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素が 3 音節語 (boRnasu) である場合には，初頭 2 音節の後ろにもう 1 つの音節
「su」が存在するため，補完形として短縮されても，基体の分節要素を全部残
すことにはならない (boRnasu → bona)。そのため，前部要素が 2 音節語である
場合は，保持形を補完形より自然と判断した回答が多かった一方で，前部要素
が 3 音節語である場合においては，補完形の出力を許容することにより，保持
形と補完形の回答数の差が縮むようになったと解することができる。 
上記の分析に関連し，次は前部要素が 4 音節語である場合の短縮語形につい
て検討する。前部要素が 2 音節語と 3 音節語である場合においては，前部要素
が長い方が，補完形を保持形より自然と判断した回答が多かった（HL の補完形
の割合：34.7% (75 / 216)，HLL の補完形の割合：48.6% (105 / 216)）。保持形と
補完形の回答数の差から見ると，2 音節語と比較して，3 音節語における保持形
と補完形の回答数の差は縮まっていた（HL における保持形：補完形の回答数＝
141：75，HLL における保持形：補完形の回答数＝111：105）。このことから，
4 音節語においては，3 音節語に比べ補完形を自然と判断した回答がさらに増
える結果が期待される。なぜなら，音節数が増えると基体が持つ分節要素（分
節数）が増加するため，補完形として短縮されても基体の分節要素を全部残す
ことにはならないからである。たとえば，4 音節語「ターミナル」が補完形「タ
ミ」に短縮されても「ナル」が残り，基体における分節を全部切り取ったこと
にはならない。 
しかしながら，4 音節語における実験結果を見ると，むしろ補完形の回答数
が減るという結果が得られている。たとえば，【図 4-1】に示されているように，
HLLL（4 音節語）の場合，補完形の割合が全体の 28.2%（補完形の回答数 / 合
計＝61 / 216）にしかならない。この点に関し，なぜ 4 音節語においては補完形
の回答数が 3 音節語より減る結果となったのかという疑問が生じる。また，本
章 4.4 節で行った実験では，初頭 2 音節が HH で始まる 4 音節語については調
査項目に入っていないため，現段階では 4 音節語における議論を進めることが
難しい。これに関連する詳しい考察については，今後の課題とする。 
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4.6 本章のまとめ 
 
本章では，長音を含む複合外来語由来の短縮語形成について，主に音節構造
の側面から議論を行った。 
本章の語形成実験を通して明らかになったことは，以下の 3 点である。1 つ
目は，音節構造の違いを問わず全体として保持形が指向されやすいということ
である。2 つ目は，前部要素が 2 音節である語および 3 音節である語において
は，初頭 2 音節の音節構造が短縮語形の出力に影響することである。これは，
初頭 2 音節が HL で始まると保持形として短縮されやすく，HH で始まると補
完形として短縮されやすいという結果から導かれる。3 つ目は，前部要素の長
さが短い（2 音節語）と保持形として短縮されやすい一方で，長い（3 音節語）
と補完形として短縮されやすいということである。 
今回の実験から，2 音節語 (HL) と 3 音節語 (HLL) の比較を通じて音節数が
長いほど補完形が起こりやすいという結論が導かれた。一方で，さらに音節数
が長い 4 音節語 (HLLL) においては，この結論が支持されてない。この問題に
ついては，今後の課題としたい。 
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5.1 はじめに 
 
補完形の出力を阻止する要因の 1 つに，同音連続による影響が考えられる。
本章では，この現象を OCP 制約による違反と見なし，同音連続という要因が短
縮現象にどう影響するかということについて，実験により明らかにする。 
本章の構成は，次の通りである。5.2 節では，日本語の音韻現象を対象として
OCP 制約を扱った先行研究を紹介する。5.3 節では，複合語に由来する短縮語
の形成過程を挙げ，その語形成過程の一部が OCP 制約により説明可能であるこ
とを主張する。5.4 節と 5.5 節では，同音連続が生じることによって OCP 制約
に違反する場合における，短縮語形に対する選択選好性について考察する。ま
た，同一の子音が連続するよりも，同一の子音と母音が連続する語形の出力が
避けられやすいこと，子音素性のうち違反が許されやすい制約とそうでない制
約が存在することについて論じる。最後に，短縮語形成は，OCP 制約が形態素
内部のみならず形態素境界部でも働くことを裏付ける現象の 1 つであることを
指摘する。 
 
5.2 先行研究 
 
OCP (Obligatory Contour Principle) とは，同一あるいは類似した言語特徴が並
んで出現することを回避する現象である (Leben 1973; Goldsmith 1976; McCarthy 
1986)。元来，OCP は声調言語におけるトーン (tone) の異化現象を説明する理
第 5 章 複合外来語由来の短縮語形成と OCP 制約 
第 5 章 複合外来語由来の短縮語形成と OCP 制約 
67 
論 (Leben 1973; Goldsmith 1976) であったが，McCarthy (1986) により重子音阻
止のような分節素性の異化現象まで論議されるようになった。近年は，外来語
における重子音の無声化の誘発 (Nishimura 2006; Kawahara 2011)，OCP 制約に
よるトーンの変化 (Itô and Mester 1998) など，OCP 制約が観察される日本語の
音韻現象も多くの注目を浴びている。以下では，OCP 制約による連濁適用の阻
止 (Kawahara and Sano 2016) および語形成過程に見られる OCP 制約の影響 
(Kumagai and Kawahara 2018) について概観する。 
まず，OCP 制約が連濁を阻止する現象について見てみる。連濁とは，2 つの
語が複合語を形成する場合に，後部要素の語頭無声阻害音が有声化する形態音
韻現象（Vance 1980; Itô and Mester 1986; Vance 1987; Suzuki 1998; 窪薗 1999a; 
Labrune 2012; Vance and Irwin 2016 など）である。この現象には，複合語の後部
要素に既に有声阻害音が存在する場合は，連濁が起こらないという顕著な振る
舞いがあることが知られている。これを，ライマンの法則という。なお，本研
究では，ライマンの法則を OCP (-son, +voi) 制約（有声阻害音が単一形態素あ
るいは複合語の後部要素において共起することを禁止する制約）(Itô and Mester 
2003) と想定する（1）。 
 
（1） a. おり /ori/ + かみ /kami/ → おりがみ /origami/ 
 b. あい /ai/ + かぎ /kagi/ → あいかぎ /aikagi/ 
*あいがぎ /aigagi/ 
 
（1a）の後部要素である「かみ」は，第 2 音節の onset（頭子音）が共鳴音 /m/ 
であり，これに対応する有声阻害音を持たないため連濁が起こり得る。一方，
（1b）の後部要素である「かぎ」は，第 2 音節に有声阻害音 /g/ を含んでいる
ため連濁が起こらない。すなわち，（1b）において OCP (-son, +voi) 制約が働く
のは，onset に位置する有声阻害音（［-son, +voi］を持つ子音）が連続するため
である（*あいがぎ /aigagi/ ）。（1b）の環境における連濁の阻止は，日本語にお
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ける OCP制約の 1つとして従来研究されてきた（Itô and Mester 1986; Vance 1987; 
Kubozono 2005; Kawahara 2012; Kawahara and Sano 2014a,b; Kawahara and Sano 
2016 など）。 
本章の 5.4 節では，既存のデータだけでは説明が不十分な点を明らかにする
ために語形成実験を行うが，OCP 制約の働きについて実験を通して検証した先
行研究がある。ここでは，Kawahara and Sano (2016) および Kumagai and Kawahara 
(2018) について概観する。これらの研究は，OCP 制約を回避する働きにより，
連濁が阻止されたり引き起こされたりする音韻条件について，実験を通して検
証している。（2）は，Kawahara and Sano (2016) の無意味語実験で用いられた実
験語を示したものである。 
 
（2） 連濁率が低い  連濁率が高い 
 a. /iga/ + /kaniro/  b. /iga/ + /keniro/ 
 
Kawahara and Sano (2016) は，（2）に示した 2つの単語（たとえば，/iga/ と /kaniro/）
が複合語となる際における連濁の生起率を調べている。実験は，複合語におけ
る形態素境界部の音韻条件がコントロールされた上で検証された。たとえば，
（2a）は，連濁が起こることによって，形態素境界部に同一の子音と母音の連
続が生じる例（例：/iga/ + /kaniro/ → /igaganiro/）であり，（2b）は連濁が起こ
ることによって，形態素境界部に同一子音の連続が生じる例（例：/iga/ + /keniro/ 
→ /igageniro/）である。実験参加者には，（2）に示した無意味語とそれぞれの語
形に対する複合語形（連濁する語形と連濁しない語形）を提示し，最も自然に
感じる語形を選ばせた。 
実験の結果，（2a）「/iga/ + /kaniro/」は連濁率が低い一方で，（2b）「/iga/ + /keniro/」
は連濁率が高かった。なぜなら，（2a）においては，複合語における形態素境界
部に同一の CV（子音と母音）が連続する（/iga/ + /kaniro/ → /igaganiro/）一方
で，（2b）においては，同一の子音のみが連続する（/iga/ + /keniro/ → /igageniro/）
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ためである。この実験結果から，同一の CV が連続する（すなわち，同一モー
ラの繰り返しという OCP 制約）語形の出力は，同一子音のみの連続に比べ避け
られやすいことが示唆される。 
OCP 制約は，他に語形成過程においても観察される。Kumagai and Kawahara 
(2018) は，グループ名の形成過程に OCP 制約が働くことを，実験を通して検証
したものである。この研究は，「まな」と「かな」という 2 人からなるグループ
の名前が「まなかな」となる一方で，なぜ「かなまな」とはなりにくいのかと
いう疑問を出発点としている。Kumagai and Kawahara (2018) によれば，「かなま
な」が出力形として避けられる理由について，鼻音が語頭に置かれる音節が，
3 つも連続する語形を避けるためであると述べられている (kana-mana)。（3）は，
Kumagai and Kawahara (2018) の語形成実験で用いられた実験語を示したもので
あり，各例は形態素境界部における音連続が異なっている*1。 
 
（3） 形態素境界部の連続 a. N-M b. N-N c. CV-CV 
 例 hana-moka hana-niko hana-natu 
 
（3a）「hana-moka」は，種類の異なる鼻音が連鎖する (N-M) 例であり，（3b）
「hana-niko」は鼻音性を持つ同一子音が連続する (N-N) 例，そして（3c）「hana-
natu」は同一音節が連続する (CV-CV) 例である。実験協力者には，2 人の名前
と 2 種類の組み合わせを提示し，より自然に感じる語形を選ばせた。 
 実験の結果，「（3a）N-M ＞（3b）N-N ＞（3c）CV-CV」の順に選択率が高く，
統計的にも有意な差が認められていると述べられている。すなわち，語形成過
程において，形態素境界部に同一子音が連続する語形（例：hana-niko）の出力
                                                   
*1 Kumagai and Kawahara (2018) における実験では，メンバーの名前における語頭子音 
(onset) の聞こえ度 (sonority) の影響についても論じられている。しかしながら，語
形成過程において語頭子音の聞こえ度が与える影響については，本章における議論
と直接関係しないため，考察対象から除外することとする。 
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は避けられやすいこと，さらに，形態素境界部に同一の CV モーラが連続する
語形の出力は回避されやすいことが明らかになっている。この結果には，同一
性が高ければ高いほどその語形は避けられやすい，つまり，OCP 制約の違反を
より強く回避するということが示唆されている。 
以上で見てきたように日本語における OCP 制約は，形態音韻現象において観
察されることは知られているものの，OCP 制約に違反する音韻現象は他にもま
だ見出される。本研究では，その 1 つとして複合語に由来する短縮語の形成と
いう現象を取り上げ，素性レベルで生じる OCP 制約について論じる。（4）は具
体例を示したものである。 
 
（4） シャープ・ペンシル    →  シャーペン（*シャプペン） 
 
（4）の複合語は，通常「シャーペン」と略される。仮に「*シャプペン」と略
されると，新しく形成される語の形態素境界部に同一子音が連続（*シャプペン 
/ʃapupen/ ）することにより，OCP 制約に違反してしまう。以下の 5.3 節では，
（4）に示した言語現象を観察対象として，実例調査から得られたデータの分析
とともに語形成実験を行う。それを踏まえ，新たな語を形成する場合にどのよ
うな OCP 制約が働くか，また，その違反が生じる場合の短縮語形に対する選択
選好性について考察する。 
 
5.3 複合語由来の短縮語データベースとその分析 
 
本論文の 4.3節で見た通り，複合語由来の短縮語データベースの分析の結果，
短縮語の形成には構成素の音節数やモーラ数が関与していることが明らかにな
った。しかしながら，これはあくまでも全体的な傾向であり，必ずしも全ての
ケースに当てはまるとは限らない。たとえば，（5）に示されている通り，前部
要素が 3 音節 5 モーラのような比較的長い場合においても，保持形が観察され
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る。従って，実例においては，単純に前部要素の長さのみが短縮パターンを決
定づける要因ではないと言える。 
 
（5） メーリング・リスト   → メーリス 
 リーダーズ・ダイジェスト → リーダイ 
 
（5）に挙げている「メーリング」と「リーダーズ」は，3 音節 5 モーラの長さ
を持つにもかかわらず，補完形としては短縮されない。ここで想定されるのは，
補完形という語形が基体の長さ以外の理由から回避されているという可能性で
ある。すなわち，（5）の場合，仮定できる補完形はそれぞれ「メリリス」，「リ
ダダイ」であり，これらは前部要素と後部要素が複合する形態素境界部に同一
音節が連続しているのである。（6）は，それぞれの形態素境界部における自律
分節構造を示したものである。 
 
（6）  a. メリリス b. リダダイ 
子音層 
X-slots 
母音層 
r  r 
X X X X 
i  i 
d  d 
X X X X 
a   a 
 
（6）の下線部では同一の分節音が連続しているが，自律分節構造から見ると子
音層と母音層に分けて分析することが妥当である。子音層と母音層を分けずに
分析すると，（6）の下線部を素性連続と見なすことが不可能であるからである。
すなわち，音節単位としては同一の音節が連続しているものの，素性レベルか
ら見ると子音と母音の素性が交互に現れるため，連続とは言いにくくなる。従
って，本章では子音と母音をひとまとまりと見なすのではなく，子音層と母音
層に分けた分析を採用する (Clements and Keyser 1983)。（6a）は子音層に同じ素
性を持つ子音 /r/ が，母音層には同じ素性を持つ母音 /i/ が連続している。（6b）
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においても，子音層には同じ素性を持つ子音 /d/ が，母音層には /a/ が連続し
ている。（6a）（6b）いずれの自律分節構造からうかがえるように，子音どうし
と母音どうしで素性が連続している。このことから，補完形ではなく保持形が
出力されるのは，同一音節が連続することによる OCP 制約の違反を回避したた
めであると解される。（7）は，それに該当する実例を示したものである。 
 
（7） a. アート・トラック → アートラ  （*アトトラ） 
 b. メーリング・リスト → メーリス  （*メリリス） 
 c. メーター・タクシー → メータク  （*メタタク） 
 b. リーダーズ・ダイジェスト → リーダイ  （*リダダイ） 
 b. オール・ライト → オーライ  （*オルライ） 
 f. シャープ・ペンシル → シャーペン（*シャプペン） 
 
（7）の実例は，素性が連続する箇所によって大きく 2 つのタイプに分けられ
る。1 つは，形態素境界部にある子音と母音が完全に一致するタイプであり（7a），
もう 1 つは，子音は一致するが母音は異なるタイプである（7b）。（7）の実例か
ら，短縮語形成には，前部要素と後部要素の境界部における同一音節の連続や
子音素性の連続が影響する可能性がうかがえる。 
しかしながら，本研究の複合語由来の短縮語データベースの中には，前部要
素が一定のパターンとして短縮されやすい例も含まれている（前部要素に「メ
ール」を含む複合語は，補完形として短縮されやすい）。このような例が含まれ
ていると，データの偏りが生じやすいという問題がある。さらに，子音層と母
音層における同音連続が語形成過程にどのような影響を及ぼすか，また，どの
ような音の連続がより避けられやすいかということについて検討するためには，
音韻条件をコントロールした語形成実験を通した検証が必要となる。 
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5.4 実験 1：分節音と OCP制約 
 
5.4.1 方法 
 
実験においては，基体を構成するそれぞれの構成素（前部要素，後部要素）
は意味を持つが，それらを組み合わせることによって，意味を持たなくなる無
意味語を用いた。たとえば（8）のような組み合わせである。 
 
（8） ジープ (jeep)・パレード (parade) 
 
実験語では，既に存在する短縮語による影響を避けるために，本章の 5.3 節
で扱った実例の各構成素を使用しないよう配慮した。実験語は，可能な限り実
在語の分析結果（音節数，モーラ数，音節構造）に沿って作成した。ただし，
「1 音節 2 モーラ」（理屈上，補完形が形成されない）と「超重音節」（長音だけ
ではなく，もう 1 つの特殊モーラが影響する可能性がある）は，今回の考察対
象から外した。 
実験語の選択においては，次のような 3 つの音韻条件を設けた。具体的には，
前部要素の①音節数，②モーラ数，③補完形の形態素境界部に同一子音が連続
する音配列である*2。前部要素の音節数とモーラ数のコントロールは，本章の
5.3 節における実在語の分析結果に準じている。【表 5-1】は，実際の語形成実験
に用いた実験語のうち，1 例を取り上げて示したものである。なお，N1 は前部
要素，N2 は後部要素を意味する。 
 
 
 
                                                   
*2 本章の実験では，語形選択においてアクセント型の影響はないと仮定する。 
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【表 5-1】語形成実験で設けた 3 つの音韻条件 
 N1・N2 保持形 補完形 
例 ジープ・パレード ジーパレ ジプパレ 
音韻条件 ①2σ ②3μ  ③形態素境界部に同一子音の連続あり (pp) 
 
たとえば，複合語の前部要素である「ジープ」は，「2 音節 3 モーラ」のカテゴ
リーに属する。また，「ジープ・パレード」という実験語の短縮パターンとして
補完形を想定する場合，「ジプパレ」のように複合される形態素境界部に同一子
音が続くように（ここでは‘pp’）コントロールした。実験語は，音節数とモー
ラ数別に分類した 9 つのカテゴリーごとに 3 語ずつを用意したため，合計 27 語
である。 
さらに，実験語のうち補完形は，同一音の連続箇所の数によって 2 つのタイ
プに分けられる。1 つは，子音層のみが同一である場合（14 個）であり，もう
1 つは，子音層に加え母音層においても同一音が連続する場合（13 個）である。
【表 5-2】は，実際の語形成実験に用いた実験語である。 
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【表 5-2】実験語リスト 
音韻構造 前部要素 後部要素 保持形 補完形 
2.3 (HL) ジープ パレード ジーパレ ジプパレ 
  ロープ パレード ローパレ ロプパレ  
  ペース システム ペーシス ペスシス 
2.4 (HH) クーポン パレード クーパレ クポパレ 
  アーバン パレード アーパレ アバパレ 
  サーモン マスター サーマス サモマス  
3.4 (HLL) ゴースト ステートメント ゴーステ ゴスステ 
  ビースト ステートメント ビーステ ビスステ  
  ゴールド ルミネセンス ゴールミ ゴルルミ 
3.5 (HLH) コースター ステートメント コーステ コスステ 
  ルースター ステートメント ルーステ ルスステ 
  ゴールデン ルネサンス ゴールネ ゴルルネ 
3.5 (HHL) リーゼント ステートメント リーステ リゼステ 
  パーセント ステートメント パーステ パセステ 
  アーモンド マンゴー アーマン アモマン 
3.6 (HHH) アーカイバー カンバセーション アーカン アカカン 
  パーカッション カンバセーション パーカン パカカン 
  シーケンサー コンサート シーコン シケコン 
4.5 (HLLL) バーレスク レボリューション バーレボ バレレボ 
  ユーラシア レボリューション ユーレボ ユラレボ 
  カーニバル ナイトメア カーナイ カニナイ 
4.6 (HLLH) パールグレー ルネサンス パールネ パルルネ 
  オールスター ルネサンス オールネ オルルネ 
  パーセプション センター パーセン パセセン 
4.7 (HLHH) オールマイティー レボリューション オーレボ オルレボ 
  アールヌーボー レボリューション アーレボ アルレボ 
  ローカライザー カンニング ローカン ロカカン 
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実験は，Praat で実施した。実験協力者には，「前部要素・後部要素」形式の無
意味語をランダムに並べて提示し，パソコンのモニターに提示された 2 つの形
式（左側に保持形，右側に補完形）の中から，より自然に感じる語形を 1 つ選
んでもらった。実験協力者は日本語を母語とする話者 72 人であり，10 代から
30 代がその対象となっている。実験協力者の年齢と人数の関係は，18 歳–22 歳
が 33 人，23 歳–27 歳が 26 人，28 歳–31 歳が 10 人，32 歳–38 歳が 3 人であっ
た。 
 
5.4.2 結果 
 
 【図 5-1】は，形態素境界部に同一子音が連続する場合における保持形と補完
形の回答数をそれぞれ示している。グラフでは，前部要素の第 2 モーラに長音
を含む 2 音節 3 モーラから 4 音節 7 モーラまでの 9 つのカテゴリーにおける保
持形と補完形それぞれの回答数を表している。黒棒は保持形の回答数を，白棒
は補完形の回答数を表す。実験協力者の 72 人がそれぞれのカテゴリーごとに 3
問ずつ答えたので，回答数はカテゴリーごとに計 216 ずつとなる。 
 
 
 
 
 
 
 
【図 5-1】語形成実験の結果（補完形の形態素境界部に同一子音の連続あり） 
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【図 5-1】からうかがえるように，補完形の形態素境界部において同一子音が連
続する場合は，前部要素の音節数やモーラ数に関係なく，補完形として現れに
くい。実際，カテゴリー別の回答数を見ても，いずれも補完形より保持形を自
然と判断した回答が多い（保持形における回答率の幅は，64.4% (139 / 216) か
ら 92.6% (200 / 216) である）。 
実験語で設定した補完形は，同一音の連続が 1 ヵ所（子音層）で生じるタイ
プと，2 ヵ所（子音層と母音層）で生じるタイプの 2 つに分けられる。このう
ち，同一音の連続が 1 ヵ所（子音層）で生じるタイプは 14 項目，同一音の連続
が 2 ヵ所（子音層と母音層）で生じるタイプは 13 項目である。それぞれの短縮
語形における回答数を見ると，同一音の連続が起こる素性層が多い項目におい
て，OCP 制約が強く働く傾向が現れた。具体的には，同一音の連続が 1 ヵ所で
生じる場合において，保持形を自然だと判断した回答数は 754 であり，補完形
を自然だと判断した回答数は 254 である。一方で，同一音の連続が 2 ヵ所で生
じる場合においては，保持形を自然だと判断した回答数は 821 であり，補完形
を自然だと判断した回答数は 115 である。子音層と母音層において，OCP 制約
の違反箇所と短縮語形の回答数との関係を調べるために行ったカイ二乗検定の
結果からも，これらの差は統計的に有意であることが明らかになった (χ2(1) = 
51.78, p < .01)。 
 一方で，【図 5-2】は，形態素境界部に同一子音が連続しない場合における保
持形と補完形の回答数をそれぞれ示している。黒棒は保持形の回答数を，白棒
は補完形の回答数を表し，回答数はカテゴリーごとに計 216 ずつである。形態
素境界部において同一子音が連続しない場合は，同一子音が連続する場合に比
べて補完形が許容されやすくなるという結果が得られた。 
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【図 5-2】語形成実験の結果（【図 4-1】の再掲） 
 
形態素境界部における同音連続の有無によって保持形と補完形の回答数に差が
あるか調べるためにカイ二乗検定を行った結果，統計的な有意差が認められた 
(χ2(17) = 381.28, p < .01)*3。以上の結果から，形態素境界部において同一子音の
連続が起こる場合は，補完形の出現が極力回避されるということが明らかにな
った。 
 
5.4.3 考察 
 
前節に示した語形成実験の結果は，形態素境界部における同一子音の連続が，
短縮語形の決定に影響する要因の 1 つであることを示唆している。この結果を
受け，素性層における連続箇所と OCP 制約の関係，およびその OCP 制約の違
反を回避することによって生起する結果について考察するためには，実験語の
内実に目を向ける必要がある。 
                                                   
*3「同じデータに対して 2 回，3 回，4 回と検定を繰り返し行うと，『5%の危険性』が
累積し，全体として危険率が許容できるレベルを超えてしまう」（石川・前田・山崎
2010: 65）という問題（検定の多重性）がある。この問題を回避するために，本分析
ではカイ二乗検定を 1 回だけ行った。形態素境界部に同一子音の連続がある場合と
ない場合とで，それぞれ 9 個のカテゴリーを設けているため，自由度は 17 となる。 
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まず，実験語で用いた 27 語の補完形の回答例は，形態素境界部における同一
素性の連続箇所により 2 つのタイプに分けられる。1 つは，同一素性の連続が
子音素性層のみに生じるタイプ（例：パセステ）であり，もう 1 つは子音素性
層とともに母音素性層にも同一素性が連続するタイプ（例：ルスステ）である。
（9）は，それぞれのタイプにおいて，形態素境界部における素性の自律分節構
造を示したものである。 
 
（9）  a. パセステ b. ルスステ 
子音層 
X-slots 
母音層 
s  s 
X X X X 
e   u 
s  s 
X X X X 
u   u 
 
（9a）と（9b）は，それぞれ「パセステ」と「ルスステ」に対する自律分節構
造である。これらの例は，子音層に同じ素性を持つ子音 /s/ が連続していると
いう点で共通する。しかし，（9a）は母音が一致していない一方で，（9b）は同
じ母音 /u/ が連続している。つまり，（9a）では同一素性の連続箇所が 1 ヵ所の
みであるのに対して，（9b）は 2 ヵ所で起きている。本章 5.4.2 節の結果にも示
されているように，今回の実験からは，同一素性の連続箇所が多いほど補完形
の出力が避けられやすいという結果が得られている。 
同一素性の連続箇所が多いほど出力されにくいということについては，
Kawahara and Sano (2014a) が行った実験結果によっても示唆される。Kawahara 
and Sano (2014a) の実験は，OCP 違反の回避と連濁の生起との関係について検
証しているものである。実験の結果を見ると，複合語における形態素境界部に
同一音節 (CV) の連続が形成される場合と，母音 (V) だけが一致する場合とで，
連濁率の差に統計的有意差が示されている。具体的には，同一素性の連続箇所
が 1 ヵ所 (V) である「ika + taniro」に比べ，同一素性の連続箇所が 2 ヵ所 (CV) 
である「ika + kaniro」の方が連濁しやすく，「iga + kaniro」に比べ「ida + kaniro」
第 5 章 複合外来語由来の短縮語形成と OCP 制約 
80 
の方が連濁しやすいという結果が得られている。この結果から，形態素境界部
に連続する同一モーラの数は，語形成過程に影響する要因の 1 つであることが
示唆される。 
続いて，短縮過程における OCP 制約の違反が生じる際の，短縮語形に対する
選択選好性について検討する。 
 
（10）  a. パセステ（補完形） b. パーステ（保持形） 
子音層 
X-slots 
母音層 
s  s 
X X X X  
e  u 
      s 
X   X X X X 
a     u 
 
補完形（10a）は，前部要素の第 2 モーラにある長音の代わりにその直後の自立
モーラを組み込むことにより /s/ が連続し，OCP 制約に違反する例である。そ
れに対して保持形（10b）においては，形態素境界部にある長音が先行する母音 
/a/ から拡張 (spreading) するとともに，子音層における同一素性の連続が生じ
ず，OCP 制約の違反を回避する効果が働くことになる。本章における語形成実
験の結果（【図 5-1】），補完形の回答数が少なかったのは，短縮語として出来上
がった語形内で同音が連続することを避けようとした結果であると解すること
ができる。 
 
5.5 実験 2：子音の調音位置と有声性に関する OCP制約 
 
5.5.1 方法 
 
 実験 1 により，形態素境界部に連続するモーラのうち，素性層における違反
箇所が多ければ多いほど補完形の出力が避けられやすいという結果（「同一音 
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節 (CV) > 同一子音 (C) 」の順で OCP 制約に違反しやすい）が得られている。
この結果を踏まえ実験 2 では，考察の対象を子音層に絞り，連続する子音どう
しが似ていれば似ているほど避けられやすいという仮説について検証を行う。 
 実験 2*4では，それぞれ唇音 (labial)，舌頂音 (coronal-t, coronal-s)，舌背音 (dor-
sal) の異なる調音点を設けた。【表 5-3】は，実際の語形成実験に用いた実験語
の一例を取り上げたものである。 
 
【表 5-3】実験語の一例 
前部要素・後部要素 保持形 補完形 
リーピノ・パンフレット ① リーパン ② リピパン 
 
実験協力者には，無意味語の前部要素と有意味語の後部要素からなる複合語
（例：リーピノ・パンフレット (pamphlet)）を提示した。形態素境界部の音配
列としては，①保持形「リーパン」と②補完形「リピパン」の 2 つのタイプを
設定し，より自然に感じる語形を 1 つだけ選んでもらった。 
 本実験では，唇音 (labial) ，舌頂音 (coronal-t, coronal-s)，舌背音 (dorsal) の
3 つの調音点に加え，各調音点における有声性の違い ([±voiced]) を加えた子音
連続の組み合わせまで考慮したため，全 16 条件が設けられた。条件ごとには，
24 個の調査項目を用意した。【表 5-4】は，実験に用いた無意味語の補完形を条
件ごとに 1 例ずつ示したものである。 
 
 
 
 
 
                                                   
*4 実験 2 は，Moon (in press) に基づいたものである。 
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【表 5-4】各条件における実験語の例 
labial coronal-t coronal-s dorsal 
pp: リピパン tt: マテトリ ss: パセスト kk: マクコン 
bb: ハビバン dd: モデドリ zz: キズゼミ gg: リゲグラ 
pb: スペビス td: コタドミ sz: コスゼロ kg: テケガラ 
bp: テビパロ dt: メデトラ zs: カザスロ gk: タゲクラ 
 
【表 5-4】の下線は，各調音点 (labial, coronal-t, coronal-s, dorsal) における補完
形およびその形態素境界部における連続子音を含む音節を表す。実験項目数と
しては，それぞれの調音点 (labial, coronal-t, coronal-s, dorsal) ごとに 24 個の項
目に加え，36 個のフィラーを含む全 60 個を設けた。従って，各調音点 (labial, 
coronal-t, coronal-s, dorsal) においては，60 項目を 1 つとするデータセットが設
けられたことになる。Microsoft® Excel® における RAND 関数を用いて並べ替え
たこれらのデータセットについて，日本語母語話者 40 人ずつに回答してもら
った。語形成実験は，クラウドソーシングサイトであるランサーズ*5を利用し，
オンラインで行った。実験協力者は，主に 20 代から 30 代のみが対象となって
いる。その理由は，母語話者の世代による影響を払拭するためである。このこ
とについては，第 6 章で詳しく論じることとする。 
 
5.5.2 結果 
 
【図 5-3】は，補完形の形態素境界部に調音点を同じくする子音（唇音，舌頂
音，舌背音）が連続する語における，保持形と補完形それぞれの回答数を表し
たものである。グラフの黒棒は保持形の回答数を，白棒は補完形の回答数を表
す（括弧の中の数字は割合）。 
                                                   
*5 http://www.lancers.jp 
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【図 5-3】語形成実験の結果（調音点における影響） 
 
【図 5-3】の結果からうかがえるのは，次の 2 点である。1 点目は，調音点の種
類によらず，補完形における形態素境界部に同一子音が連続する語の場合，補
完形が選択される割合が低くなるということである。 
2 点目は，補完形の形態素境界部に連続する子音素性のうち，舌頂音および
舌背音に比べて，唇音どうしの連続が最も避けられやすい傾向が見られたこと
である。調音位置の種類によって短縮語形（保持形と補完形）の回答数に差が
あるか調べるために行ったカイ二乗検定の結果，調音位置による回答数の差は
有意であった (χ2(3) = 39.84, p < .01)。そこで，残差分析*6を行った結果，唇音ど
うしの連続における補完形の回避が最も強いことが明らかになった。【表 5-5】
は，調整済みの標準化残差*7を示したものである。 
                                                   
*6 残差 (residual) とは，「実際の値（観測値）がモデルの値（期待値）からどのぐらい
かけ離れているかを示した値」（竹内・水本 2014: 150）を意味する。 
*7 調整済み標準化残差 (adjusted standardized residuals) の値は正規分布に従うため，以
下のように解釈することができる。 
「｜調整済み標準化残差｜< 1.96 ns 
｜調整済み標準化残差｜> 1.96 *p < .05 
｜調整済み標準化残差｜> 2.56 **p < .01 
｜調整済み標準化残差｜> 3.29 ***p < .001」（竹内・水本 2014: 151） 
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【表 5-5】調整済み標準化残差 
 labial coronal-t coronal-s dorsal 
保持形 **6.026 -0.239 **-2.937 **-2.850 
補完形 **-6.026 0.239 **2.937 **2.850 
 
一方，調音点を同じくする子音（唇音，舌頂音，舌背音）には，連続する子
音における有声性が異なるペア（すなわち，pp-bb, tt-dd, ss-zz, kk-dd）が存在す
る。連続する子音における有声性の有無と短縮パターンとの関係を調べるため
にカイ二乗検定を行った結果，それぞれ labial (χ2(1) = 0.26, n.s.)，coronal-t (χ2(1) 
= 0.11, n.s.)，coronal-s (χ2(1) = 0.52, n.s.)，dorsal (χ2(1) = 1.04, n.s.) とされ，統計的
に有意な差は得られなかった*8。なお，本実験では coronal-t と coronal-s の 2 種
類の舌頂音を用いており，これらは継続性 [continuant] を有するか否かが異な
っている。継続性の有無と短縮パターンとの関係を調べるためにカイ二乗検定
を行ったが，統計的に有意な差は得られなかった (χ2(1) = 2.43, n.s.)。 
さらに，もう 1 つの要因として，形態素境界部に連続する 2 つの子音におけ
る有声性の違い（pb，bp など）による影響が挙げられる。このような状態を以
下，有声性のミスマッチと言う。前節では，素性層において OCP 制約に違反す
る箇所が多いほど補完形が避けられやすいという結果が得られていることから，
形態素境界部に置かれる子音に共通する素性の数が多いほど，補完形は避けら
                                                   
*8 いずれの場合も，統計的有意差は認められなかった。なお，調音点ごとのクロス表
は以下の通りであるが，検定の多重性を考慮していないため，参考として示すにと
どめる。 
 保持 補完   保持 補完   保持 補完   保持 補完 
pp 207 33  tt 187 53  ss 173 67  kk 179 61 
bb 202 38  dd 183 57  zz 181 59  gg 168 72 
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れるはずである。つまり，有声性のミスマッチが生じることで共通する素性が
1 つ少なくなり，その分，補完形が選択される可能性が高まることが考えられ
る。【図 5-4】は，形態素境界部に共通の調音点を有する子音が連続し，かつ，
それらの有声性のみが異なる場合における，保持形と補完形それぞれの回答数
を表している（括弧の中の数字は割合）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
有声性のミスマッチと短縮パターンとの関係を調べるためにカイ二乗検定を行
った結果，それぞれ labial (χ2(1) = 2.96, n.s.)，coronal-t (χ2(1) = 1.10, n.s.)，coronal-
s (χ2(1) = 0.88, n.s.)，dorsal (χ2(1) = 0.00, n.s.) とされ，統計的に有意な差は得られ
なかった。これについては，次節で考察する。 
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【図 5-4】語形成実験の結果（有声性のミスマッチの影響） 
 
■保持形 ☐補完形 
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5.5.3 考察 
 
語形成実験の結果から，OCP-labial（唇音連続の回避）が他の OCP 制約に比
べて強く働くという傾向が得られている*9。日本語における OCP-labial は，他
の現象においても観察されており，その 1 つに連濁*10が挙げられる（11）。 
 
（11） a. 箱 /hako/ 
a. 草 /kusa/ 
+ 
+ 
舟 /hune/ 
花 /hana/ 
→  箱舟  /hako-bune/  
→  草花  /kusa-bana/ 
 
b. 舞 /mai/ 
b. 砂 /suna/ 
b. 靴 /kutu/ 
+ 
+ 
+ 
姫 /hime/ 
浜 /hama/ 
紐 /himo/ 
→  舞姫  /mai-hime/， */mai-bime/ 
→  砂浜  /suna-hama/，*/suna-bama/ 
→ 靴紐  /kutu-himo/， */kutu-bimo/ 
 
（11a）のように後部要素の語頭が /h/ である語（例：hune，hana）が連濁する
と，[b] に変わる（例：hako-bune，kusa-bana）。しかしながら，（11b）のように
後部要素が既に唇音（例：[m]）を有していると（例：hime，hama，himo），連
濁は阻止されやすい（例：mai-hime，suna-hama，kutu-himo）*11。この場合，連濁
                                                   
*9 OCP-labial は，アッカド語 (McCarthy 1981)，広東語 (Yip 1988)，シルハ語 (Odden 
1994) など，他の言語においても幅広く観察される。 
*10 佐藤 (1989) によれば，「無声摩擦音音節が連続する語は連濁を起こさない」（佐藤
1989: 256）と述べられている（例：花すすき，枯すすき，穂すすき）。加えて，「は
は」「すす」「ひひ」を例として取り上げ，無声摩擦音の連続が連濁を起こしにくい
ことを規則として示している。しかしながら，この主張をサポートするために提示
している例が僅少であるという点，また，その規則に関する生産性の検証が十分に
行われているとは言い難いという点から，本規則については今後さらなる検討が求
められる。 
*11 金田一 (1976) は連濁が起こらない例として，複合語における後部要素 1 モーラ目
が無声摩擦音でありつつ，2 モーラ目が鼻音である語（例：紐，浜，暇，姫）を取り
上げている。ただし，これらの例について，「『ひも』『はま』……など一連の語が連
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が起きると [b…m] という音連続が生じ，OCP-labial に違反するためであると
言われている (Kawahara et. al 2006; Kumagai 2017)。こうした OCP-labial の影響
は，今回の短縮語形成過程に関する実験の結果からも確認された。 
（11）に示されている連濁の例から見て取れるように，一般に OCP 制約は，
形態素内部を単位として観察されることが多い。無意味語を用いて実験を行っ
ている Kawahara and Sano (2014b) によると，OCP 制約が形態素内部で働くこと
が検証されている（例：/nise/ + /taguta/ → /nisedaguta/，/nise/ + /tatuga/ → /niseda-
tuga/）。しかしながら OCP 制約は，さらに形態素境界部においても観察される。
このことについては，Kawahara and Sano (2016) の連濁に関する実験研究（例：
/iga/ + /kaniro/ → /igaganiro/）および Kumagai and Kawahara (2018) におけるグ
ループ名の語形成（「hana-moka > hana-niko > hana-natu」の順に選択率が高い）
に関する実験研究からも示唆されている。こうした形態素境界部における OCP
制約は，本章で行った実験の結果からも明らかにされた（例：リーピノ + パン
フレット → リピパン）。 
 有声性のミスマッチと OCP 制約との関係については，次のようなことが考え
られる。一般には，連続する要素の類似性が高いほど，OCP 制約は強く働くこ
とが知られている (Yip 1989; Padgett 1991; Pierrehumbert 1993; Kumagai 2017)。
従って，完全に同一の子音が並ぶ場合（例：pp）の方が，有声性の有無によっ
て子音の素性が異なる場合（例：bp あるいは pb）よりも OCP 制約は強く働く
（補完形の出力が避けられる）ことが予測される。しかしながら本実験からは，
有声性のミスマッチによる OCP 制約が働くと言えるだけの結果は示されなか
った。実際に，素性の種類によっては，OCP 制約による効果が現れにくいもの
がある。たとえば，ある言語に他の言語からの語が借用される際には，受け入
れ側の言語に備えられている音韻体系に合わせて語形が定着されることが知ら
                                                   
濁を拒否するのは不思議というほかはない」（金田一 1976: 20）といい，連濁が起こ
らない理由について明確な分析を示しているわけではない。 
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れている。中国語の借用においては，調音様式にかかわる素性 (Manner feature) 
や調音位置にかかわる素性 (Place feature) と比べて，有声性 (Voicing) や気息
性 (Aspiration) に関する素性の違いは，借用される言語と受け入れ側の言語（こ
の場合は中国語）における類似性を大きく損なわない素性であるとされている 
(Miao 2005)。このことを踏まえると，本章における実験（【図 5-4】）においても，
有声性という素性は語形に対する自然さの判断に強く関与する素性ではないと
解することができる。 
 
5.6 本章のまとめ 
 
本章では，複合外来語に由来する短縮語の形成過程を観察対象として，同一
あるいは類似する分節音の OCP 制約について考察した。実例分析とともに語形
成実験を通じて得られた結果は，次のようにまとめられる。 
まず，短縮語の形成において形態素境界部に同一音が連続する場合は，補完
形が形成されにくい。また，素性層において OCP 制約に違反する箇所が多いほ
ど，補完形が避けられやすい。次に，子音の調音点においては，唇音の連続が
最も回避されやすい傾向が見られた。最後に，OCP 制約は形態素内部のみなら
ず形態素境界部でも働くことが明らかになった。
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6.1 はじめに 
 
短縮語形成において，音韻制約に違反しない語形が出力されることは，ある
程度予測可能である。しかしながら，音韻制約に違反しない語形であっても，
最終的にどのような語形が選択されるかということについては，音韻的な要因
だけでは完全な予測をすることができない。たとえば，「メール・アドレス」に
は，OCP 制約のような音韻的条件を満たしている複数の短縮語形が存在する
（例：メルアド，メアド）。これらの語形から最終的にどの語形が選択されるか
ということについては，音韻的要因以外の要因に注目する必要がある。そこで
本章では，短縮語形を制御する要因には音韻的制約のほかに，言語使用者の世
代による影響が働いている可能性について検討する。なお，本研究における「若
年齢層」とは 10 代から 20 代の話者を，一方で「中・高年齢層」とは 40 代以上
の話者をそれぞれ指す。 
本章の構成は，次の通りである。まず 6.2 節では，短縮語形成を若者言葉と
して捉えている先行研究を概観し，残された問題について指摘する。次に 6.3 節
では，複合語由来の短縮語データベースを短縮パターンおよびモーラ数によっ
て分類した結果を示し，実在語における分布を明らかにする。続いて 6.4 節で
は，語形成実験の方法・結果を示し，6.5 節では，短縮パターンおよび短縮語形
のモーラ数の違いに関する言語使用者の指向に世代差があることを主張する。
最後に 6.6 節では，本章の議論をまとめる。 
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6.2 先行研究 
 
短縮現象を若者言葉として捉えている先行研究には，日比谷 (1998) および
森 (2002) が挙げられる。 
日比谷 (1998) は，複合語に由来する短縮語データ（全 365 語）を観察対象と
して，その語形成過程を音韻論の観点から分析したものである。短縮語のモー
ラ数に注目して分類した結果から，日比谷 (1998: 49) は，「短縮されてできた
語形のほとんどが 4 モーラ語ということである（365 語中 307 語，84.1%）。こ
のうち 304 語は，短縮される前の複合語の前部要素から 2 モーラ，後部要素か
ら 2 モーラをとって形成されている」と述べている。また，この 304 語はさら
に 3 つのタイプ（①複合以前の前部要素が元々2 モーラ語＋後部要素から 2 モ
ーラ（例：朝・一番 → あさいち），②前部要素から 2 モーラ＋複合以前の後部
要素が元々2 モーラ語（例：イタリア・飯 → イタめし），③前部要素から 2 モ
ーラ＋後部要素から 2 モーラ（例：エコロジー・ビジネス → エコビジ））に分
けられるという*1。一方，全 365 語の中で 4 モーラ語でない語は 58 語あるが，
そのうち 54 語は，全て 3 モーラ（例：ミスター・ドーナツ → ミスド）に短縮
されていることを指摘している（残り 4 語中 2 モーラ語が 3 つ，5 モーラ語が
1 つ）。このことから，4 モーラ短縮形が一般的であり，3 モーラ短縮形は例外
であることが分かる。 
森 (2002) は，基体の構成素の組み込み方から複合語の短縮語形を 3 つのパ
ターンに分けた上で，その生起要因を分析したものである。そのパターンとは，
「前部要素の一部＋後部要素の一部」（例：天然・パーマ → テンパ），「前部要
素の全体＋後部要素の一部」（例：セガ・ワールド → セガワ），「前部要素の一
                                                   
*1 このうち，タイプ①と②がデータの大半を占めており，「2 モーラ＋2 モーラ」のル
ールに従わない 3 語（「1 モーラ＋3 モーラ」のパターンが 1 語，「3 モーラ＋1 モー
ラ」のパターンが 2 語）は例外として扱っている。 
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部＋後部要素の全体」（例：バドミントン・部 → バドブ）の 3 つである。複合
語の短縮語形をモーラ数に基づいて分類した結果，全 333 語中 274 語 (82.3%) 
が 4 モーラ語であり，そのうち「前部要素の語頭 2 モーラ＋後部要素の語頭 2
モーラ」からなるタイプが 237 語で最も多いとされている。一方で，3 モーラ
語は，残りの 17.7%にあたる 59 語であると述べられている（このうち最も多い
のは「前部要素から 2 モーラ＋後部要素から 1 モーラ」からなるタイプが 45 語
であると述べている）。このことから，森 (2002) においても，日比谷 (1998) と
同様に 3 モーラ短縮形は主要な地位を占めないことがうかがえる。 
しかし，これらの先行研究には次のような問題がある。第一に，基体となる
構成素の語種について区別をしていないということである。この問題について
は既に本論文の 3.3.1 節で詳しく述べたが，ここでもう一度簡単に振り返って
おく。まず日比谷 (1998) は，短縮語形を構成素の語種によって和語，漢語，外
来語に分類している。しかし，データの中には「漢語＋漢語」，「外来語＋外来
語」，「和語＋和語」からなる形式に加え，混種語である「漢語＋外来語」から
形成される（1a）に示すような短縮語形も含まれている。 
 
（1） a. 合同（ゴードー）・コンパ → ゴーコン（*ゴドコン） 
 b. パート・タイム  → パトタイ 
 
考察対象となるデータの中に混種語由来の短縮語が混在してしまうと，次のよ
うな問題が生じる。たとえば，（1a）「合同（ゴードー）・コンパ」が（1b）「パ
                                                   
 森 (2002) は，先行研究のうち日比谷 (1998) のデータ分析結果を取り上げ，日比谷 
(1998) で例外として分類された 2 モーラ短縮形は，森 (2002) のデータから見つか
らなかったとしている。また，全データにおける 3 モーラ短縮形の割合は日比谷 
(1998) に比べて若干増えたと述べている。 
 日比谷 (1998) の分析結果によると，「外来語＋外来語」と「漢語＋漢語」という語
形成によるタイプが全体の 61.9%（外来語どうしは 365 語中 126 語，漢語どうしは
100 語）を占めているという。 
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トタイ」のように形態素内に切れ目を置く形「*ゴドコン」として略されること
は起こりにくい。これは，漢語の場合，短縮の切れ目が漢字表記（文字）と一
致する（窪薗 1995）ためである。以上の理由から，基体に漢語が混在している
データを外来語と区別せずに分析することは望ましくない。 
第二に，調査対象が限定されており，短縮語を使用する話者の世代差に関し
ては不明な点が残るということである。日比谷 (1998) と森 (2002) の調査は，
1990 年代から 2000 年にかけての大学生を調査対象とすることで，当時の若者
が用いる短縮語形の状況を観察している。しかしながら，日比谷 (1998) と森 
(2002) においては，短縮語の形成過程に見られる世代差の実態が不明瞭という
問題がある。とりわけ 3 モーラ短縮形は，データの全体的な割合から見て例外
的なタイプとして分類されているものの，調査対象が当時の若年齢層に限定さ
れていたため，他の年齢層での実態について調査を行う必要があると考えられ
る。これらの問題を解決するために本章では，各世代を対象とした語形成実験
の結果を提示し，各世代における短縮方略を比較することで，短縮語の形成過
程に見られる世代差の実態とその仕組みを記述する。 
 
6.3 複合語由来の短縮語データベースの分析 
 
先行研究における分析結果の妥当性の検討および実験の方向性を設定するた
めに，まず複合語由来の短縮語データベース（第 3 章を参照）を基に短縮語形
の分布について見ておく必要がある。複合語由来の短縮語データベースのうち，
前部要素と後部要素がともに外来語である短縮語は，全 928 語である。 
【表 6-1】は，データベースにおける短縮語形を，構成素のモーラ数によって
分類したものである。【表 6-1】における行と列を組み合わせたものが，短縮語
形のモーラ構成に相当する。 
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【表 6-1】構成素のモーラ数によるデータベースの分類 
  後部要素: 1μ  後部要素: 2μ 
前部要素: 1μ ①   5 例  (0.6%) ②    12 例  (1.3%) 
前部要素: 2μ ③ 147 例 (15.8%) ④ 764 例 (82.3%) 
 
④は，「前部要素の 2 モーラ＋後部要素の 2 モーラ」からなるもの（例：デジタ
ル・カメラ → デジカメ，764 例，82.3%）である。ここで注目したいのは，②
と③のような 3 モーラ形の割合である。まず，②「前部要素の 1 モーラ＋後部
要素の 2 モーラ」は，全体のうち 1.3%（12 語）しかなく，「L＋F」の韻律構造
を持つという特徴がある（例：ライト・ノベル → ラノベ）。また，③「前部要
素の 2 モーラ＋後部要素の 1 モーラ」は，全体のうち 15.8%（147 語）であり，
「F＋L」構造を持つという特徴がある（例：パワー・ポイント → パワポ）。全
体の 8 割以上を占める④「前部要素の 2 モーラ＋後部要素の 2 モーラ」の割合
に比べると，②と③のような 3 モーラ形の割合は低い*4。このあり方は，日比谷 
(1998) および森 (2002)*5の分析結果と一致している。すなわち，基体の構成素
が外来語からなる短縮語においても，4 モーラ短縮形が最も多く，かつ 3 モー
ラ短縮形が少ないという傾向が現れている。 
次に，前部要素の第 2 モーラが長音である語形のみを短縮語データベースか
ら抽出し，観察する。その理由は，前部要素の第 2 モーラが長音である場合だ
けに焦点を当てるためである。本分析および次節の実験で注目する語形は（2）
の通りである。 
 
 
                                                   
*4 ①は，「前部要素の 1 モーラ＋後部要素の 1 モーラ」からなるものであり（例：ゲー
ム・ボーイ → ゲボ），データベースにおいて最も低い割合（5 例，0.6%）で現れて
いる。 
*5 森 (2002: 123) の調査結果によれば，2 モーラ短縮語はないという。 
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（2） 複合外来語由来の短縮語形 
 a. ワーキング・ホリデー → ワーホリ（4 モーラ保持形） 
 b. パーソナル・コンピューター  → パソコン（4 モーラ補完形） 
 c. スーパー・モデル → スパモ （3 モーラ補完形） 
 d. テープ・レコーダー → テレコ （3 モーラ脱落形） 
 
（2）は，本研究のデータベースから抽出した，各短縮語形の一例である。前部
要素の第 2 モーラが長音である場合，短縮語の語形は前部要素の長音を短縮語
に組み込むタイプ（2a）と，組み込まないタイプ（2b）（2c）（2d）に大きく分け
られる。（2b）と（2c）は，長音の代わりにその直後の自立モーラを組み込むと
いう点で共通しているが，前者は全体が 4 モーラに，後者は全体が 3 モーラに
なるという特徴がある。また，（2d）は前部要素の第 2 モーラにある長音を短縮
語に組み込まないという点では（2b）（2c）と共通するが，長音の直後にある自
立モーラを短縮語形に組み込まないという点で異なっている。以下，（2a）のタ
イプを「4 モーラ保持形」，（2b）のタイプを「4 モーラ補完形」，（2c）のタイプ
を「3 モーラ補完形」，（2d）のタイプを「3 モーラ脱落形」と呼ぶ*6。 
続いて，複合語由来の短縮語データベースにおいて，（2）に挙げた 4 つの語
形がどのような分布をなしているか検討する。ここでは，前部要素の第 2 モー
ラに長音を含む語のうち，その短縮語形が 3 モーラあるいは 4 モーラとなるも
の（122 語）を取り出して分類した。結果は【表 6-2】の通りである。 
 
                                                   
*6 データベースの中には，「3 モーラ保持形」も存在する。3 モーラ保持形は，前部要
素からは，長音を含む最初の 1 音節（すなわち，2 モーラ）を，後部要素からは 1 モ
ーラを切り取るタイプの語形である。しかし，このタイプは複合語由来の短縮語デ
ータベースにおいては 3 例（ニー・ソックス → ニーソ，ツー・ショット → ツー
ショ，ルーズ・ソックス → ルーソ）と僅少であったため，本研究の観察対象から
外すこととする。 
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【表 6-2】前部要素の第 2 モーラに長音を含む場合における短縮語形 
 短縮語形 語数（割合）  
 （2a）4 モーラ保持形 78 (64.0%)  
 （2b）4 モーラ補完形 31 (25.4%)  
 （2c）3 モーラ補完形 11 (09.0%)  
 （2d）3 モーラ脱落形 2 (01.6%)  
 合計 122 (100.0%)  
 
【表 6-2】からうかがえるように，（2a）4 モーラ保持形（例：ワーキング・ホリ
デー → ワーホリ）が 78 語（64.0%）で，（2）の 4 つの語形の中で最も多い。
すなわち，前部要素の第 2 モーラに長音を含む場合，短縮語形に長音が保たれ
る「4 モーラ保持形」が一般的であることが分かる。 
次に，補完形については，（2b）4 モーラ補完形（例：パーソナル・コンピュ
ーター → パソコン）は 31 語である一方，（2c）3 モーラ補完形（例：ソーシャ
ル・ゲーム → ソシャゲ）は 11 語であった。これらの結果から，補完形におい
ても 4 モーラとなるタイプが出力されやすいということが分かる。また，前部
要素の第 2 モーラにある長音が短縮語形に組み込まれず，かつ補完形も取らな
いパターンである（2d）3 モーラ脱落形は，わずか 2 例（1.6%）であった（例：
テープ・レコーダー → テレコ，メール・アドレス → メアド）。 
以上の内容は，次のようにまとめられる。複合語由来の短縮語データベース
の分類結果により，（2）に示した 4 つの語形のうち，（2a）4 モーラ保持形が無
標であるということが分かる。また，補完形に限って見た場合でも，（2b）4 モ
ーラ短縮形（補完形のうち 73.8%）が（2c）3 モーラ短縮形（補完形のうち 26.2%）
より多く現れることが明らかになった。この結果は，日比谷 (1998) および森 
(2002) の結果と一致する。ただし，それらの先行研究では，3 モーラ短縮形と
4 モーラ短縮形の存在自体については言及されていたものの，その世代差につ
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いては論じられてこなかった。従って，6.4 節では，世代間における短縮方略に
ついて，語形成実験を通じて検証する。 
 
6.4 語形成実験 
 
6.4.1 方法 
 
実験語は，基体を構成するそれぞれの構成素（前部要素，後部要素）は意味
を持つ一方で，それらを組み合わせることによって実在しない語となる複合語
（例：ヨーグルト・マカロニ）である。【表 6-3】は，（2）に示した 4 つのパタ
ーン（選択肢）を示したものである。 
 
【表 6-3】語形成実験で設けた実験語と音韻条件 
 保持形 補完形 脱落形 
例 （2a）ヨーマカ （2b）ヨグマカ（2c）ヨグマ （2d）ヨマカ 
音韻条件  形態素境界部に同一子音の連続無し（下線） 
 
実験語の選択にあたっては，次のような条件を設けた。1 つは，前部要素の音
節構造と長さである。具体的には，2 音節 3 モーラから 4 音節 7 モーラという
9 個のカテゴリーを設定した。もう 1 つは，補完形の形態素境界部における同
一子音の連続構造である。第 5 章で行った実験（文 2016a）によって明らかに
                                                   
 前部要素のアクセントに関しては，窪薗・太田 (1998) を参照し，それぞれの音節構
造で最も一般的なアクセント型，つまり，後ろから数えて 3 番目にアクセント核が
置かれるもので調査を行った。これは，アクセント型が短縮語形成に影響を与える
のを避けるためである。ただし，実験語のうち「ローズマリー」のみは特異なアク
セントを持つが，この項目に関する結果が他と大きく異なるという傾向はみられな
かった。 
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されたように，短縮語の形成において形態素境界部に同一子音が連続する場合
は，その同一子音の連続を回避する語形が選択されやすい。そのため，前部要
素と後部要素の組み合わせを決める際には，同一子音の連続が起こらないよう
に配慮した。 
実験語は，前部要素の 9 個のカテゴリーごとにそれぞれ 4 語ずつ用意したた
め，合計は 36 語となる。【表 6-4】は，語形成実験で用いた実験語である。 
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【表 6-4】実験語リスト 
音韻構造 前部要素 後部要素 
4 モーラ 
保持形 
4 モーラ 
補完形 
3 モーラ 
補完形 
3 モーラ 
脱落形 
2.3 (HL) ルート マカロニ ルーマカ ルトマカ ルトマ ルマカ 
  ソール マカロニ ソーマカ ソルマカ ソルマ ソマカ 
 ルート ピクルス ルーピク ルトピク ルトピ ルピク 
  ソール ピクルス ソーピク ソルピク ソルピ ソピク 
2.4 (HH) ユーザー マカロニ ユーマカ ユザマカ ユザマ ユマカ 
  レーダー マカロニ レーマカ レダマカ レダマ レマカ 
 ユーザー ピクルス ユーピク ユザピク ユザピ ユピク 
  レーダー ピクルス レーピク レダピク レダピ レピク 
3.4 (HLL) サーカス マカロニ サーマカ サカマカ サカマ サマカ 
  ローカル マカロニ ローマカ ロカマカ ロカマ ロマカ 
 サーカス ピクルス サーピク サカピク サカピ サピク 
  ローカル ピクルス ローピク ロカピク ロカピ ロピク 
3.5 (HLH) トースター マカロニ トーマカ トスマカ トスマ トマカ 
  ロータリー マカロニ ローマカ ロタマカ ロタマ ロマカ 
 トースター ピクルス トーピク トスピク トスピ トピク 
  ロータリー ピクルス ローピク ロタピク ロタピ ロピク 
3.5 (HHL) ラーニング マカロニ ラーマカ ラニマカ ラニマ ラマカ 
  リーゼント マカロニ リーマカ リゼマカ リゼマ リマカ 
 ラーニング ピクルス ラーピク ラニピク ラニピ ラピク 
  リーゼント ピクルス リーピク リゼピク リゼピ リピク 
3.6 (HHH) カーネーション マカロニ カーマカ カネマカ カネマ カマカ 
  ローテーション マカロニ ローマカ ロテマカ ロテマ ロマカ 
 カーネーション ピクルス カーピク カネピク カネピ カピク 
  ローテーション ピクルス ローピク ロテピク ロテピ ロピク 
4.5 (HLLL) ヨーグルト マカロニ ヨーマカ ヨグマカ ヨグマ ヨマカ 
  ユーラシア マカロニ ユーマカ ユラマカ ユラマ ユマカ 
 ヨーグルト ピクルス ヨーピク ヨグピク ヨグピ ヨピク 
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  ユーラシア ピクルス ユーピク ユラピク ユラピ ユピク 
4.6 (HLLH) ローズマリー マカロニ ローマカ ロズマカ ロズマ ロマカ 
  ローカリティー マカロニ ローマカ ロカマカ ロカマ ロマカ 
 ローズマリー ピクルス ローピク ロズピク ロズピ ロピク 
  ローカリティー ピクルス ローピク ロカピク ロカピ ロピク 
4.7 (HLHH) アールヌーボー マカロニ アーマカ アルマカ アルマ アマカ 
  ローカライザー マカロニ ローマカ ロカマカ ロカマ ロマカ 
 アールヌーボー ピクルス アーピク アルピク アルピ アピク 
  ローカライザー ピクルス ローピク ロカピク ロカピ ロピク 
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実験では，実験の意図に気づかれないように，ダミー（60 語）*8を加えた。そ
のため，実験協力者が実際に取り組んだ項目数は合計 96 語となる。これらの実
験語（ダミーを含む）を Microsoft® Excel® の RAND 関数を用いて並び替え，質
問紙を作成した。質問紙（2 枚）には，複合語形式の実験語とそれに対する四つ
の短縮語形の選択肢をランダムに提示し，その中から最も自然に感じられるも
のを実験協力者に選んでもらった。 
語形成実験を行う前に，調査協力者に説明文を渡した。この説明文では，回
答に対する正解はないことを明記するとともに，提示された語の短縮形として
例①・例②・例③・例④のうち最も自然と感じられるものを 1 つだけ選択する
よう，回答方法を被験者に指示しておいた。加えて，練習問題*9を提示した。 
 実験協力者は，日本語を母語とする話者 90 人で，10 代から 60 代以上の各年
齢層につき 15 人ずつである。実験協力者の属性は，次の通りである。10 代は
茨城県内の高校に通う生徒，20 代は関東地方の大学生，30 代は関東地方の大学
院生および社会人，40 代は東京所在の会社に勤務する社会人，50 代は社会人お
よび専業主婦，そして 60 代以上は専業主婦および定年退職者である*10。 
 
 
 
 
 
                                                   
*8 ダミーは，後部要素の第 2 モーラのみに長音を含むもの（36 語）と，前部要素と後
部要素が自立モーラのみで構成されるもの（24 語）からなっている。 
*9 例：ゲーム・センター → ①ゲーセン ②ゲムセン ③ゲセン ④ゲムセ 
*10 60 代以上については，追加調査を後日（2016 年 12 月末から 2017 年 1 月末まで）
実施した。調査協力者は，60 代以上の日本語母語話者 15 人であり，60 代が 12 人，
70 代が 3 人である。追加調査の結果を先に述べると，60 代以上は 50 代よりも 4 モ
ーラ補完形を指向する傾向がみられた（50 代における 4 モーラ補完形の回答数: 220，
60 代以上における 4 モーラ補完形の回答数: 241）。 
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6.4.2 結果 
 
【図 6-1】は，各世代の回答数を示したものである。グラフは左から順に 4 モ
ーラ保持形，4 モーラ補完形，3 モーラ補完形，そして 3 モーラ脱落形の回答数
を表す。世代別に 15 人が 36 問ずつ答えたため，回答数は合計 540 ずつとなる。 
 
【図 6-1】各世代における語形成実験の結果 
 
実験の結果，複合外来語由来の短縮語形成方略には世代により差があることが
明らかになった。具体的には，おおむね若年齢層になるほど選択される短縮語
形のバリエーションが増えるのに対し，中・高年齢層になるほどバリエーショ
ンが少なくなっていることが分かる。【図 6-1】において目立つもう 1 つの特徴
は，10 代における 3 モーラ補完形および 3 モーラ脱落形の回答数が他の世代に
比べて多いことである。以下，短縮パターン（保持形か補完形か）および短縮
語形のモーラ数（3 モーラ短縮形か 4 モーラ短縮形か）の観点から，本実験の
結果を検討する。 
【図 6-2】は，各世代での 4 モーラ保持形の回答数および 4 モーラ補完形の
回答数を比較したものである。グラフの斜線の棒は 4 モーラ保持形（例：ヨー
マカ）の回答数を，黒棒は 4 モーラ補完形（例：ヨグマカ）の回答数をそれぞ
れ表す。 
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【図 6-2】短縮パターンにおける世代別の回答数 
 
【図 6-2】から分かる特徴は，次の 2 点が挙げられる。1 つは，年齢層を問わず
4モーラ保持形の回答数が 4モーラ補完形の回答数を上回っていることである。
もう 1 つは，年齢層が上がると 4 モーラ補完形が増える傾向にあるということ
である。10 代と 20 代の間に大きな差はないものの，4 モーラ補完形の回答数は
年齢層が上がるほど右肩上がりに伸びることが見て取れる。具体的な数値を見
ると，10 代における 4 モーラ補完形の回答数は 105 (19.4%) にとどまっている
一方で，60 代以上における 4 モーラ補完形の回答数は 241 (44.6%) とかなり高
い。実際に，カイ二乗検定を行った結果，10 代と 60 代以上の年齢層における
保持形と補完形の回答数に統計的な有意差が認められた (χ2(1) = 27.79, p < .01)。 
次に，各世代の間でモーラ数による差に注目して結果をグラフ化したのが，
【図 6-3】である。【図 6-3】におけるグラフの灰色の棒は，4 モーラ短縮形の回
答数を（【図 6-1】に示した 4 モーラ保持形と 4 モーラ補完形を合算したもの），
網掛けの棒は 3 モーラ短縮形の回答数を（【図 6-1】に示した 3 モーラ補完形と
3 モーラ脱落形を合算したもの）それぞれ表す。 
 
 
 
 
250
338 337
311
283
263
105 101
148
200
220
241
10代 20代 30代 40代 50代 60代以上
4モーラ保持形 4モーラ補完形
（
回
答
数
） 
第 6 章 複合外来語由来の短縮語形成過程に見られる世代差 
103 
 
 
 
 
 
 
【図 6-3】短縮形のモーラ数の違いによる世代別の回答数 
 
【図 6-3】における特徴は，次の 2 点が挙げられる。1 つは，いずれの世代にお
いても 4 モーラ短縮形を選好する傾向が見られることである。もう 1 つは，10
代における 3 モーラ短縮形の回答数が他の年齢層に比べかなり目立つというこ
とである。たとえば，60 代以上の回答と 10 代の回答とを比較すると，60 代以
上における 3 モーラ短縮形の回答数は 36 (6.7%) にとどまっている一方で，10
代における 3 モーラ短縮形の回答数は 185 (34.3%) でかなり高いことが読み取
れる。10 代と 60 代以上の年齢層の間で，モーラ数が異なる短縮語形に対する
回答数に差があるか調べるためにカイ二乗検定を行った結果からも，有意な差
が認められた (χ2(1) = 124.61, p < .01)。 
短縮形のモーラ数による差を検討するためには，3 モーラ補完形と 4 モーラ
補完形の回答数がどう異なるのか比較する必要がある。【図 6-4】は，【図 6-1】
から補完形に対する回答数のみを示したものである。グラフの白棒は 3 モーラ
補完形の回答数（例：ヨグマ）を，黒棒は 4 モーラ補完形（例：ヨグマカ）の
回答数をそれぞれ表す。 
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【図 6-4】各年齢層における補完形の回答数 
 
【図 6-4】の結果からは，4 モーラ補完形の回答は中・高年齢層に偏っており，
一方で 3 モーラ補完形の回答は若年齢層に偏っているという顕著な傾向がうか
がえる。たとえば，60 代以上における 4 モーラ補完形の回答数は 241 (44.6%) 
である一方で，10 代における 4 モーラ補完形の回答数は 105 (19.4%) にとどま
っている。それに対して 10 代における 3 モーラ補完形の回答数は 118 (21.9%) 
である一方で，60 代以上における 3 モーラ補完形の回答数は 29 (5.4%) でかな
り低い。つまり，4 モーラ補完形の回答数は，年齢層が上がるに連れ増加する
傾向にある一方で，3 モーラ補完形の回答数は下がる傾向にあるということで
ある。実際に 10 代と 60 代以上の年齢層とで，補完形の回答数に差があるか調
べるために，カイ二乗検定を行った。その結果，統計的な有意差が認められた 
(χ2(1) = 101.80, p < .01)。以上の結果を受け，次の 6.5 節では，短縮語形成に見ら
れる世代差について考察する。 
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6.5 考察 
 
6.5.1 短縮語の形成方法に見られる世代差 
 
短縮語の形成方法における世代差は，次のような 2 つの観点から観察される。
1 つは，短縮パターン（保持形か補完形か）の選択に見られる世代差であり，も
う 1 つは，3 モーラ短縮形と 4 モーラ短縮形の選択に見られる世代差である。 
選好する短縮パターン（保持形か補完形か）の違いにおける世代差は，4 モ
ーラ短縮形の韻律構造がかかわっていると考えられる。【表 6-5】は，実験語の
一例である「ルート・マカロニ」における 4 モーラ短縮形の韻律構造を示した
ものである（‘ . ’は音節境界を示す）。 
 
【表 6-5】「ルート・マカロニ」における 4 モーラ短縮形の韻律構造 
   モーラ数 音節数  
 4 モーラ保持形 ルー.（マカ） 2 1  
 4 モーラ補完形 ル.ト.（マカ） 2 2  
 
【表 6-5】からうかがえるように，4 モーラ保持形と 4 モーラ補完形の前部要素
の韻律構造を比べると，モーラ数は同じであるのに対し，音節数は 4 モーラ保
持形の方が 1 つ少ない。4 モーラ保持形には，前部要素の第 2 モーラにある長
音がそのまま組み込まれている。長音は音節内にそれ自身のモーラに対応する
分節を持たないため分節要素として扱われず，先行する母音に付属し 1 音節と
して数えられる。このため，前部要素から切り取られた音節数は 1 として数え
られる。それに対して 4 モーラ補完形は，長音の代わりに直後の自立モーラを
組み込むため，前部要素から 2 音節を切り取ることになる。自立モーラは分節
要素として扱われるため，保持形に比べ基体から切り取る分節要素が多いこと
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になる。保持形と補完形における最も大きな違いは，基体から切り取る分節要
素の数，つまり音節数にある。 
【図 6-2】において注目すべき特徴の 1 つとして，中・高年齢層では 4 モーラ
補完形の選択数が高くなっている点が挙げられる。具体的な数値を見ると，50
代の回答数が 220 (40.7%)，60 代以上の回答数が 241 (44.6%) でかなり高いこと
が見て取れる。中・高年齢層における 4 モーラ補完形の指向性は，次のように
解される。長音は，固有の分節要素を持たないため，長音を切り取る 4 モーラ
保持形の場合は，基体から残した分節要素が 4 モーラ補完形よりも少ない。そ
れに比べて 4 モーラ補完形は基体の分節要素を多く残すため，基体の復元を容
易にする語形情報が多くなる。つまり，4 モーラ補完形が中・高年齢層で支持
されやすいという実験結果は，この年齢層において，基体を復元する手がかり
を多く残す方略が好まれていることを示唆する。 
基体から切り取る分節要素の数は，短縮語形のモーラ数における世代差の分
析においても重要である。短縮語形のモーラ数における世代差は，3 モーラ短
縮形（例：ルマカ，ルトマ）と 4 モーラ短縮形（例：ルーマカ，ルトマカ）を
比較することでよりはっきり見えてくる。【図 6-3】において注目すべき特徴は，
10 代における 3 モーラ短縮形の回答数が他の年齢層に比べかなり目立つ一方
で，60 代以上における 3 モーラ短縮形の回答数はかなり低いという点である。
各年齢層において指向される短縮語形をモーラ数に基づいて分析することで，
基体への復元を容易にすることを指向する中・高年齢層と基体への復元のしや
すさをあまり気にしない若年齢層との対立が浮かび上がってくる。 
各世代における短縮語形の指向性は，【図 6-4】の結果からも示されている。
【図 6-4】から，中・高年齢層は 4 モーラ補完形を圧倒的に好む一方で，年齢層
が低くなるほど 3 モーラ補完形をかなり許容しやすい傾向が見て取れる。若年
齢層と中・高年齢層において，4 モーラ補完形と 3 モーラ補完形における選好
傾向に見られるこうした対立には，次のような背景が考えられる。4 モーラ補
完形（例：ヨーグルト・マカロニ → ヨグマカ）は，「F＋F」の韻律構造を持つ
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一方で，3 モーラ補完形（例：ヨーグルト・マカロニ → ヨグマ）は「F＋L」
の韻律構造を持つ。F＋F（例：ヨグマカ）と F＋L（例：ヨグマ）はいずれも日
本語の韻律構造として無標である点では共通するが，語形全体の長さから見る
と F＋L 構造を持つ語は F＋F 構造を持つ語に比べ 1 音節少なく，より短い。以
上を踏まえると【図 6-4】の結果は，10 代の若い世代において，日本語におけ
る無標の韻律的テンプレートを守りつつ，より短い短縮語形を指向するストラ
テジーが選ばれていると解することができる。 
このように，短縮語形成について，短縮パターンおよび短縮語形のモーラ数
といった観点から考察することにより，世代によって異なる短縮方略の動態を
捉えることが可能となる。 
 
6.5.2 短縮語形成に見る言語動態 
 
以上を踏まえ，短縮語形成に見られる世代差をどのように捉えるか，また，
言語使用者の選好傾向という要因がどのように位置づけられるかということに
ついて論じる。 
まず，短縮語形成に影響すると考えられる諸要因のうち，言語使用者の選好
傾向という要因は，どのように位置づけられるかということについて述べる。
本章における実験では，二項フット (bimoraic foot) の構造（例：ヨーグルト・
マカロニ → ヨグマカ）を持つ語形に加え，「F＋L」（3 モーラ補完形，例：ヨ
グマ）および「L＋F」（3 モーラ脱落形，例：ヨマカ）構造を持つ語形を選択肢
として設けている。【図 6-1】の各語形における回答数の内訳を見ると，10 代を
除いて，年齢層を問わず 3 モーラ脱落形を自然と判断した回答が最も少ない。
この結果には，3 モーラ脱落形 (L＋F) が韻律的に有標であり（Itô 1990; Itô, Kit-
agawa and Mester 1996; 窪薗 2005），かつ短縮語形成においても韻律構造の有標
性が関与していることが示唆されている。しかし，一方で 3 モーラ脱落形 (L＋
F) は韻律的に有標であるにもかかわらず，10 代の若い世代からは一定程度選
第 6 章 複合外来語由来の短縮語形成過程に見られる世代差 
108 
好されている。このことから，短縮現象は，韻律構造などの音韻的制約が求め
られる現象でありつつ，最終的な語形の選択には音韻的制約だけではなく，言
語使用者の指向という要因によっても影響される複層的な現象と見なすことが
できる。 
実験結果には，若い世代における 3 モーラ補完形の指向性も示されている。
4 モーラ補完形（例：ヨグマカ）と 3 モーラ補完形（例：ヨグマ）とは，基体か
ら残す分節要素の数が異なっている。4 モーラ短縮形は，基体の復元に寄与す
る分節要素が多い。一方で，3 モーラ補完形（例：ヨグマ）は，4 モーラ補完形
に比べ基体から残す分節要素が少なく，基体を復元することが比較的難しい。
それにもかかわらず，3 モーラ補完形が若い世代において指向されやすいとい
う結果は，どのように解釈すべきであろうか。 
こうした短縮語形の世代差には，言語使用者が短縮語に対して持つ態度が反
映されており，かつ言語に対する話者の態度は，音韻的制約によって決められ
るものではない。このような現状には，10 代の若い世代は既存の世代（中・高
年齢層）が使用していた語形をそのまま引き継ぐのではなく，語形を変化させ
ることで規範的に使われた語形を回避しようとする意識が反映されている。こ
れは，短縮語が「規範からの自由と遊びに特徴を持つことば」（米川 1996: 14）
として位置づけられることを示唆している。 
短縮語形の指向における世代差は，歴史的な変化によるものではない。一般
に歴史的な変化を探究するには，文献として残されている資料を手がかりとし
て，既に変化が完了した言語の現在の姿と過去の姿を比較し，かつその変化の
引き金となった原因を明らかにする作業が必要となる。しかしながら，世代間
における短縮語形の指向性の変化は，歴史的変化であると言えるほどの長い時
間軸の上で観察できるものではなく，共時代における変異形として生起するも
のである。 
最後に，上述した議論を踏まえ，短縮語における今後の動態について簡単に
展望を述べる。特に注目すべきは，3 モーラ短縮形の指向性は，若い世代が中・
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高年齢層になってもそのまま維持されるかどうかという問題である。この問題
については，次のような 2 通りの可能性が考えられる。1 つは，3 モーラ短縮形
の指向性が維持されると想定される場合である。3 モーラ補完形は，F＋L 構造
を持つが，こうした韻律構造は F＋F 構造（4 モーラ補完形）とともに日本語に
おける韻律構造として無標である。しかしながら，【図 6-4】における 10 代の実
験結果から，F＋F 構造を持つ 4 モーラ補完形の回答数は 105 である一方で，F
＋L 構造を持つ 3 モーラ補完形の回答数は 118 と多いことが見て取れる。3 モ
ーラ補完形に対する回答数が 4 モーラ補完形を越えているのは，今回の実験で
は 10 代のみである。3 モーラ補完形と 4 モーラ補完形は，いずれも無標の韻律
構造を持つものの，語形の長さは前者の方が 1 音節短い。このことから，今後
の若い世代になるに連れ，日本語の韻律テンプレートとしてあり得る候補のう
ち，より短い語形を指向するというストラテジーに変わっていく可能性が捨て
きれない。仮に，今後の世代においてもこうした指向性が維持されれば，今後
3 モーラ短縮形がデフォルト形になることを意味し，それは，言語変化の兆候
としてみなされる。一方で，3 モーラ短縮形の指向性が維持されない可能性も
考えられる。この場合における 1 つの考え方として，3 モーラ短縮形が集団語
として位置づけられていた可能性が挙げられる。現在の 10 代の話者は，やがて
社会へ進出すると新しい社会集団に属することになる。ゆえに，集団語として
使用していた 3 モーラ短縮形を使用する機会が，10 代の時に比べて少なくなる
と考えられる。 
こうした選好傾向の世代差が一時的に現れたものであるか，それとも変化の
先駆けとして 10 代の若い世代に萌芽的に現れているものであるかということ
について，直ちに結論を導くことは難しい。今後の若い世代が如何なる短縮語
形を好むようになるかという動態については，今回の結果を踏まえた上で引き
続き追究していくことが求められる。 
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6.6 本章のまとめ 
 
本章では，短縮語形成過程に見られる世代差について議論した。 
複合語由来の短縮語データベースを分類した結果，前部要素の第 2 モーラに
長音が含まれている語には，「4 モーラ保持形」，「4 モーラ補完形」，「3 モーラ
補完形」，「3 モーラ脱落形」の 4 つの短縮語形が存在し得ることが分かった。 
語形成実験を通じて得られた結果は，以下の 2 点である。第一に，全ての年
齢層において，前部要素の第 2 モーラに長音を含む複合外来語の短縮語形は，
保持形として短縮されやすい。第二に，中・高年齢層が専ら基体を復元する手
がかりを多く残す語形を選好する一方で，若年齢層は規範意識から離れた変則
的タイプを許容しやすい傾向が認められた。 
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7.1 本研究のまとめ 
  
本研究では，データベースを基にした記述的アプローチおよび実験的アプロ
ーチにより，短縮現象の仕組みを音韻的要因（音節構造や同音連続）および言
語使用者の選好傾向による影響に注目して考察してきた。 
第 2 章では，韻律形態論 (prosodic morphology) の枠組みを用いて分析してい
る先行研究を取り上げながら，従来の音韻研究において主に注目を集めた韻律
形態現象（重複，愛称語形成）を紹介しつつ，日本語における韻律形態現象（倒
位語形成，愛称語形成，短縮現象）について概観した。また，（1）の韻律範疇
（二項フット (bimoraic foot)，音節構造 (syllable structure)，韻律最小性 (prosodic 
minimality)）を導入することで，本研究の考察対象である複合外来語に由来する
短縮語形の分析に有効な説明が与えられることを示した。 
 
（1） 韻律語 (PrWd) 
｜ 
フット (F) 
｜ 
音節 (σ) 
｜ 
モーラ (μ)     （第 2 章の（2）（8）の再掲） 
 
ところが，本研究におけるデータベースの中には，（1）に関連する韻律的制
約を満たしていても出力されない事例が存在する。たとえば，「シャープ・ペン
第 7 章 結論 
第 7 章 結論 
112 
シル」における保持形「シャーペン」ならびに補完形「*シャプペン」は，いず
れも短縮語形における韻律的制約に違反しない語形である。それにもかかわら
ず，補完形が出力されないのは，同音連続による OCP 制約の違反（*シャプペ
ン）を回避する結果にほかならない。さらにここで注目すべきことは，韻律的
制約に加え，OCP 制約のような音韻的要因を全て満たす短縮語形が，1 つの基
体に対して複数存在し得る点である。以上のことから，最終的にどのような語
形が選択されるかという問題に対して完全な予測を示すことは，短縮現象を音
韻論的観点から考察するだけでは難しいことを指摘した。以上の問題意識から
本研究では，短縮現象が韻律的制約にコントロールされる現象であるという先
行研究の知見を認めつつ，同音連続による OCP 制約の影響（第 5 章）および言
語使用者の選好傾向による影響（第 6 章）がかかわる複層的な現象であること
を主張した。 
第 3 章では，複合語由来の短縮語データベースの分析結果を踏まえ，本研究
がなぜ複合外来語の前部要素に長音を含む語とその短縮語形に注目するのかと
いうことについて検討を加えた。変則的タイプの短縮語形である補完形は，前
部要素の第 2 モーラにある特殊モーラの代わりに，後続する自立モーラを短縮
語形に組み込む点が特徴的である。複合語由来の短縮語データベースの分析結
果により，こうした変則的タイプは，それ自身のモーラに対応する分節を持た
ないとされる長音を，前部要素の第 2 モーラに含む場合において多く生じるこ
とが明らかになった。また，漢語に由来する短縮語の場合は，文字をベースと
して形成されるという特徴があるため，短縮パターンがある程度予測できてし
まい，本研究の目的にそぐわないことを指摘した。加えて，基体の出力形にお
ける分節要素の数の比較を通して，保持形には基体をより短くするという動機
が，補完形には基体の復元を指向するという動機が，それぞれ優先的に働いて
いることを示した。 
第 4 章では，基体の音節構造が短縮語形成に与える影響について，実在語の
分析および語形成実験を通して明らかにした。具体的には，全体的に保持形が
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指向されやすいこと，また，初頭 2 音節が HL で始まると保持形として短縮さ
れやすい一方で，HH で始まると補完形として短縮されやすいことが明らかに
なった。さらに，基体が短いと保持形として短縮されやすい一方で，長いと補
完形として短縮されやすいことが明らかになった。第 4 章における議論により，
基体の音節構造が短縮語形成に影響する重要な音韻的要因の 1 つであるという
新たな知見が得られたと言える。 
さらに第 4 章では，保持形と補完形の特徴に関する議論を行った。保持形の
場合，独自の分節を持たない長音が出力形に組み込まれるため，元の語より分
節要素の数は少なくなる。一方で，補完形は，第 2 モーラにある長音の代わり
に直後の自立モーラが組み込まれるため，保持形に比べ基体の分節要素の数を
多く残すことになる。1 つの基体において複数の短縮語形が存在し得るという
事実から，短縮現象において指向される方略は，単に入力される語を短くする
ことではないことが分かる。仮に，入力される語を短くするという動機が優先
的に働ければ保持形として短縮されやすく，一方で基体の復元に寄与する分節
要素を多く残そうとする動機が優先的に働ければ補完形として短縮されやすい。
短縮現象において，一見矛盾しているように見えるこれらの原則は，言語を運
用する使い手の選好傾向によって，よりはっきりと現れてくる。この点につい
ては，第 6 章で考察した。 
第 5 章では，短縮語形成に影響するもう 1 つの音韻的要因として，同音連続
による影響（OCP 制約）について考察した。複合語由来の短縮語データベース
の分析結果により，補完形の形態素境界部に同音連続が生じると，OCP 制約の
違反を回避するために補完形が出力されにくい傾向が確認された。しかし，数
少ない実在語データだけでは説明が不十分である点，また，実在する個々の語
のうち，一定のパターンとして短縮されやすい実例を取り除く必要があるとい
う点から，音韻条件をコントロールした語形成実験を行った。その結果，出来
上がった短縮語の形態素境界部に同音連続が生じる場合は，補完形として短縮
されにくいことが明らかになった。また，OCP 制約は形態素内部のみならず，
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形態素境界部でも観察されることが分かった。さらに，素性層において OCP 制
約に違反する箇所が多いほど補完形が避けられやすく（「同一音節 (CV) > 同一
子音 (C) 」の順で OCP 制約に違反しやすい），「OCP-labial > OCP-coronal, OCP-
dorsal」の順に OCP 制約が強く働くという結果が得られた。 
日本語の形態音韻現象には，連濁や複合語アクセント形成のように後部要素
が語形成に影響する場合が多いが，第 5 章で取り上げた OCP 制約に影響される
短縮現象は，前部要素と後部要素の両方が関与する現象である。第 5 章におけ
る成果は，今後日本語における形態音韻論・韻律形態論の研究に広く応用でき
る可能性を示したと言える。 
第 6 章では，短縮現象における日本語の言語動態の現状とその仕組みの記述
を試みた。第 6 章における語形成実験の結果から，典型的な短縮語形である 4
モーラ短縮形は中・高年齢層に支持されやすく，一方で若年齢層は 3 モーラ短
縮形の許容度が高いという結果が得られた。とりわけ 3 モーラ短縮形の指向性
は，10 代の若い世代にはっきりと現れている。このような現状には，既存の世
代（中・高年齢層）が使用していた語形をそのまま引き継ぐのではなく，語形
を変化させることで規範的に使われる語形を回避しようとする，10 代の若い世
代の意識が反映されていると考えることができる。 
第 6 章における議論によって，短縮現象は，従来の研究において示されてき
たように専ら音韻的要因のみによってコントロールされる現象ではなく，言語
使用者の選好傾向によっても大きく影響される複層的現象であることが明らか
になった。また，短縮現象における言語動態の記述に加え，世代による短縮方
略の違いを変化の兆しとして見なす点は，第 6 章における大きな成果であると
言える。 
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7.2 今後の課題と展望 
 
本研究では，全ての章において実証的なデータを通じて，これまでに開拓さ
れてきた理論的な知見に対して，新たな観点からの多角的な考察を進めてきた。
本研究の考察により，前節で述べたような成果が得られているが，今後さらに
考えていく必要のある発展的な課題も残されている。 
まず，促音がかかわる短縮語形成のメカニズムについて解明することである。
本論文の第 3 章に示した複合語由来の短縮語データベースの分類結果（本論文
3.3.3 節の【表 3-2】を参照）を見ると，前部要素の第 2 モーラに促音を含む場
合において，補完形の出現率は約 42%であり（例：ネット・ゲーム → ネトゲ
ー ～ ネトゲ，*ネッゲー ～ *ネッゲ），長音における補完形の出現率 (34.2%) 
を上回っている事実がうかがえる。しかしながら，複合語由来の短縮語データ
ベースのうち，促音を基体の前部要素に含む実例はわずか 25 語にとどまって
いる。さらには，長音の場合，特殊モーラを埋める分節が同一音節内にあるの
に対して，促音は後接する音節の頭子音によって分節が埋められるという特徴
がある。このことから，前部要素の第 2 モーラに促音を含む場合においては，
直後の頭子音との共起関係が短縮語形成に影響する可能性について考慮する必
要がある。日本語においては，一般に有声重子音の出現が阻止されやすいが 
(Kuroda 1965; Itô and Mester 1999)，外来語では有声重子音の出現が随意的に起
こり得る（例：ドッグ (doggu) ～ドック (dokku)）とされている (Itô and Mester 
1995; Nishimura 2006)。後部要素の頭子音が有声子音である場合と無声子音であ
る場合とで保持形と補完形の出力に差があるかどうかを実験によって検証する
ことで，有声重子音の出現制約に関する実証的探究が可能となると考えられる。 
次に，OCP 制約をめぐった問題についてである。本論文の第 5 章では，調音
点に関する素性に加え，各阻害音とその対立に付随する有声性の影響について
明らかにしたが，その他の素性における OCP 制約についてもさらなる考察を行
う必要がある。具体的には，同じ調音点を有する子音の中でも，調音様式が異
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なる場合が考えられる。たとえば，/p/ と /m/ は，いずれも labial を調音点にす
る子音であるものの，調音様式はそれぞれ破裂音と鼻音で異なる。このように，
同じ調音点を有する子音の中でも，鼻音性 (nasal) の有無による音連続が短縮
語形の出力に与える影響について検証することができる（例：mp, bm など）。
同音回避にかかわる素性の全体像については今後の課題に委ねることとし，上
記のような課題を今後実証的に解明していくことで，素性に関する従来の理論
的知見に対する新しい裏付けが大いに期待できると考えられる。 
また，短縮語形成過程に見られる世代差の動向に関しては，次のような意義
のある課題が残されている。本論文の第 6 章では，短縮現象に関して今まで知
られていなかった事実，すなわち，短縮語形成過程における世代差について明
らかにすることができた。本研究の観察範囲で最も特徴的なものとしては，10
代の若い世代における 3 モーラ短縮形の指向性が挙げられる。若い世代におけ
るこうしたストラテジーは，現時点での世代における言語の捉え方の違いとい
う見方もできれば，今後定着していく可能性のある語形の発生，つまり，短縮
語の形成方略における変化の兆しとして捉えることもできる。若い世代におけ
る 3 モーラ短縮語形の指向性は非常に興味深い問題であり，こうした発展的課
題に対する継続的な観察は，今後の研究に委ねることにする。
【付録資料】複合語由来の短縮語データベース
【付録資料】 複合語由来の短縮語データベース
短縮語 σ μ 音節構造 前部 σ μ 音節構造 後部 σ μ 音節構造 ｍ1 ｍ2 m1 m2 m1 m2 資料 年
1 アートラ 3 4 ＨＬＬ アート 2 3 ＨＬ トラック 3 4 ＬＨＬ Ｒ art truck カ 2007
2 アイカツ 3 4 ＨＬＬ アイドル 3 4 ＨＬＬ カツドウ 3 4 ＬＬＨ Ｊ idol 活動 混 文 2014
3 アイコ 2 3 ＨＬ アイス 2 3 ＨＬ コーヒー 2 4 ＨＨ Ｊ Ｒ * A ice coffee アイコー 文 2014
4 アイコー 2 4 ＨＨ アイス 2 3 ＨＬ コーヒー 2 4 ＨＨ Ｊ Ｒ ice coffee アイコ 文 2014
5 アイコラ 3 4 ＨＬＬ アイドル 3 4 ＨＬＬ コラージュ 3 4 ＬＨＬ Ｊ idol collage 現 2014
6 アイコン 2 4 ＨＨ アイ 1 2 Ｈ コンタクト 4 5 ＨＬＬＬ Ｊ Ｎ eye contact 那 2008
7 アイソメ 3 4 ＨＬＬ アイソ 2 3 ＨＬ メトリック 4 5 ＬＬＨＬ Ｊ isometric カ 2007
8 アイパー 2 4 ＨＨ アイロン 2 4 ＨＨ パーマ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｒ iron permanent (wave) カ 2007
9 アイホ 2 3 ＨＬ アイス 2 3 ＨＬ ホッケー 2 4 ＨＨ Ｊ Ｑ * A ice hockey アイホケ ロ 2006
10 アイホケ 3 4 ＨＬＬ アイス 2 3 ＨＬ ホッケー 2 4 ＨＨ Ｊ Ｑ * B ice hockey アイホ 文 2014
11 アイマス 3 4 ＨＬＬ アイドル 3 4 ＨＬＬ マスター 3 4 ＬＬＨ Ｊ idol master 文 2014
12 アイミー 2 4 ＨＨ アイス 2 3 ＨＬ ミルク 3 3 ＬＬＬ Ｊ ice milk 音変化 カ 2007
13 アウドロ 3 4 ＨＬＬ アウト 2 3 ＨＬ ドロップ 3 4 ＬＨＬ Ｊ outdrop カ 2007
14 アカハラ 4 4 ＬＬＬＬ アカデミック 5 6 ＬＬＬＨＬ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ academic harassment 文 2014
15 アクキン 3 4 ＬＬＨ アクセス 4 4 ＬＬＬＬ キンシ 2 3 ＨＬ Ｎ access 禁止 混 文 2014
16 アケゲー 3 4 ＬＬＨ アーケード 3 5 ＨＨＬ ゲーム 2 3 ＨＬ Ｒ Ｒ * B arcade game 文 2014
17 アコギ 3 3 ＬＬＬ アコースティック 5 7 ＬＨＬＨＬ ギター 2 3 ＬＨ * A acoustic guitar 文 2014
18 アサシャン 3 4 ＬＬＨ アサ 2 2 ＬＬ シャンプー 2 4 ＨＨ Ｎ 朝 shampoo 文 2014
19 アサドラ 4 4 ＬＬＬＬ アサ 2 2 ＬＬ ドラマ 3 3 ＬＬＬ 朝 drama 混 文 2014
20 アジカン 3 4 ＬＬＨ アジアン 3 4 ＬＬＨ カンフー 2 4 ＨＨ Ｎ ASIAN KUNG-FU GENERATION 那 2008
21 アジビラ 4 4 ＬＬＬＬ アジテーション 4 6 ＬＬＨＨ ビラ 2 2 ＬＬ agitation bill カ 2007
22 アジプロ 4 4 ＬＬＬＬ アジテーション 4 6 ＬＬＨＨ プロパガンダ 5 6 ＬＬＬＨＬ agitation propaganda カ 2007
23 アダチル 4 4 ＬＬＬＬ アダルト 4 4 ＬＬＬＬ チルドレン 4 5 ＬＬＬＨ adult children 文 2014
24 アテレコ 4 4 ＬＬＬＬ アテ 2 2 ＬＬ レコーディング 4 6 ＬＨＨＬ 当て recording 混 カ 2007
25 アドヘン 3 4 ＬＬＨ アドレス 4 4 ＬＬＬＬ ヘンコウ 2 4 ＨＨ Ｎ address 変更 混 現 2011
26 アナコン 3 4 ＬＬＨ アナログ 4 4 ＬＬＬＬ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｎ analog computer 那 2008
27 アナデジ 4 4 ＬＬＬＬ アナログ 4 4 ＬＬＬＬ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ analog digital 現 2011
28 アニカジ 4 4 ＬＬＬＬ アニメーション 4 6 ＬＬＨＨ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ animation casual 音変化 カ 2007
29 アニサマ 4 4 ＬＬＬＬ アニメロ 4 4 ＬＬＬＬ サマー 2 3 ＬＨ Animelo Summer 現 2014
30 アニソン 3 4 ＬＬＨ アニメーション 4 6 ＬＬＨＨ ソング 2 3 ＨＬ Ｎ animation song 文 2014
31 アニパロ 4 4 ＬＬＬＬ アニメーション 4 6 ＬＬＨＨ パロディー 3 4 ＬＬH animation parody 伊 1999
32 アパマン 3 4 ＬＬＨ アパート 3 4 ＬＨＬ マンション 2 4 ＨＨ Ｎ apartment mansion 文 2014
33 アフパク 4 4 LLＬＬ アフガニスタン 6 7 ＬＬＬＬＬＨ パキスタン 4 5 ＬＬＬＨ Afghanistan Pakistan 音変化 現 2010
34 アフレコ 4 4 ＬＬＬＬ アフター 3 4 ＬＬＨ レコーディング 4 6 ＬＨＨＬ after recording 文 2014
35 アポリツ 4 4 ＬＬＬＬ アポイントメント 5 8 ＬＨ´ＬＨＬ リツ 2 2 ＬＬ appointment 率 混 カ 2007
36 アメカジ 4 4 ＬＬＬＬ アメリカン 4 5 ＬＬＬＨ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ American Casual 音変化 文 2014
37 アメコミ 4 4 ＬＬＬＬ アメリカン 4 5 ＬＬＬＨ コミックス 4 5 ＬＨＬＬ american comics 文 2014
38 アメザリ 4 4 ＬＬＬＬ アメリカ 4 4 ＬＬＬＬ ザリガニ 4 4 ＬＬＬＬ america ザリガニ 混 文 2014
39 アメショー 3 4 ＬＬＨ アメリカン 4 5 ＬＬＬＨ ショートヘアー 4 6 ＨＬＬＨ Ｒ american shorthair カ 2007
40 アメチョ 3 3 ＬＬＬ アメリカン 4 5 ＬＬＬＨ チョッパー 2 4 HＨ Ｑ * A American Chopper 那 2008
41 アメトラ 4 4 ＬＬＬＬ アメリカン 4 5 ＬＬＬＨ トラディショナル 6 6 ＬＬＬＬＬＬ american traditional カ 2007
42 アメフト 4 4 ＬＬＬＬ アメリカン 4 5 ＬＬＬＨ フットボール 4 6 ＨＬＨＬ Ｑ * B american football アメフット 文 2014
43 アメブロ 4 4 ＬＬＬＬ アメーバ 3 4 ＬＨＬ ブログ 3 3 ＬＬＬ ameba blog 文 2014
44 アメヤン 3 4 ＬＬＨ アメリカン 4 5 ＬＬＬＨ ヤング 2 3 ＨＬ Ｎ american young ロ 2006
45 アメラグ 4 4 ＬＬＬＬ アメリカン 4 5 ＬＬＬＨ ラグビー 3 4 ＬＬＨ american rugby カ 2007
46 アラカン 3 4 ＬＬＨ アラウンド 3 5 ＬＨ´Ｌ カンレキ 3 4 ＨＬＬ Ｎ around 還暦 混 文 2014
その他 出典語形情報 原形情報 特殊モーラ 変則発生 短縮パターン 原語
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47 アラサー 3 4 ＬＬＨ アラウンド 3 5 ＬＨ´Ｌ サーティー 2 4 ＨＨ Ｒ around thirty 現 2014
48 アラナイ 3 4 ＬＬＨ アラウンド 3 5 ＬＨ´Ｌ ナインティー 2 5 Ｈ´Ｈ Ｊ around ninety 現 2014
49 アラハン 3 4 ＬＬＨ アラウンド 3 5 ＬＨ´Ｌ ハンドレッド 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ around hundred 現 2014
50 アラフィー 3 4 ＬＬＨ アラウンド 3 5 ＬＨ´Ｌ フィフティー 3 4 ＬＬＨ around fifty 音変化、アラフィフ 現 2014
51 アラフィフ 4 4 ＬＬＬＬ アラウンド 3 5 ＬＨ´Ｌ フィフティー 3 4 ＬＬＨ around fifty アラフィー 現 2014
52 アラフォー 3 4 ＬＬＨ アラウンド 3 5 ＬＨ´Ｌ フォーティー 2 4 ＨＨ Ｒ around forty 現 2013
53 アラママ 4 4 ＬＬＬＬ アラウンド 3 5 ＬＨ´Ｌ ママ 2 2 ＬＬ around mama 現 2014
54 アリコン 3 4 ＬＬＨ アリス 3 3 ＬＬＬ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ alice complex ロ 2006
55 アルサロ 4 4 ＬＬＬＬ アルバイト 4 5 ＬＬＨＬ サロン 2 3 ＬＨ (独)Arbeit (英)salon カ 2007
56 アルチュウ 3 4 ＬＬＨ アルコール 4 5 ＬＬＨＬ チュウドク 3 4 ＨＬＬ Ｒ alcohol 中毒 混 文 2014
57 アルハラ 4 4 ＬＬＬＬ アルコール 4 5 ＬＬＨＬ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ alcohol harassment 文 2014
58 アングラ 3 4 ＨＬＬ アンダー 2 4 ＨＨ グラウンド 3 5 ＬＨ´Ｌ Ｎ underground 文 2014
59 アンコン 2 4 ＨＨ アンサンブル 4 6 ＨＨＬＬ コンサート 3 5 ＨＨＬ Ｎ Ｎ (仏)ensemble  (英)concert 文 2014
60 アンコン 2 4 ＨＨ アン 1 2 Ｈ コンストラクテッド 7 9 ＨＬＬＬＬＨＬ Ｎ Ｎ unconstructed ロ 2006
61 アンバラ 3 4 ＨＬＬ アン 1 2 Ｈ バランス 3 4 ＬＨＬ Ｎ unbalance カ 2007
62 アンバレ 3 4 ＨＬＬ アンチ 2 3 ＨＬ バレンチノ 4 5 ＬＨＬＬ Ｎ anti valentino 米 1998
63 アンマリ 3 4 ＨＬＬ アン 1 2 Ｈ マリッド 3 4 ＬＨＬ Ｎ unmarried カ 2007
64 アンミ 2 3 ＨＬ アンナ 2 3 ＨＬ ミラーズ 3 4 ＬＨＬ Ｎ * A Anna Miller's アンミラ ロ 2006
65 アンミラ 3 4 ＨＬＬ アンナ 2 3 ＨＬ ミラーズ 3 4 ＬＨＬ Ｎ Anna Miller's アンミ 米 1998
66 イエモン 3 4 ＬＬＨ イエロー 3 4 ＬＬＨ モンキー 2 4 ＨＨ Ｎ (THE) YELLOW MONKEY 那 2008
67 イタカジ 4 4 ＬＬＬＬ イタリアン 4 5 ＬＬＬＨ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ Italian casual 音変化 カ 2007
68 イタチキ 4 4 ＬＬＬＬ イタリアン 4 5 ＬＬＬＨ チキン 2 3 ＬＨ Italian chicken 文 2014
69 イタチョコ 4 4 ＬＬＬＬ イタ 2 2 ＬＬ チョコレート 4 5 ＬＬＨＬ 板 chocolate 混 外 1990
70 イタトマ 4 4 ＬＬＬＬ イタリアン 4 5 ＬＬＬＨ トマト 3 3 ＬＬＬ ITALIAN TOMATO 米 1998
71 イタドレ 4 4 ＬＬＬＬ イタリアン 4 5 ＬＬＬＨ ドレッシング 4 6 ＬＨＨＬ Italian dressing 文 2014
72 イタハン 3 4 ＬＬＨ イタリアン 4 5 ＬＬＬＨ ハンバーグ 3 5 ＨＨＬ Ｎ Italian hamburg 文 2014
73 イタベル 4 4 ＬＬＬＬ イタズラ 4 4 ＬＬＬＬ ベル 2 2 ＬＬ いたずら bell 混　 米 1998
74 イタメシ 4 4 ＬＬＬＬ イタリアン 4 5 ＬＬＬＨ メシ 2 2 ＬＬ Italian 飯 混 文 2014
75 イタメル 4 4 ＬＬＬＬ イタズラ 4 4 ＬＬＬＬ メール 2 3 ＨＬ Ｒ * B いたずら mail 混 那 2008
76 イツメン 3 4 ＬＬＨ イツモノ 4 4 ＬＬＬＬ メンバー 2 4 ＨＨ Ｎ いつもの member 混 現 2010
77 イベコン 3 4 ＬＬＨ イベント 3 4 ＬＨＬ コンパニオン 4 6 ＨＬＬＨ Ｎ event companion 文 2014
78 イメキャラ 4 4 ＬＬＬＬ イメージ 3 4 ＬＨＬ キャラクター 4 5 ＬＬＬＨ image character 現 2014
79 イメクラ 4 4 ＬＬＬＬ イメージ 3 4 ＬＨＬ クラブ 3 3 ＬＬＬ image club 現 2013
80 イメチェン 3 4 ＬＬＨ イメージ 3 4 ＬＨＬ チェンジ 2 3 ＨＬ Ｎ image change 文 2014
81 イメトレ 4 4 ＬＬＬＬ イメージ 3 4 ＬＨＬ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ image training 文 2014
82 インオペ 3 4 ＨＬＬ イン 1 2 Ｈ オペラブル 5 5 ＬＬＬＬＬ Ｎ inoperable 現 2012
83 インカレ 3 4 ＨＬＬ インター 2 4 ＨＨ カレッジ 3 4 ＬＨＬ Ｎ intercollege 文 2014
84 インコン 2 4 ＨＨ インフェリオリティ 6 7 ＨＬＬＬＬＬ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ Ｎ inferiority complex ロ 2006
85 インデザ 3 4 ＨＬＬ イン 1 2 Ｈ デザイン 2 4 ＬＨ´ Ｎ indesign 那 2008
86 インドロ 3 4 ＨＬＬ イン 1 2 Ｈ ドロップ 3 4 ＬＨＬ Ｎ indrop ロ 2006
87 インパネ 3 4 ＨＬＬ インストルメンタル 7 9 ＨＬＬＬＨＬＬ パネル 3 3 ＬＬＬ Ｎ instrumental panel ロ 2006
88 インプロ 3 4 ＨＬＬ イン 1 2 Ｈ プロフェッショナル 6 7 ＬＬＨＬＬＬ Ｎ in professional 伊 1999
89 インマニ 3 4 ＨＬＬ インテーク 3 5 ＨＨＬ マニホールド 5 6 ＬＬＨＬＬ Ｎ intake manifold 文 2014
90 インレタ 3 4 ＨＬＬ インスタント 4 6 ＨＬＨＬ レタリング 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ instant lettering ロ 2006
91 ウィンステ 3 4 ＨＬＬ ウィン 1 2 Ｈ ステップ 3 4 ＬＨＬ Ｎ win step 文 2014
92 ウーハイ 2 4 ＨＨ ウーロン(チャ) 2 4 ＨＨ ハイボール 3 5 ＨＨＬ Ｒ Ｊ 烏龍茶 highball 混 ロ 2006
93 ウェッティ 2 3 ＨＨ ウェット 2 3 ＨＬ ティッシュ 2 3 ＨＬ Ｑ Ｑ * A wet tissue 文 2014
94 ウェブテ 3 3 ＬＬＬ ウェブ 2 2 ＬＬ テスト 3 3 ＬＬＬ * A web test 文 2014
95 ウサカフェ 4 4 ＬＬＬＬ ウサギ 3 3 ＬＬＬ カフェ 2 2 ＬＬ うさぎ (仏)café 混 文 2014
96 ウリオペ 4 4 ＬＬＬＬ ウリ 2 2 ＬＬ オペレーション 4 6 ＬＬＨＨ 売り operation 混 現 2010
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97 エアオン 3 4 ＬＬＨ エア 2 2 ＬＬ オンリー 2 4 ＨＨ Ｎ air only 現 2014
98 エアクリ 4 4 ＬＬＬＬ エア 2 2 ＬＬ クリーナー 3 5 ＬＨＨ air cleaner 文 2014
99 エアコン 3 4 ＬＬＨ エア 2 2 ＬＬ コンディショナー 4 6 ＨＬＬＨ Ｎ air conditioner 文 2014
100 エアコン 3 4 ＬＬＨ エア 2 2 ＬＬ コンディショニング 5 7 ＨＬＬＨＬ Ｎ air conditioning カ 2007
101 エイハラ 3 4 ＨＬＬ エイジング 3 5 ＨＨＬ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ Ｊ aging harassment 現 2013
102 エキパイ 3 4 ＬＬＨ エキゾースト 5 6 ＬＬＨＬＬ パイプ 2 3 ＨＬ Ｊ exhaust pipe 文 2014
103 エキマニ 4 4 ＬＬＬＬ エキゾースト 5 6 ＬＬＨＬＬ マニホールド 5 6 ＬＬＨＬＬ exhaust manifold 文 2014
104 エコラン 3 4 ＬＬＨ エコロジー 4 5 ＬＬＬＨ ランニング 3 5 ＨＨＬ Ｎ ecology running 文 2014
105 エコラン 3 4 ＬＬＨ エコノミー 4 5 ＬＬＬＨ ラン 1 2 Ｈ Ｎ economy run カ 2007
106 エコレン 3 4 ＬＬＨ エコロジー 4 5 ＬＬＬＨ レンジャー 2 4 ＨＨ Ｎ ecology ranger ロ 2006
107 エヌコン 3 4 ＬＬＨ エヌエイチケー 5 7 ＬＬＨＬＨ コンクール 3 5 ＨＨＬ Ｎ NHK (仏)concours 那 2008
108 エヌスペ 4 4 ＬＬＬＬ エヌエイチケー 5 7 ＬＬＨＬＨ スペシャル 4 4 ＬＬＬＬ NHK special 文 2014
109 エネセン 3 4 ＬＬＨ エネルギー 4 5 ＬＬＬＨ センター 2 4 ＨＨ Ｎ (独)energie center 文 2014
110 エビマヨ 4 4 ＬＬＬＬ エビ 2 2 ＬＬ マヨネーズ 4 5 ＬＬＨＬ 海老 (仏)mayonnaise 混 文 2014
111 エムステ 4 4 ＬＬＬＬ エム 2 2 ＬＬ ステーション 3 5 ＬＨＨ music station 文 2014
112 エレアコ 4 4 ＬＬＬＬ エレクトリック 6 7 ＬＬＬＬＨＬ アコギ 3 3 ＬＬＬ electric acoustic guitar 文 2014
113 エレガー 3 4 ＬＬＨ エレベーター 4 6 ＬＬＨＨ ガール 2 3 ＨＬ Ｒ elevator girl 米 1996
114 エロガ 3 3 ＬＬＬ エロチック 4 5 ＬＬＨＬ ガゾウ 2 3 ＬＨ erotic 画像 混 現 2010
115 エログロ 4 4 ＬＬＬＬ エロチック 4 5 ＬＬＨＬ グロテスク 5 5 ＬＬＬＬＬ erotic grotesque カ 2007
116 エロプリ 4 4 ＬＬＬＬ エロチック 4 5 ＬＬＨＬ プリクラ 4 4 ＬＬＬＬ erotic printclub 現 2012
117 エンスト 3 4 ＨＬＬ エンジン 2 4 ＨＨ ストップ 3 4 ＬＨＬ Ｎ engine stop 文 2014
118 エンスト 3 4 ＨＬＬ エンジン 2 4 ＨＨ ストール 3 4 ＬＨＬ Ｎ engine stall 文 2014
119 エンビ 2 3 ＨＬ エンカ 2 3 ＨＬ ビニール 3 4 ＬＨＬ Ｎ * A 塩化 vinyl 混 文 2014
120 エンプラ 3 4 ＨＬＬ エンジニアリング 6 8 ＨＬＬＬＨＬ プラスチック 5 6 ＬＬＬＨＬ Ｎ engineering plastic カ 2007
121 エンブレ 3 4 ＨＬＬ エンジン 2 4 ＨＨ ブレーキ 3 4 ＬＨＬ Ｎ engine brake 那 2008
122 オイコン 2 4 ＨＨ オイダシ 3 4 ＨＬＬ コンパ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｎ 追い出し company 混 文 2014
123 オーキャン 2 4 ＨＨ オープン 2 4 ＨＨ キャンパス 3 4 ＨＬＬ Ｒ Ｎ open campus 現 2014
124 オーライ 2 4 ＨＨ オール 2 3 ＨＬ ライト 2 3 ＨＬ Ｒ Ｊ all right 那 2008
125 オケコン 3 4 ＬＬＨ オーケストラ 5 6 ＨＬＬＬＬ コンチェルト 4 5 ＨＬＬＬ Ｒ Ｎ * B orchestra (伊)concerto 文 2014
126 オケピ 3 3 ＬＬＬ オーケストラ 5 6 ＨＬＬＬＬ ピット 2 3 ＨＬ Ｒ Ｑ * * B A orchestra pit オケピット 那 2008
127 オフカイ 3 4 ＬＬＨ オフライン 3 5 ＬＬＨ´ カイ 1 2 Ｈ Ｊ off-line 会 混 文 2014
128 オフコン 3 4 ＬＬＨ オフィス 3 3 ＬＬＬ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｎ office computer 文 2014
129 オフコン 3 4 ＬＬＨ オフ 2 2 ＬＬ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｎ off computer ロ 2006
130 オフショル 4 4 ＬＬＬＬ オフ 2 2 ＬＬ ショルダー 3 4 ＬＬＨ off shoulder 現 2014
131 オフセ 3 3 ＬＬＬ オフ 2 2 ＬＬ セット 2 3 ＨＬ Ｑ * A offset ロ 2006
132 オフミ 3 3 ＬＬＬ オフライン 3 5 ＬＬＨ´ ミーティング 3 5 ＨＨＬ Ｒ * A offline meeting カ 2007
133 オフリミ 4 4 ＬＬＬＬ オフ 2 2 ＬＬ リミット 3 4 ＬＨＬ off-limits 現 2013
134 オフレコ 4 4 ＬＬＬＬ オフ 2 2 ＬＬ レコード 3 4 ＬＨＬ off (the) record 文 2014
135 オペセン 3 4 ＬＬＨ オペレーション 4 6 ＬＬＨＨ センター 2 4 ＨＨ Ｎ operation center 現 2013
136 オリガ 3 3 ＬＬＬ オリジナル 5 5 ＬＬＬＬＬ ガゾウ 2 3 ＬH * A original 画像 混 文 2014
137 オリコン 3 4 ＬＬＨ オリジナル 5 5 ＬＬＬＬＬ コンフィデンス 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ original confidence 文 2014
138 オリコン 3 4 ＬＬＨ オリジナル 5 5 ＬＬＬＬＬ コンボ 2 3 ＨＬ Ｎ original combo 文 2014
139 オリラジ 4 4 ＬＬＬＬ オリエンタル 5 6 ＬＬＨＬＬ ラジオ 3 3 ＬＬＬ oriental radio 文 2014
140 オルスタ 4 4 ＬＬＬＬ オール 2 3 ＨＬ スタンディング 4 6 ＬＨＨＬ Ｒ * B all standing 文 2014
141 オレカ 3 3 ＬＬＬ オレンジ 3 4 ＬＨＬ カード 2 3 ＨＬ Ｒ * A orange card 外 1990
142 オレジュー 3 4 ＬＬＨ オレンジ 3 4 ＬＨＬ ジュース 2 3 ＨＬ Ｒ orange juice 文 2014
143 オンカメ 3 4 ＨＬＬ オン 1 2 Ｈ カメラ 3 3 ＬＬＬ Ｎ on camera カ 2007
144 オンクリ 3 4 ＨＬＬ オンライン 2 5 ＨＨ´ クリエーターズ 5 7 ＬＬＨＨＬ Ｎ online creators ロ 2006
145 オンコン 2 4 ＨＨ オンガク 3 4 ＨＬＬ コンクール 3 5 ＨＨＬ Ｎ Ｎ 音楽 (仏)concours 混 文 2014
146 オンスケ 3 4 ＨＬＬ オン 1 2 Ｈ スケジュール 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ on schedule ロ 2006
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147 オンバト 3 4 ＨＬＬ オンエアー 3 5 ＨＬＨ バトル 3 3 ＬＬＬ Ｎ Onair battle 文 2014
148 オンパレ 3 4 ＨＬＬ オン 1 2 Ｈ パレード 3 4 ＬＨＬ Ｎ on parade 現 2014
149 オンレコ 3 4 ＨＬＬ オン 1 2 Ｈ レコード 3 4 ＬＨＬ Ｎ on (the) record 現 2013
150 カーカラ 3 4 ＨＬＬ カー 1 2 Ｈ カラオケ 3 4 ＬＨＬ Ｒ car カラオケ 混 文 2014
151 カーグラ 3 4 ＨＬＬ カー 1 2 Ｈ グラフィック 4 5 ＬＬＨＬ Ｒ CAR GRAPHIC 文 2014
152 カーステ 3 4 ＨＬＬ カー 1 2 Ｈ ステレオ 4 4 ＬＬＬＬ Ｒ car stereo 文 2014
153 カーナビ 3 4 ＨＬＬ カー 1 2 Ｈ ナビゲーション 4 6 ＬＬＨＨ Ｒ car navigation 文 2014
154 カーラジ 3 4 ＨＬＬ カー 1 2 Ｈ ラジオ 3 3 ＬＬＬ Ｒ car radio 文 2014
155 カイオペ 3 4 ＨＬＬ カイ 1 2 Ｈ オペレーション 4 6 ＬＬＨＨ Ｊ 買い operation 混 現 2010
156 ガイタレ 3 4 ＨＬＬ ガイコクジン 4 6 ＨＬＬＨ タレント 3 4 ＬＨＬ Ｊ 外国人 talent 混 文 2014
157 カイパン 2 4 ＨＨ カイスイ 2 4 ＨH パンツ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｎ 海水 pants 混 文 2014
158 カウコン 2 4 ＨＨ カウントダウン 3 7 Ｈ´ＬＨ´ コンサート 3 5 ＨＨＬ Ｊ Ｎ countdown concert 文 2014
159 カウポテ 3 4 ＨＬＬ カウチ 2 3 ＨＬ ポテト 3 3 ＬＬＬ Ｊ couch potato 現 2014
160 カクゲ 3 3 ＬＬＬ カクトウ 3 4 ＬＬＨ ゲーム 2 3 ＨＬ Ｒ * A 格闘 game 混、カクゲー 現 2010
161 カクゲー 3 4 ＬＬＨ カクトウ 3 4 ＬＬＨ ゲーム 2 3 ＨＬ Ｒ 格闘 game 混、カクゲ 文 2014
162 カクハイ 3 4 ＬＬＨ カク 2 2 ＬＬ ハイボール 3 5 ＨＨＬ Ｊ 角 highball 混 文 2014
163 カシオレ 4 4 ＬＬＬＬ カシス 3 3 ＬＬＬ オレンジ 3 4 ＬＨＬ cassis orange 文 2014
164 ガスクロ 4 4 ＬＬＬＬ ガス 2 2 ＬＬ クロマトグラフィー 7 8 ＬＬＬＬＬＬＨ gas chromatography カ 2007
165 カスコミ 4 4 ＬＬＬＬ カスタム 4 4 ＬＬＬＬ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ custom communication 音変化 伊 1999
166 ガススタ 4 4 ＬＬＬＬ ガソリン 3 4 ＬＬＨ スタンド 3 4 ＬＨＬ gasoline stand 音変化、ガススタ 文 2014
167 ガソスタ 4 4 ＬＬＬＬ ガソリン 3 4 ＬＬＨ スタンド 3 4 ＬＨＬ gasoline stand ガススタ 文 2014
168 カドゲー 3 4 ＬＬＨ カード 2 3 ＨＬ ゲーム 2 3 ＨＬ Ｒ Ｒ * B card game 文 2014
169 カボパン 3 4 ＬＬＨ カボチャ 3 3 ＬＬＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｎ 南瓜  pants 混 文 2014
170 カミセン 3 4 ＬＬＨ カミング 3 4 ＬＨＬ センチュリー 3 5 ＨＬＨ Ｎ Coming Century 文 2014
171 ガムテ 3 3 ＬＬＬ ガム 2 2 ＬＬ テープ 2 3 ＨＬ Ｒ * A gum tape 文 2014
172 カメコン 3 4 ＬＬＨ カメラ 3 3 ＬＬＬ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ camera control カ 2007
173 カメコン 3 4 ＬＬＨ カメラ 3 3 ＬＬＬ コントロール(ユニット) 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ camera control unit カ 2007
174 カメリハ 4 4 ＬＬＬＬ カメラ 3 3 ＬＬＬ リハーサル 4 5 ＬＨＬＬ camera rehearsal 現 2013
175 カラオケ 4 4 ＬＬＬＬ カラ 2 2 ＬＬ オーケストラ 5 6 ＨＬＬＬＬ Ｒ * B 空 orchestra 混 文 2014
176 ガラケー 3 4 ＬＬＨ ガラパゴス 5 5 ＬＬＬＬＬ ケータイ 2 4 ＨＨ Ｒ galapagos 携帯 混 文 2014
177 カラコ 3 3 ＬＬＬ カラー 2 3 ＬＨ コピー 2 3 ＬＨ * A color copy 現 2014
178 カラコン 3 4 ＬＬＨ カラー 2 3 ＬＨ コンビネーション 4 7 ＨＬＨＨ Ｎ color combination ロ 2006
179 カラコン 3 4 ＬＬＨ カラー 2 3 ＬＨ コンタクト（レンズ） 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ color contact lens 文 2014
180 ガラスマ 4 4 ＬＬＬＬ ガラパゴス 5 5 ＬＬＬＬＬ スマホ 3 3 ＬＬＬ galapagos smartphone 現 2014
181 カラチェン 3 4 ＬＬＨ カラー 2 3 ＬＨ チェンジ 2 3 ＨＬ Ｎ color change 現 2014
182 カラバリ 4 4 ＬＬＬＬ カラー 2 3 ＬＨ バリエーション 4 6 ＬＬＨＨ color variation 文 2014
183 カラボ 3 3 ＬＬＬ カラー 2 3 ＬＨ ボックス 3 4 ＨＬＬ Ｑ * A color box 那 2008
184 カルテク 4 4 ＬＬＬＬ カルチャー 3 4 ＬＬＨ テクニック 4 5 ＬＬＨＬ culture technique 伊 1999
185 ガルトー 3 4 ＬＬＨ ガールズ 3 4 ＨＬＬ トーク 2 3 ＨＬ Ｒ Ｒ * B girls talk 文 2014
186 ガルネク 4 4 ＬＬＬＬ ガール 2 3 ＨＬ ネクスト(ドア) 4 4 ＬＬＬＬ Ｒ * B The Girl Next Door 文 2014
187 カワジャン 3 4 ＬＬＨ カワ 2 2 ＬＬ ジャンパー 2 4 ＨＨ Ｎ 革 jumper 混 文 2014
188 カンコピ 3 4 ＨＬＬ カンゼン 2 4 ＨＨ コピー 2 3 ＬＨ Ｎ 完全 copy 混 文 2014
189 カンコレ 3 4 ＨＬＬ カンタイ 2 4 ＨＨ コレクション 4 5 ＬＬＬＨ Ｎ 艦隊 collection 混 文 2014
190 カンジャニ 3 4 ＨＬＬ カンサイ 2 4 ＨＨ ジャニーズ 3 4 ＬＨＬ Ｎ 関西 Johnny's 混 那 2008
191 カンスト 3 4 ＨＬＬ カウント 2 4 Ｈ´Ｌ ストップ 3 4 ＬＨＬ Ｊ * B count stop 那 2008
192 カンスパ 3 4 ＨＬＬ カンサイ 2 4 ＨＨ スーパー 2 4 ＨＨ Ｎ Ｒ * B 関西 super 混 那 2008
193 カンチャ 2 3 ＨＬ カンパニー 3 5 ＨＬＨ チャット 2 3 ＨＬ Ｎ Ｑ * A company chat ロ 2006
194 カンテレ 3 4 ＨＬＬ カンサイ 2 4 ＨＨ テレビ 3 3 ＬＬＬ Ｎ 関西 television 混 那 2008
195 カンド 2 3 ＨＬ カンジ 2 3 ＨＬ ドリル 3 3 ＬＬＬ Ｎ 漢字 drill 混 文 2014
196 カンドラ 3 4 ＨＬＬ カンコク 3 4 ＨＬＬ ドラマ 3 3 ＬＬＬ Ｎ 韓国 drama 混 文 2014
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197 カンノン 2 4 ＨＨ カンゼン 2 4 ＨＨ ノンポリ 3 4 ＨＬＬ Ｎ Ｎ 完全 nonpolitical 混　 米 1996
198 カンパケ 3 4 ＨＬＬ カンセイ 2 4 ＨＨ パッケージ 3 5 ＨＨＬ Ｎ Ｑ * B 完成 package 混 現 2010
199 ガンプラ 3 4 ＨＬＬ ガンダム 3 4 ＨＬＬ プラモ 3 3 ＬＬＬ Ｎ Gundam plastic model 文 2014
200 カンブレ 3 4 ＨＬＬ カンニング 3 5 ＨＨＬ ブレス 3 3 ＬＬＬ Ｎ cunning/cheating breath 那 2008
201 カンペ 2 3 ＨＬ カンニング 3 5 ＨＨＬ ペーパー 2 4 ＨＨ Ｎ Ｒ * A cunning paper 文 2014
202 カンペン 2 4 ＨＨ カン 1 2 Ｈ ペンケ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ can pencil case ロ 2006
203 キーコン 2 4 ＨＨ キー 1 2 Ｈ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｒ Ｎ Key Controls 文 2014
204 キーパン 2 4 ＨＨ キー 1 2 Ｈ パンチャー 2 4 ＨＨ Ｒ Ｎ key puncher ロ 2006
205 ギタボ 3 3 ＬＬＬ ギター 2 3 ＬＨ ボーカル 3 4 ＨＬＬ Ｒ * A guitar vocal 文 2014
206 ギタマン 3 4 ＬＬＨ ギター 2 3 ＬＨ マンドリン 3 5 ＨＬＨ Ｎ guitar mandolin 那 2008
207 キネレコ 4 4 ＬＬＬＬ キネスコープ 5 6 ＬＬＬＨＬ レコーディング 4 6 ＬＨＨＬ kinescope recording 伊 1999
208 ギャクハン 3 4 ＬＬＨ ギャク 2 2 ＬＬ ハンドル 3 4 ＨＬＬ Ｎ 逆 handle 混 文 2014
209 キャバクラ 4 4 ＬＬＬＬ キャバレー 3 4 ＬＬＨ クラブ 3 3 ＬＬＬ (仏)cabaret club キャバ 現 2012
210 キャバジョウ 3 4 ＬＬＨ キャバクラ 4 4 ＬＬＬＬ ジョウ 1 2 Ｈ Ｒ (仏)cabaret club 嬢 混 現 2010
211 キャラソン 3 4 ＬＬＨ キャラクター 4 5 ＬＬＬＨ ソング 2 3 ＨＬ Ｎ character song 現 2014
212 キャラチェン 3 4 ＬＬＨ キャラクター 4 5 ＬＬＬＨ チェンジ 2 3 ＨＬ Ｎ character change 現 2014
213 キャラヘン 3 4 ＬＬＨ キャラクター 4 5 ＬＬＬＨ ヘンコウ 2 4 ＨＨ Ｎ character 変更 混 文 2014
214 キャラベン 3 4 ＬＬＨ キャラクター 4 5 ＬＬＬＨ ベントウ 2 4 ＨＨ Ｎ character 弁当 混 文 2014
215 キャリセン 3 4 ＬＬＨ キャリア 3 3 ＬＬＬ センター 2 4 ＨＨ Ｎ career center 現 2013
216 ギャルコン 3 4 ＬＬＨ ギャル 2 2 ＬＬ コンテスト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ gal contest カ 2007
217 ギャルサー 3 4 ＬＬＨ ギャル 2 2 ＬＬ サークル 3 4 ＨＬＬ Ｒ gal circle 文 2014
218 キャンガ 2 3 ＨＬ キャンペーン 2 5 ＨＨ´ ガール 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ * A campaign girl キャンガル 文 2014
219 キャンガル 3 4 ＨＬＬ キャンペーン 2 5 ＨＨ´ ガール 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ * B campaign girl キャンガ ロ 2006
220 キャンギャル 3 4 ＨＬＬ キャンペーン 2 5 ＨＨ´ ギャル 2 2 ＬＬ Ｎ campaign gal 文 2014
221 ギルメン 3 4 ＬＬＨ ギルド 3 3 ＬＬＬ メンバー 2 4 ＨＨ Ｎ guild member ロ 2006
222 キンコン 2 4 ＨＨ キング 2 3 ＨＬ コング 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ King Kong 那 2008
223 キンツー 2 4 ＨＨ キンキ(ニッポン) 2 3 ＨＬ ツーリスト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ Ｒ 近畿日本 tourist 混, キンツリ 那 2008
224 キンツリ 3 4 ＨＬＬ キンキ(ニッポン) 2 3 ＨＬ ツーリスト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ Ｒ * B 近畿日本 tourist 混, キンツー 那 2008
225 キントレ 3 4 ＨＬＬ キンリョク 3 4 ＨＬＬ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ Ｎ 筋力 training 混 現 2010
226 キンハー 2 4 ＨＨ キングダム 4 5 ＨＬＬＬ ハーツ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ KINGDOM HEARTS 文 2014
227 キンブレ 3 4 ＨＬＬ キング 2 3 ＨＬ ブレード 3 4 ＬＨＬ Ｎ KING BLADE 文 2014
228 クチコミ 4 4 ＬＬＬＬ クチ 2 2 ＬＬ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ 口 communication 混、音変化 現 2010
229 グッナイ 2 4 ＨＨ グッド 2 3 ＨＬ ナイト 2 3 ＨＬ Ｑ Ｊ good night ロ 2006
230 グッバイ 2 4 ＨＨ グッド 2 3 ＨＬ バイ 1 2 Ｈ Ｑ Ｊ good bye ロ 2006
231 グフカス 4 4 ＬＬＬＬ グフ 2 2 ＬＬ カスタム 4 4 ＬＬＬＬ Gouf Custom 文 2014
232 グライコ 3 4 ＬＨＬ グラフィック 4 5 ＬＬＨＬ イコライザー 4 6 ＬＬＨＨ Graphic Equalizer 伊 1999
233 クラオタ 4 4 ＬＬＬＬ クラシック 4 5 ＬＬＨＬ オタク 3 3 ＬＬＬ classic おたく　 混 文 2014
234 クラコン 3 4 ＬＬＨ クラス 3 3 ＬＬＬ コンパ 2 3 ＨＬ Ｎ class company ロ 2006
235 クラコン 3 4 ＬＬＨ クラリネット 5 6 ＬＬＬＨＬ コンチェルト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ clarinet (伊)concerto 文 2014
236 グラセン 3 4 ＬＬＨ グランド 3 4 ＬＨＬ セントラル 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ grand central 文 2014
237 グラセン 3 4 ＬＬＨ グラウンド 3 5 ＬＨ´Ｌ セイビ 2 3 ＨＬ Ｒ ground 整備 混、音変化？ 文 2014
238 クラダイ 3 4 ＬＬＨ クラス 3 3 ＬＬＬ ダイヒョウ 2 4 ＨＨ Ｊ class 代表 混 文 2014
239 グラチャン 3 4 ＬＬＨ グランド 3 4 ＬＨＬ チャンピオン 3 5 ＨＬＨ Ｎ grand champion 現 2013
240 グラホ 3 3 ＬＬＬ グランド 3 4 ＬＨＬ ホッケー 2 4 ＨＨ Ｑ * A ground hockey 那 2008
241 クリキン 3 4 ＬＬＨ クリスタル 5 5 ＬＬＬＬＬ キング 2 3 ＨＬ Ｎ Cristal King ロ 2006
242 クリコン 3 4 ＬＬＨ クリスマス 5 5 ＬＬＬＬＬ コンパ 2 3 ＨＬ Ｎ Christmas Company ロ 2006
243 クリコン 3 4 ＬＬＨ クリスマス 5 5 ＬＬＬＬＬ コンサート 3 5 ＨＨＬ Ｎ Christmas concert 那 2008
244 クリパ 3 3 ＬＬＬ クリスマス 5 5 ＬＬＬＬＬ パーティー 2 4 ＨＨ Ｒ * A Christmas party 文 2014
245 クレカ 3 3 ＬＬＬ クレジット 4 5 ＬＬＨＬ カード 2 3 ＨＬ Ｒ * A credit card 文 2014
246 クレシン 3 4 ＬＬＨ クレヨン 3 4 ＬＬＨ シンチャン 2 4 ＨＨ Ｎ crayon しんちゃん 混 文 2014
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247 クレパス 4 4 ＬＬＬＬ クレヨン 3 4 ＬＬＨ パステル 4 4 ＬＬＬＬ crayon pastel カ 2007
248 クロカン 3 4 ＬＬＨ クロス 3 3 ＬＬＬ カントリー 3 5 ＨＬＨ Ｎ cross-country 文 2014
249 クロゲン 3 4 ＬＬＨ クローズアップ 5 7 ＬＨＬＨＬ ゲンダイ 2 4 ＨＨ Ｎ Close-up 現代 混 文 2014
250 グロスマ 4 4 ＬＬＬＬ グローバル 4 5 ＬＨＬＬ スマホ 3 3 ＬＬＬ global smartphone 現 2014
251 クロマイ 3 4 ＬＬＨ クロロ 3 3 ＬＬＬ マイセチン 3 5 ＨＬＨ Ｊ chloro mycetin 那 2008
252 クロモリ 4 4 ＬＬＬＬ クロム 3 3 ＬＬＬ モリブデン 4 5 ＬＬＬＨ chrome molybdenum 文 2014
253 グンパン 2 4 ＨＨ グンゼ 2 3 ＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ Gunze pants ロ 2006
254 ケアマネ 4 4 ＬＬＬＬ ケア 2 2 ＬＬ マネージャー 3 5 ＬＨＨ caremanager 文 2014
255 ケイド 2 3 ＨＬ ケイサン 2 4 ＨＨ ドリル 3 3 ＬＬＬ Ｒ 計算 drill 混 文 2014
256 ケイトラ 3 4 ＨＬＬ ケイリョウ 2 4 ＨＨ トラック 3 4 ＬＨＬ Ｒ 軽量 truck 混 文 2014
257 ゲーセン 2 4 ＨＨ ゲーム 2 3 ＨＬ センター 2 4 ＨＨ Ｒ Ｎ game center 文 2014
258 ゲネプロ 4 4 ＬＬＬＬ ゲネラル 4 4 ＬＬＬＬ プローブ 3 4 ＬＨＬ Generalprobe 伊 1999
259 ゲボ 2 2 ＬＬ ゲーム 2 3 ＨＬ ボーイ 1 3 Ｈ´ Ｒ Ｒ * * A A game boy ロ 2006
260 ケミコン 3 4 ＬＬＨ ケミカル 4 4 ＬＬＬＬ コンデンサー 3 6 ＨＨＨ Ｎ chemical condenser 伊 1999
261 ゲルピン 3 4 ＬＬＨ ゲルト 3 3 ＬＬＬ ピンチ 2 3 ＨＬ Ｎ (独)geld (英)pinch カ 2007
262 ケンチキ 3 4 ＨＬＬ ケンタッキー(フライド) 3 6 ＨＨＨ チキン 2 3 ＬＨ Ｎ Kentucky Fried Chicken ロ 2006
263 ゴウコン 2 4 ＨＨ ゴウドウ 2 4 ＨＨ コンパ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ 合同 company 混 文 2014
264 ゴウハイ 2 4 ＨＨ ゴウドウ 2 4 ＨＨ ハイキング 3 5 ＨＨＬ Ｒ Ｊ 合同 hiking 混 文 2014
265 コスパ 3 3 ＬＬＬ コスト 3 3 ＬＬＬ パフォーマンス 4 6 ＬＨＨＬ * A cost performance 文 2014
266 コスプレ 4 4 ＬＬＬＬ コスチューム 4 5 ＬＬＨＬ プレイ 2 3 ＬＨ costume play 文 2014
267 ゴスロ 3 3 ＬＬＬ ゴエン 2 3 ＬＨ スロット 3 4 ＬＨＬ * A 5円 slot 混 文 2014
268 ゴスロリ 4 4 ＬＬＬＬ ゴシック 3 4 ＬＨＬ ロリータ 3 4 ＬＨＬ Gothic and Lolita 音変化、ゴス 文 2014
269 コッパン 2 4 ＨＨ コットン 2 4 ＨＨ パンツ 2 3 ＨＬ Ｑ Ｎ cotton pants カ 2007
270 コピバン 3 4 ＬＬＨ コピー 2 3 ＬＨ バンド 2 3 ＨＬ Ｎ copy band ロ 2006
271 コピペ 3 3 ＬＬＬ コピー 2 3 ＬＨ ペースト 3 4 ＨＬＬ Ｒ * A copy and paste 文 2014
272 コマソン 3 4 ＬＬＨ コマーシャル 4 5 ＬＨＬＬ ソング 2 3 ＨＬ Ｎ commercial song カ 2007
273 コミコン 3 4 ＬＬＨ コミック 3 4 ＬＨＬ コンベンション 3 6 ＨＨＨ Ｎ comic convention カ 2007
274 コミュエイ 3 4 ＬＬＨ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ エイゴ 2 3 ＨＬ Ｒ communication 英語 混 文 2014
275 コミュショウ 3 4 ＬＬＨ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ ショウガイ 2 4 ＨＨ Ｒ communication 障害 混 文 2014
276 ゴルコン 3 4 ＬＬＨ ゴルフ 3 3 ＬＬＬ コンパニオン 4 6 ＨＬＬＨ Ｎ golf companion 現 2011
277 ゴルチケ 4 4 ＬＬＬＬ ゴールド 3 4 ＨＬＬ チケット 3 4 ＬＨＬ Ｒ * B gold ticket 文 2014
278 コロプラ 4 4 ＬＬＬＬ コロニー 3 4 ＬＬＨ プラス 3 3 ＬＬＬ Colonyな生活 Plus 文 2014
279 コンカツ 3 4 ＨＬＬ コンフェデレーション 5 8 ＨＬＬＨＨ カップ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｑ * A confederation cup 音変化 ロ 2006
280 コンスウ 2 4 ＨＨ コンピューター 3 6 ＨＨＨ スウガク 3 4 ＨＬＬ Ｎ Ｒ computer 数学 混 文 2014
281 コンスプ 3 4 ＨＬＬ コーン 1 3 Ｈ´ スープ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｒ * * B B corn soup 文 2014
282 コンデジ 3 4 ＨＬＬ コンパクト 4 5 ＨＬＬＬ デジカメ 4 4 ＬＬＬＬ Ｎ compact digital camera 文 2014
283 コンバス 3 4 ＨＬＬ コントラ 3 4 ＨＬＬ バス 2 2 ＬＬ Ｎ contrabass 文 2014
284 コンパネ 3 4 ＨＬＬ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ パネル 3 3 ＬＬＬ Ｎ control panel 文 2014
285 コンパネ 3 4 ＨＬＬ コンクリート 4 6 ＨＬＨＬ パネル 3 3 ＬＬＬ Ｎ concrete panel カ 2007
286 コンポタ 3 4 ＨＬＬ コーン 1 3 Ｈ´ ポタージュ 3 4 ＬＨＬ Ｒ * B corn (仏)potage 文 2014
287 コンマス 3 4 ＨＬＬ コンサート 3 5 ＨＨＬ マスター 3 4 ＬＬＨ Ｎ concertmaster 文 2014
288 コンミス 3 4 ＨＬＬ コンサート 3 5 ＨＨＬ ミストレス 5 5 ＬＬＬＬＬ Ｎ concert mistress 文 2014
289 ザイテク 3 4 ＨＬＬ ザイム 2 3 ＨＬ テクノロジー 5 6 ＬＬＬＬＨ Ｊ 財務 technology 混 外 1990
290 サスプロ 4 4 ＬＬＬＬ サステイニング 5 7 ＬＬＨＨＬ プログラム 5 5 ＬＬＬＬＬ sustaining program カ 2007
291 サテスタ 4 4 ＬＬＬＬ サテライト 4 5 ＬＬＨＬ スタジオ 4 4 ＬＬＬＬ satellite studio 文 2014
292 サドマゾ 4 4 ＬＬＬＬ サディスト 4 4 ＬＬＬＬ マゾヒズム 5 5 ＬＬＬＬＬ sadist masochism 音変化 現 2014
293 サバゲー 3 4 ＬＬＨ サバイバル 4 5 ＬＨＬＬ ゲーム 2 3 ＨＬ Ｒ survival game 文 2014
294 サバメシ 4 4 ＬＬＬＬ サバイバル 4 5 ＬＨＬＬ メシ 2 2 ＬＬ survival 飯 混 文 2014
295 サビカン      3 4 ＬＬＨ サービス 3 4 ＨＬＬ カウンター 2 5 Ｈ´Ｈ Ｒ Ｊ * * B B service counter 文 2014
296 サブアド 4 4 ＬＬＬＬ サブ 2 2 ＬＬ アドレス 4 4 ＬＬＬＬ subaddress 現 2012
122
【付録資料】複合語由来の短縮語データベース
短縮語 σ μ 音節構造 前部 σ μ 音節構造 後部 σ μ 音節構造 ｍ1 ｍ2 m1 m2 m1 m2 資料 年
その他 出典語形情報 原形情報 特殊モーラ 変則発生 短縮パターン 原語
297 サブカル 4 4 ＬＬＬＬ サブ 2 2 ＬＬ カルチャー 3 4 ＬＬＨ subculture 現 2012
298 サブキャラ 4 4 ＬＬＬＬ サブ 2 2 ＬＬ キャラクター 4 5 ＬＬＬＨ subcharacter 現 2014
299 サブコン 3 4 ＬＬＨ サブ 2 2 ＬＬ コントラクター 5 7 ＨＬＬＬＨ Ｎ subcontractor ロ 2006
300 サブバ 3 3 ＬＬＬ サブ 2 2 ＬＬ バッグ 2 3 ＨＬ Ｑ * A subbag 現 2012
301 サポセン 3 4 ＬＬＨ サポート 3 4 ＬＨＬ センター 2 4 ＨＨ Ｎ support center 文 2014
302 サマセ 3 3 ＬＬＬ サマー 2 3 ＬＨ セッション 2 4 ＨＨ Ｑ * A summer session 現 2014
303 サマタバ 4 4 ＬＬＬＬ サマンサ 3 4 ＬＨＬ タバサ 3 3 ＬＬＬ Samantha Thavasa 文 2014
304 サラキン 3 4 ＬＬＨ サラリーマン 4 6 ＬＬＨＨ キンユウ 2 4 ＨＨ Ｎ salaried man 金融 混　？ カ 2007
305 サラスパ 4 4 ＬＬＬＬ サラダ 3 3 ＬＬＬ スパゲティー 4 5 ＬＬＬH salad (伊)spaghetti 伊 1999
306 サラマン 3 4 ＬＬＨ サラリー 3 4 ＬＬＨ マン 1 2 Ｈ Ｎ salaried man 伊 1999
307 サラメシ 4 4 ＬＬＬＬ サラリーマン 4 6 ＬＬＨＨ メシ 2 2 ＬＬ salaried man 飯 混 文 2014
308 サンクリ 3 4 ＨＬＬ サンシャイン 2 5 ＨＨ´ クリエーション 4 6 ＬＬＨＨ Ｎ sunshine creation ロ 2006
309 サンジャポ 3 4 ＨＬＬ サンデー 2 4 ＨＨ ジャポン 2 3 ＬＨ Ｎ SUNDAY JAPON 那 2008
310 サンスポ 3 4 ＨＬＬ サンケイ 2 4 ＨＨ スポーツ 3 4 ＬＨＬ Ｎ 産経 sports 混 文 2014
311 サントラ 3 4 ＨＬＬ サウンド 2 4 Ｈ´Ｌ トラック 3 4 ＬＨＬ Ｊ * B sound track 文 2014
312 サンプラ 3 4 ＨＬＬ サン 1 2 Ｈ プラザ(ホール) 3 3 ＬＬＬ Ｎ Sunplaza Hall ロ 2006
313 サンプリ 3 4 ＨＬＬ サンスウ 2 4 ＨＨ プリント 3 4 ＬＨＬ Ｎ 算数 print 混 文 2014
314 ジージャン 2 4 ＨＨ ジーンズ 2 4 Ｈ´Ｌ ジャンバー 2 4 ＨＨ Ｒ Ｎ jeans jumper 文 2014
315 シースポ 3 4 ＨＬＬ シーズン 2 4 ＨＨ スポーツ 3 4 ＬＨＬ Ｒ season sports 伊 1999
316 ジーパン 2 4 ＨＨ ジーンズ 2 4 Ｈ´Ｌ パンツ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ jeans pants 文 2014
317 シカメ 3 3 ＬＬＬ シカト 3 3 ＬＬＬ メール 2 3 ＨＬ Ｒ * A しかと mail 混 現 2010
318 シスアド 4 4 ＬＬＬＬ システム 4 4 ＬＬＬＬ アドミニストレータ 8 9 ＬＬＬＬＬＬＨＬ system administrator カ 2007
319 シスオペ 4 4 ＬＬＬＬ システム 4 4 ＬＬＬＬ オペレーター 4 6 ＬＬＨＨ system operator 文 2014
320 シスカン 3 4 LLH システム 4 4 ＬＬＬＬ カンリ 2 3 ＨＬ Ｎ system 管理 混 文 2014
321 シスコン 3 4 ＬＬＨ シスター 3 4 ＬＬＨ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ sister complex 文 2014
322 シスコン 3 4 ＬＬＨ システム 4 4 ＬＬＬＬ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｎ system computer 文 2014
323 シスコン 3 4 ＬＬＨ システム 4 4 ＬＬＬＬ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ system control ロ 2006
324 シスコン 3 4 ＬＬＨ システム 4 4 ＬＬＬＬ コンポーネント 4 7 ＨＨＨＬ Ｎ system component 那 2008
325 シスジョウ 3 4 ＬＬＨ システム 4 4 ＬＬＬＬ ジョウホウ 2 4 ＨＨ Ｒ system 情報 混 文 2014
326 シゼコン 3 4 ＬＬＨ シゼン(カガク) 2 3 ＬＨ コンクール 3 5 ＨＨＬ Ｎ 自然科学 (仏)concours 混 文 2014
327 ジツテ 3 3 ＬＬＬ ジツリョク 4 4 ＬＬＬＬ テスト 3 3 ＬＬＬ 実力 test 混、ジッテ 文 2014
328 シネコン 3 4 ＬＬＨ シネマ 3 3 ＬＬＬ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ cinema complex 文 2014
329 シネスコ 4 4 ＬＬＬＬ シネマ 3 3 ＬＬＬ スコープ 3 4 ＬＨＬ cinema scope カ 2007
330 シブカジ 4 4 ＬＬＬＬ シブヤ 3 3 ＬＬＬ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ 渋谷 casual 混、音変化 文 2014
331 シャーペン 2 4 ＨＨ シャープ 2 3 ＨＬ ペンシル 3 4 ＨＬＬ Ｒ Ｎ sharp pencil 文 2014
332 シャカコン 3 4 ＬＬＨ シャカイジン 3 5 ＬＨＨ コンパ 2 3 ＨＬ Ｎ 社会人 company 混 文 2014
333 ジャクノー 3 4 ＬＬＨ ジャクテン 3 4 ＬＬＨ ノート 2 3 ＨＬ Ｒ 弱点 note 混 文 2014
334 ジャパタイ 3 4 ＬＬＨ ジャパン 2 3 ＬＨ タイムズ 3 4 ＨＬＬ Ｊ Japan Times ロ 2006
335 ジャパメタ 4 4 ＬＬＬＬ ジャパニーズ 4 5 ＬＬＨＬ メタル 3 3 ＬＬＬ Japanese metal 文 2014
336 ジャパレン 3 4 ＬＬＨ ジャパン 2 3 ＬＨ レンタカー 3 5 ＨＬＨ Ｎ Japan rental car ロ 2006
337 シャプリ 3 3 ＬＬＬ シャカイ 2 3 ＬＨ プリント 3 4 ＬＨＬ 社会 print 混 文 2014
338 シャメ 2 2 ＬＬ シャシン 2 3 ＬＨ メール 2 3 ＨＬ Ｒ * * A A 写真 mail 混 文 2014
339 ジャリタレ 4 4 ＬＬＬＬ ジャリ 2 2 ＬＬ タレント 3 4 ＬＨＬ 砂利 talent 混 外 1990
340 ジャンカラ 3 4 ＨＬＬ ジャンボ 2 3 ＨＬ カラオケ 3 4 ＬＨＬ Ｎ jumbo カラオケ 混 那 2008
341 ジャンスカ 3 4 ＨＬＬ ジャンパー 2 4 ＨＨ スカート 3 4 ＬＨＬ Ｎ jumper skirt 文 2014
342 ジャンスマ 3 4 ＨＬＬ ジャングル 3 4 ＨＬＬ スマイル 3 4 ＬＨＬ Ｎ Jungle Smile ロ 2006
343 シュタゲ 3 3 ＬＬＬ シュタインズ 3 5 ＬＨ´Ｌ ゲート 2 3 ＨＬ Ｒ * A STEINS GATE 文 2014
344 ジュニカレ 4 4 ＬＬＬＬ ジュニア 3 3 ＬＬＬ カレッジ 3 4 ＬＨＬ junior college 伊 1999
345 ジョイベン 2 4 ＨＨ ジョイント 2 4 Ｈ´Ｌ ベンチャー 2 4 ＨＨ Ｊ Ｎ joint venture 現 2013
346 ジョウシス 3 4 ＨＬＬ ジョウホウ 2 4 ＨＨ システム 4 4 ＬＬＬＬ Ｒ 情報 system 混 文 2014
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347 ショウテ 2 3 ＨＬ ショウ 1 2 Ｈ テスト 3 3 ＬＬＬ Ｒ 小 test 混 文 2014
348 ショウハイ 2 4 ＨＨ ショウチュウ 2 4 ＨＨ ハイボール 3 5 ＨＨＬ Ｒ Ｊ 焼酎 highball 混 文 2014
349 ショーエネ 3 4 ＨＬＬ ショー 1 2 Ｈ エネルギー 4 5 ＬＬＬＨ Ｒ 省 (独)Energy 混 文 2014
350 ショーバン 2 4 ＨＨ ショート 2 3 ＨＬ バウンド 2 4 Ｈ´Ｌ Ｒ Ｊ * B short bound 那 2008
351 ショーパン 2 4 ＨＨ ショート 2 3 ＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ short pants ショトパン 文 2014
352 ショービズ 3 4 ＨＬＬ ショー 1 2 Ｈ ビジネス 4 4 ＬＬＬＬ Ｒ show business 音変化 現 2013
353 ジョギパン 3 4 ＬＬＨ ジョギング 3 4 ＬＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｎ jogging pants カ 2007
354 ショクレポ 4 4 ＬＬＬＬ ショク 2 2 ＬＬ レポート 3 4 ＬＨＬ 食 report 混 文 2014
355 ショッピン 2 4 ＨＨ ショッキング 3 5 ＨＨＬ ピンク 2 3 ＨＬ Ｑ Ｎ shocking pink 那 2008
356 ショトパン 3 4 ＬＬＨ ショート 2 3 ＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ * B short pants ショーパン 文 2014
357 ジョニデ 3 3 ＬＬＬ ジョニー 2 3 ＬＨ デップ 2 3 ＨＬ Ｑ * A Johnny Depp 文 2014
358 ジョンジョン 2 4 ＨＨ ジョンソン 2 4 ＨＨ ジョンソン 2 4 ＨＨ Ｎ Ｎ Johnson & Johnson ロ 2006
359 シルコン 3 4 ＬＬＨ シルバー 3 4 ＬＬＨ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ silver complex ロ 2006
360 シルチケ 4 4 ＬＬＬＬ シルバー 3 4 ＬＬＨ チケット 3 4 ＬＨＬ silver ticket 文 2014
361 シルハラ 4 4 ＬＬＬＬ シルバー 3 4 ＬＬＨ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ silver harassment 現 2014
362 ジンパ 2 3 ＨＬ ジンギスカン 4 6 ＨＬＬＨ パーティー 2 4 ＨＨ Ｎ Ｒ * A Genghis Khan party ？ 那 2008
363 スイカ 3 3 ＬＬＬ スイスイ 4 4 ＬＬＬＬ カード 2 3 ＨＬ Ｒ * A すいすい card 混 カ 2007
364 スイパラ 4 4 ＬＬＬＬ スイート 3 4 ＬＨＬ パラダイス 4 5 ＬＬＨＬ sweets paradaise 文 2014
365 スーセン 2 4 ＨＨ スーパー 2 4 ＨＨ セントウ 2 4 ＨＨ Ｒ Ｎ super 銭湯 混 文 2014
366 スーファク 3 4 ＨＬＬ スープ 2 3 ＨＬ ファクトリー 4 5 ＬＬＬＨ Ｒ soup factory 文 2014
367 スーファミ 3 4 ＨＬＬ スーパー 2 4 ＨＨ ファミコン 3 4 ＬＬＨ Ｒ Super Famicon 文 2014
368 スカパー 3 4 ＬＬＨ スカイ 2 3 ＬＨ パーフェクト(TV) 4 5 ＨＬＬＬ Ｒ sky perfect 文 2014
369 スカハン 3 4 ＬＬＨ スカート 3 4 LHL ハンガー 2 4 ＨＨ Ｎ skirt hanger ロ 2006
370 スカパン 3 4 ＬＬＨ スカート 3 4 ＬＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｎ skirt pants 文 2014
371 スカライ 3 4 ＬＬＨ スカイ 2 3 ＬＨ ライン 1 3 Ｈ´ Ｊ skyline 那 2008
372 スクショ 3 3 ＬＬＬ スクリーン 3 5 ＬＬＨ´ ショット 2 3 ＨＬ Ｑ * A screen shot 文 2014
373 スクバ 3 3 ＬＬＬ スクール 3 4 ＬＨＬ バッグ 2 3 ＨＬ Ｑ * A school bag 文 2014
374 スケアメ 4 4 ＬＬＬＬ スケート 3 4 ＬＨＬ アメリカ 4 4 ＬＬＬＬ Skate America 文 2014
375 スケカナ 4 4 ＬＬＬＬ スケート 3 4 ＬＨＬ カナダ 3 3 ＬＬＬ Skate Canada 文 2014
376 スケチェン 3 4 ＬＬＨ スケジュール 4 5 ＬＬＨＬ チェンジ 2 3 ＨＬ Ｎ schedule change ロ 2006
377 スケブ 3 3 ＬＬＬ スケッチ 3 4 ＬＨＬ ブック 2 3 ＨＬ Ｑ * A sketch book ロ 2006
378 スケボー 3 4 ＬＬＨ スケート 3 4 ＬＨＬ ボード 2 3 ＨＬ Ｒ skateboard 文 2014
379 スタカン 3 4 ＬＬＨ スタイル 3 4 ＬＨＬ カウンシル 3 5 Ｈ´ＬＬ Ｊ * B (The) Style Council ロ 2006
380 スタシャン 3 4 ＬＬＨ スタイル 3 4 ＬＨＬ シャン 1 2 Ｈ Ｎ style (独)schön ロ 2006
381 スタジャン 3 4 ＬＬＨ スタジアム 5 5 ＬＬＬＬＬ ジャンパー 2 4 ＨＨ Ｎ stadium jumper 文 2014
382 スタバ 3 3 ＬＬＬ スター 2 3 ＬＨ バックス 3 4 ＨＬＬ Ｑ * A Starbucks バック(ス) 文 2014
383 スタメン 3 4 ＬＬＨ スターティング 4 6 ＬＨＨＬ メンバー 2 4 ＨＨ Ｎ starting member 文 2014
384 スタライ 3 4 ＬＬＨ スタミナ 4 4 ＬＬＬＬ ライス 2 3 ＨＬ Ｊ stamina rice ロ 2006
385 スチコン 3 4 ＬＬＨ スチーム 3 4 ＬＨＬ コンベクション 4 6 ＨＬＬＨ Ｎ steam convection 文 2014
386 ステブレ 4 4 ＬＬＬＬ ステーション 3 5 ＬＨＨ ブレーク 3 4 ＬＨＬ station break カ 2007
387 ステマ 3 3 ＬＬＬ ステルス 4 4 ＬＬＬＬ マーケティング 4 6 ＨＬＨＬ Ｒ * A stealth marketing 現 2014
388 ステマネ 4 4 ＬＬＬＬ ステージ 3 4 ＬＨＬ マネージャー 3 5 ＬＨＨ stage manager 文 2014
389 ステラ 3 3 ＬＬＬ ステージ 3 4 ＬＨＬ ライト 2 3 ＨＬ Ｊ * A STAGE LIGHT 那 2008
390 ステリハ 4 4 ＬＬＬＬ ステージ 3 4 ＬＨＬ リハーサル 4 5 ＬＨＬＬ stage rehearsal 文 2014
391 ストカジ 4 4 ＬＬＬＬ ストリート 4 5 ＬＬＨＬ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ street casual 音変化 文 2014
392 ストコン 3 4 ＬＬＨ ストア 3 3 ＬＬＬ コンパリゾン 4 6 ＨＬＬＨ Ｎ store comparison 那 2008
393 ストコン 3 4 ＬＬＨ ストロベリー 5 6 ＬＬＬＬＨ コーンズ 2 4 Ｈ´Ｌ Ｒ * B strawberry cones 文 2014
394 ストパ 3 3 ＬＬＬ ストレート 4 5 ＬＬＨＬ パーマ 2 3 ＨＬ Ｒ * A straight permanent (wave) ストパー 文 2014
395 ストパー 3 4 ＬＬＨ ストレート 4 5 ＬＬＨＬ パーマ 2 3 ＨＬ Ｒ straight permanent (wave) ストパ 現 2013
396 ストマイ 3 4 ＬＬＨ ストレプト 5 5 ＬＬＬＬＬ マイシン 2 4 ＨＨ Ｊ streptomycin カ 2007
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397 ストミュー 3 4 ＬＬＨ ストリート 4 5 ＬＬＨＬ ミュージシャン 3 5 ＨＬＨ Ｒ street musician 文 2014
398 ストレディ 4 4 ＬＬＬＬ ストリート 4 5 ＬＬＨＬ レディース 3 4 ＬＨＬ street ladies 文 2014
399 スナバ 3 3 ＬＬＬ スナップ 3 4 ＬＨＬ バック 2 3 ＨＬ Ｑ * A Snapback 現 2014
400 スナマガ 4 4 ＬＬＬＬ スナップ 3 4 ＬＨＬ マガジン 3 4 ＬＬＨ snap magazine 伊 1999
401 スノトレ 4 4 ＬＬＬＬ スノー 2 3 ＬＨ トレッキング(シューズ) 4 6 ＬＨＨＬ snow trekking (shoes) 文 2014
402 スノボ 3 3 ＬＬＬ スノー 2 3 ＬＨ ボード 2 3 ＨＬ Ｒ * A snow board スノボー 文 2014
403 スノボー 3 4 ＬＬＨ スノー 2 3 ＬＨ ボード 2 3 ＨＬ Ｒ snow board スノボ 文 2014
404 スパコン 3 4 ＬＬＨ スーパー 2 4 ＨＨ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｒ Ｎ * B supercomputer 文 2014
405 スパサカ 4 4 ＬＬＬＬ スーパー 2 4 ＨＨ サッカー 2 4 ＨＨ Ｒ Ｑ * * B B super soccer 那 2008
406 スパブロ 4 4 ＬＬＬＬ スパム 3 3 ＬＬＬ ブロック 3 4 ＬＨＬ spam block 文 2014
407 スパモ 3 3 ＬＬＬ スーパー 2 4 ＨＨ モデル 3 3 ＬＬＬ Ｒ * * B A super model 現 2013
408 スピグラ 4 4 ＬＬＬＬ スピード 3 4 ＬＨＬ グラフィック 4 5 ＬＬＨＬ Speed Graphic カ 2007
409 スフ 2 2 ＬＬ ステープル 4 5 ＬＨＬＬ ファイバー 2 4 ＨＨ Ｊ * * A A staple fiber 音変化 文 2014
410 スポカジ 4 4 ＬＬＬＬ スポーツ 3 4 ＬＨＬ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ sports casual 音変化 文 2014
411 スポカフェ 4 4 ＬＬＬＬ スポーツ 3 4 ＬＨＬ カフェ 2 2 ＬＬ sports (仏)café 現 2014
412 スポコン 3 4 ＬＬＨ スポーツ 3 4 ＬＨＬ コンジョウ 2 4 ＨＨ Ｎ sports 根性 混 カ 2007
413 スポデー 3 4 ＬＬＨ スポーツ 3 4 ＬＨＬ デー 1 2 Ｈ Ｒ sports day 文 2014
414 スポテン 3 4 ＬＬＨ スポーツ 3 4 ＬＨＬ テン 1 2 Ｈ Ｎ Sports Ten ロ 2006
415 スポドリ 4 4 ＬＬＬＬ スポーツ 3 4 ＬＨＬ ドリンク 3 4 ＬＨＬ sports drink 文 2014
416 スポブラ 4 4 ＬＬＬＬ スポーツ 3 4 ＬＨＬ ブラジャー 3 4 ＬＬＨ sports (仏)brassiere 文 2014
417 スポレク 4 4 ＬＬＬＬ スポーツ 3 4 ＬＨＬ レクチャー 3 4 ＬＬＨ sports lecture 伊 1999
418 スマスマ 4 4 ＬＬＬＬ スマップ 3 4 ＬＨＬ スマップ 3 4 ＬＨＬ smap smap 文 2014
419 スマドラ 4 4 ＬＬＬＬ スマート 3 4 ＬＨＬ ドラッグ 3 4 ＬＨＬ smart drug 現 2013
420 スマパン 3 4 ＬＬＨ スマッシング 4 6 ＬＨＨＬ パンプキンズ 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ Smashing Pumpkins ロ 2006
421 スマフォ 3 3 ＬＬＬ スマート 3 4 ＬＨＬ フォン 1 2 Ｈ Ｎ * A smart phone スマホ 文 2014
422 スマホ 3 3 ＬＬＬ スマート 3 4 ＬＨＬ ホン 1 2 Ｈ Ｎ * A smart phone スマフォ 文 2014
423 スマメ 3 3 ＬＬＬ スマート 3 4 ＬＨＬ メディア 3 3 ＬＬＬ * A Smart Media 文 2014
424 スラダン 3 4 ＬＬＨ スラム 3 3 ＬＬＬ ダンク 2 3 ＨＬ Ｎ SLAM DUNK 文 2014
425 スレタイ 3 4 ＬＬＨ スレッド 3 4 ＬＨＬ タイトル 3 4 ＨＬＬ Ｊ thread title 文 2014
426 スロトレ 4 4 ＬＬＬＬ スロー 2 3 ＬＨ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ slow training 現 2014
427 セクハラ 4 4 ＬＬＬＬ セクシャル 4 4 ＬＬＬＬ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ sexual harassment 文 2014
428 セコハン 3 4 ＬＬＨ セコンド 3 4 ＬＨＬ ハンド 2 3 ＨＬ Ｎ second hand セコ 現 2013
429 セトリ 3 3 ＬＬＬ セット 2 3 ＨＬ リスト 3 3 ＬＬＬ Ｑ * * B A set list 文 2014
430 ゼネコン 3 4 ＬＬＨ ゼネラル 4 4 ＬＬＬＬ コントラクター 5 7 ＨＬＬＬＨ Ｎ general contractor 現 2013
431 ゼネスト 4 4 ＬＬＬＬ ゼネラル 4 4 ＬＬＬＬ ストライキ 4 5 ＬＬＨＬ general strike 現 2013
432 セブイレ 4 4 ＬＬＬＬ セブン 2 3 ＬＨ イレブン 3 4 ＬＬＨ Seven Eleven ブンブン 文 2014
433 セフレ 3 3 ＬＬＬ セックス 3 4 ＨＬＬ フレンド 3 4 ＬＨＬ Ｑ * A sex friend 文 2014
434 ゼミコン 3 4 ＬＬＨ ゼミ 2 2 ＬＬ コンパ 2 3 ＨＬ Ｎ seminar company ロ 2006
435 セミプロ 4 4 ＬＬＬＬ セミ 2 2 ＬＬ プロフェッショナル 6 7 ＬＬＨＬＬＬ semiprofessional 現 2014
436 セラコン 3 4 ＬＬＨ セーラー(フク) 2 4 ＨＨ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｒ Ｎ * B sailor's uniform complex カ 2007
437 セラパン 3 4 ＬＬＨ セーラー 2 4 ＨＨ パンツ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ * B sailor pants ロ 2006
438 セラムン 3 4 ＬＬＨ セーラー 2 4 ＨＨ ムーン 1 3 Ｈ´ Ｒ Ｒ * * B B sailor moon 文 2014
439 セリーグ 3 4 ＬＨＬ セントラル 4 5 ＨＬＬＬ リーグ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ * A Central League ？ 現 2013
440 セレカジ 4 4 ＬＬＬＬ セレブ 3 3 ＬＬＬ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ celeb casual 音変化 文 2014
441 センクラ 3 4 ＨＬＬ センツァ 2 3 ＨＬ クラバッテ 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ (伊)senza cravatte 現 2012
442 センクリ 3 4 ＨＬＬ セント 2 3 ＨＬ クリストファー 5 6 ＬＬＬＬＨ Ｎ Saint Christopher ロ 2006
443 ゼンクリ 3 4 ＨＬＬ ゼンブ 2 3 ＨＬ クリア 3 3 ＬＬＬ Ｎ 全部 clear 混 文 2014
444 センプラ 3 4 ＨＬＬ セントラル 4 5 ＨＬＬＬ プラザ 3 3 ＬＬＬ Ｎ Central Plaza ロ 2006
445 センプレ 3 4 ＨＬＬ センター 2 4 ＨＨ プレス（パンツ） 3 3 ＬＬＬ Ｎ center press (pants) 現 2013
446 ソクアポ 4 4 ＬＬＬＬ ソク 2 2 ＬＬ アポイントメント 5 8 ＬＨ´ＬＨＬ 即 appointment 混 文 2014
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447 ソシャゲ 3 3 ＬＬＬ ソーシャル 3 4 ＨＬＬ ゲーム 2 3 ＨＬ Ｒ Ｒ * * B A social game 文 2014
448 ソツアル 4 4 ＬＬＬＬ ソツギョウ 3 4 ＬＬＨ アルバム 4 4 ＬＬＬＬ 卒業 album 混 文 2014
449 ソフテニ 4 4 ＬＬＬＬ ソフト 3 3 ＬＬＬ テニス 3 3 ＬＬＬ soft tennis 文 2014
450 ソフドリ 4 4 ＬＬＬＬ ソフト 3 3 ＬＬＬ ドリンク 3 4 ＬＨＬ soft drink 文 2014
451 ソフビ 3 3 ＬＬＬ ソフト 3 3 ＬＬＬ ビニール 3 4 ＬＨＬ * A soft vinyl 文 2014
452 ソロコン 3 4 ＬＬＨ ソロ 2 2 ＬＬ コンテスト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ solo contest 文 2014
453 ダイサク 3 4 ＨＬＬ ダイエット 3 5 ＨＨＬ サクセス 4 4 ＬＬＬＬ Ｊ diet success ロ 2006
454 タイバン 2 4 ＨＨ タイスル 3 4 ＨＬＬ バンド 2 3 ＨＬ Ｊ Ｎ 対する band 混 文 2014
455 タイマネ 3 4 ＨＬＬ タイム 2 3 ＨＬ マネージメント 5 7 ＬＨＬＨＬ Ｊ time management 文 2014
456 ダビスタ 4 4 ＬＬＬＬ ダービー 2 4 ＨＨ スタリオン 4 5 ＬＬＬＨ Ｒ * B Derby Stallion 那 2008
457 ダブスタ 4 4 ＬＬＬＬ ダブル 3 3 ＬＬＬ スタンダード 4 6 ＬＨＨＬ double standard 文 2014
458 ダブドリ 4 4 ＬＬＬＬ ダブル 3 3 ＬＬＬ ドリブル 4 4 ＬＬＬＬ double dribble 文 2014
459 ダメコン 3 4 ＬＬＨ ダメージ 3 4 ＬＨＬ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ damage control 文 2014
460 タワレコ 4 4 ＬＬＬＬ タワー 2 3 ＬＨ レコード 3 4 ＬＨＬ tower record 文 2014
461 ダンステ 3 4 ＨＬＬ ダンス 2 3 ＨＬ ステージ 3 4 ＬＨＬ Ｎ dance stage 文 2014
462 タンテ 2 3 ＨＬ ターン 1 3 Ｈ´ テーブル 3 4 ＨＬＬ Ｒ Ｒ * * B A turntable 那 2008
463 タンパ 2 3 ＨＬ タンジョウビ 3 5 ＨＨＬ パーティー 2 4 ＨＨ Ｎ Ｒ * A 誕生日 party 混 文 2014
464 ダンパ 2 3 ＨＬ ダンス 2 3 ＨＬ パーティー 2 4 ＨＨ Ｎ Ｒ * A dance party 文 2014
465 タンパン 2 4 ＨＨ タン 1 2 Ｈ パンツ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ 短 pants 混 文 2014
466 ダンレボ 3 4 ＨＬＬ ダンスダンス 4 6 ＨＬＨＬ レボリューション 4 6 ＬＬＨＨ Ｎ dance dance revolution 文 2014
467 チーカマ 3 4 ＨＬＬ チーズ 2 3 ＨＬ カマボコ 4 4 ＬＬＬＬ Ｒ cheese 蒲鉾 混 文 2014
468 チーフォン 2 4 ＨＨ チーズ 2 3 ＨＬ フォンデュ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ cheese fondue 文 2014
469 チェロコン 3 4 ＬＬＨ チェロ 2 2 ＬＬ コンチェルト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ cello (伊)concerto 文 2014
470 チェンメ 2 3 ＨＬ チェーン 1 3 Ｈ´ メール 2 3 ＨＬ Ｒ Ｒ * * B A chain mail 文 2014
471 チキパ 3 3 ＬＬＬ チィキィ 2 2 ＬＬ パレード 3 4 ＬＨＬ * A Cheeky Parade 文 2014
472 チケピ 3 3 ＬＬＬ チケット 3 4 ＬＨＬ ピア 2 2 ＬＬ * A ticket pia 文 2014
473 チデジ 3 3 ＬＬＬ チジョウ 2 3 ＬＨ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ * A 地上 digital 混 文 2014
474 チノパン 3 4 ＬＬＨ チノ 2 2 ＬＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｎ chino pants 現 2013
475 チバテレ 4 4 ＬＬＬＬ チバ 2 2 ＬＬ テレビ 3 3 ＬＬＬ 千葉 television 混 文 2014
476 チャーコン 2 4 ＨＨ チャージ 2 3 ＨＬ コントローラー 4 7 ＨＬＨＨ Ｒ Ｎ charge controller 文 2014
477 チャイカナ 3 4 ＨＬＬ チャイニーズ 3 5 ＨＨＬ カナディアン 4 5 ＬＬＬＨ Ｊ Chinese Canadian ロ 2006
478 チャイタウ 2 4 ＨＨ チャイナ 2 3 ＨＬ タウン 1 3 Ｈ´ Ｊ Ｊ China Town ロ 2006
479 チャイレス 3 4 ＨＬＬ チャイニーズ 3 5 ＨＨＬ レストラン 4 5 ＬＬＬＨ Ｊ Chinese restaurant ロ 2006
480 チャクメロ 4 4 ＬＬＬＬ チャクシン 3 4 ＬＬＨ メロディー 3 4 ＬＬＨ 着信 melody 混 現 2011
481 チャラサー 3 4 ＬＬＨ チャライ 2 3 ＬＨ サークル 3 4 ＨＬＬ Ｒ ちゃらい circle 混 文 2014
482 チャリキー 3 4 ＬＬＨ チャリンコ 3 4 ＬＨＬ キー 1 2 Ｈ Ｒ ちゃりんこ key 混 文 2014
483 チョイボラ 3 4 ＨＬＬ チョイト 2 3 ＨＬ ボランティア 4 5 ＬＨＬＬ Ｊ ちょいと volunteer 混 カ 2007
484 チョクアド 4 4 ＬＬＬＬ チョクセツ 4 4 ＬＬＬＬ アドレス 4 4 ＬＬＬＬ 直接 address 混 文 2014
485 チョコパ 3 3 ＬＬＬ チョコレート 4 5 ＬＬＨＬ パフェ 2 2 ＬＬ * A chocolate (仏)parfait カ 2007
486 チョコバー 3 4 ＬＬＨ チョコレート 4 5 ＬＬＨＬ バー 1 2 Ｈ Ｒ chocolate bar 伊 1999
487 チョコピー 3 4 ＬＬＨ チョコレート 4 5 ＬＬＨＬ ピーナッツ 3 5 ＨＨＬ Ｒ chocolate peanut カ 2007
488 チョコビス 4 4 ＬＬＬＬ チョコレート 4 5 ＬＬＨＬ ビスケット 4 5 ＬＬＨＬ chocolate biscuit 文 2014
489 ツアコン 3 4 ＬＬＨ ツアー 2 3 ＬＨ コンダクター 4 6 ＨＬＬＨ Ｎ tour conductor 文 2014
490 ツイキャス 4 4 ＬＬＬＬ ツイット 3 4 ＬＨＬ キャスティング 4 5 ＬＬＨＬ twit casting 文 2014
491 ツーショ 2 3 ＨＬ ツー 1 2 Ｈ ショット 2 3 ＨＬ Ｒ Ｑ * A two shot 那 2008
492 ツースト 3 4 ＨＬＬ ツー 1 2 Ｈ ストローク 4 5 ＬＬＨＬ Ｒ two stroke 文 2014
493 ツーダン 2 4 ＨＨ ツー 1 2 Ｈ ダウン 1 3 Ｈ´ Ｒ Ｊ * B two down ロ 2006
494 ツーブロ 3 4 ＨＬＬ ツー 1 2 Ｈ ブロック 3 4 ＬＨＬ Ｒ two block 文 2014
495 ツクタク 4 4 ＬＬＬＬ ツクバ 3 3 ＬＬＬ タクシー 3 4 ＬＬＨ つくば taxi 混 文 2014
496 デイトレ 3 4 ＨＬＬ デイ 1 2 Ｈ トレーディング 4 6 ＬＨＨＬ Ｊ day trading 現 2014
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497 デイトレ 3 4 ＨＬＬ デイ 1 2 Ｈ トレーダー 3 5 ＬＨＨ Ｊ day trader 現 2010
498 デカラケ 4 4 ＬＬＬＬ デカイ 2 3 ＬＨ ラケット 3 4 ＬＨＬ でかい racket 混 文 2014
499 テクサポ 4 4 ＬＬＬＬ テクニカル 5 5 ＬＬＬＬＬ サポート 3 4 ＬＨＬ technical support 文 2014
500 デコチョコ 4 4 ＬＬＬＬ デコレーション 4 6 ＬＬＨＨ チョコレート 4 5 ＬＬＨＬ decoration chocolate 現 2011
501 デコデン 3 4 ＬＬＨ デコレーション 4 6 ＬＬＨＨ デンワ 2 3 ＨＬ Ｎ decoration 電話 混 現 2011
502 デコトラ 4 4 ＬＬＬＬ デコレーション 4 6 ＬＬＨＨ トラック 3 4 ＬＨＬ decoration truck 文 2014
503 デコメ 3 3 ＬＬＬ デコレーション 4 6 ＬＬＨＨ メール 2 3 ＨＬ Ｒ * A decoration mail デコメール 文 2014
504 デザギョー 3 4 ＬＬＨ デザート 3 4 ＬＨＬ ギョーザ 2 3 ＨＬ Ｒ dessert 餃子 混 現 2011
505 デジアナ 4 4 ＬＬＬＬ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ アナログ 4 4 ＬＬＬＬ digital-analogue 現 2011
506 デジカメ 4 4 ＬＬＬＬ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ カメラ 3 3 ＬＬＬ digital camera 文 2014
507 デジコン 3 4 ＬＬＨ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ コンテンツ 3 5 ＨＨＬ Ｎ digital contents 文 2014
508 デジサポ 4 4 ＬＬＬＬ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ サポート 3 4 ＬＨＬ digital support 現 2012
509 デジジャン 3 4 ＬＬＨ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ ジャングル 3 4 ＨＬＬ Ｎ digital jungle ロ 2006
510 デジパ 3 3 ＬＬＬ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ パーマ 2 3 ＨＬ Ｒ * A digital permanent (wave) 文 2014
511 デジパチ 4 4 ＬＬＬＬ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ パチンコ 3 4 ＬＨＬ digital ぱちんこ 混 カ 2007
512 デジモン 3 4 ＬＬＨ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ モンスター 3 5 ＨＬＨ Ｎ digital monster 文 2014
513 デスノ 3 3 ＬＬＬ デス 2 2 ＬＬ ノート 2 3 ＨＬ Ｒ * A DEATH NOTE 文 2014
514 テスパイ 3 4 ＬＬＨ テスト 3 3 ＬＬＬ パイロット 3 5 ＨＨＬ Ｊ test pilot カ 2007
515 テニサー 3 4 ＬＬＨ テニス 3 3 ＬＬＬ サークル 3 4 ＨＬＬ Ｒ tennis circle 文 2014
516 デパオク 4 4 ＬＬＬＬ デパート 3 4 ＬＨＬ オクジョウ 3 4 ＬＬＨ department 屋上 混 文 2014
517 デパガ 3 3 ＬＬＬ デパート 3 4 ＬＨＬ ガール 2 3 ＨＬ Ｒ * A department store girl カ 2007
518 デパチカ 4 4 ＬＬＬＬ デパート 3 4 ＬＨＬ チカ 2 2 ＬＬ department 地下 混 文 2014
519 デフコン 3 4 ＬＬＨ ディフェンス 3 4 ＬＨＬ コンディション 3 5 ＨＬＨ Ｎ defense condition 音変化 現 2014
520 デリヘル 4 4 ＬＬＬＬ デリバリー 4 5 ＬＬＬＨ ヘルス 3 3 ＬＬＬ delivery health 現 2013
521 デルパソ 4 4 ＬＬＬＬ デル 2 2 ＬＬ パソコン 3 4 ＬＬＨ Dell personal computer 文 2014
522 テレアサ 4 4 ＬＬＬＬ テレビ 3 3 ＬＬＬ アサヒ 3 3 ＬＬＬ television 朝日 混 文 2014
523 テレアポ 4 4 ＬＬＬＬ テレホン 3 4 ＬＬＨ アポイントメント 5 8 ＬＨ´ＬＨＬ telephone appointment 現 2014
524 テレオケ 4 4 ＬＬＬＬ テレビ 3 3 ＬＬＬ オーケストラ 5 6 ＨＬＬＬＬ Ｒ * B television orchestra ロ 2006
525 テレオペ 4 4 ＬＬＬＬ テレホン 3 4 ＬＬＨ オペレーター 4 6 ＬＬＨＨ telephone operator 現 2012
526 テレカ 3 3 ＬＬＬ テレホン 3 4 ＬＬＨ カード 2 3 ＨＬ Ｒ * A telephone card テレカード 文 2014
527 テレクラ 4 4 ＬＬＬＬ テレホン 3 4 ＬＬＨ クラブ 3 3 ＬＬＬ telephone club 現 2013
528 テレコ 3 3 ＬＬＬ テープ 2 3 ＨＬ レコーダー 3 5 ＬＨＨ Ｒ * A tape recorder カ 2007
529 テレコミ 4 4 ＬＬＬＬ テレ 2 2 ＬＬ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ telecommunication 音変化 カ 2007
530 テレコン 3 4 ＬＬＨ テレ 2 2 ＬＬ コンバージョン 3 6 ＨＨＨ Ｎ teleconversion 那 2008
531 テレスタ 4 4 ＬＬＬＬ テレフォン 3 4 ＬＬＨ スタジオ 4 4 ＬＬＬＬ telephone studio カ 2007
532 テレチャン 3 4 ＬＬＨ テレビ 3 3 ＬＬＬ チャンピオン 3 5 ＨＬＨ Ｎ television champion ロ 2006
533 テレトウ 3 4 ＬＬＨ テレビ 3 3 ＬＬＬ トウキョウ 2 4 ＨＨ Ｒ television 東京 混 文 2014
534 テレパソ 4 4 ＬＬＬＬ テレビジョン 4 5 ＬＬＬＨ パソコン 3 4 ＬＬＨ television personal computer 現 2013
535 テレマ 3 3 ＬＬＬ テレホン 3 4 ＬＬＨ マーケティング 4 6 ＨＬＨＬ Ｒ * A telephone marketing 現 2013
536 テンカメ 3 4 ＨＬＬ テンキ 2 3 ＨＬ カメラ 3 3 ＬＬＬ Ｎ 天気 camera 混 カ 2007
537 デンスロ 3 4 ＨＬＬ デンシ 2 3 ＨＬ スロットル 4 5 ＬＨＬＬ Ｎ 電子 throttle 混 文 2014
538 テンパ 2 3 ＨＬ テンネン 2 4 ＨＨ パーマ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ * A 天然 permanent (wave) 混 那 2008
539 デンファレ 3 4 ＨＬＬ デンドロビューム 5 7 ＨＬＬＨＬ ファレノプシス 6 6 ＬＬＬＬＬＬ Ｎ Dendrobium phalaenopsis カ 2007
540 デンマ 2 3 ＨＬ デンキ 2 3 ＨＬ マッサージ 3 5 ＨＨＬ Ｎ Ｑ * A 電気 (仏)massage 混 文 2014
541 トイプー 2 4 ＨＨ トイ 1 2 Ｈ プードル 3 4 ＨＬＬ Ｊ Ｒ toy poodle 文 2014
542 トイペ 2 3 ＨＬ トイレット 3 5 ＨＨＬ ペーパー 2 4 ＨＨ Ｊ Ｒ * A toilet paper トイパ 文 2014
543 トードー 2 4 ＨＨ トウキョウ 2 4 ＨＨ ドーム 2 3 ＨＬ Ｒ Ｒ 東京 (英)dome 混、トウドム 文 2014
544 トードム 3 4 ＨＬＬ トウキョウ 2 4 ＨＨ ドーム 2 3 ＨＬ Ｒ Ｒ * B 東京 (英)dome 混、トウドー 文 2014
545 ドクハラ 4 4 ＬＬＬＬ ドクター 3 4 ＬＬＨ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ doctor harassment 文 2014
546 ドクモ 3 3 ＬＬＬ ドクシャ 3 3 ＬＬＬ モデル 3 3 ＬＬＬ * A 読者 モデル 混 文 2014
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547 ドタキャン 3 4 ＬＬＨ ドタンバ 3 4 ＬＨＬ キャンセル 3 4 ＨＬＬ Ｎ 土壇場 cancel 混 文 2014
548 ドツレク 4 4 ＬＬＬＬ ドイツ 2 3 ＨＬ レクイエム 4 5 ＬHＬＬ Ｊ * B Duitch requiem 文 2014
549 ドナキチ 4 4 ＬＬＬＬ ドーナツ 3 4 ＨＬＬ キチガイ 3 4 ＬＬＨ Ｒ * B donut 気違い 混 文 2014
550 トニセン 3 4 ＬＬＨ トゥエンティス 4 5 ＬＨLL センチュリー 3 5 ＨＬＨ Ｎ 20th Century 音変化 文 2014
551 ドボハチ 4 4 ＬＬＬＬ ドボルザーク 5 6 ＬＬＬＨＬ ハチバン 3 4 ＬＬＨ Dvořák 八番 混 文 2014
552 トマジュー 3 4 ＬＬＨ トマト 3 3 ＬＬＬ ジュース 2 3 ＨＬ Ｒ tomato juice 文 2014
553 トマピー 3 4 ＬＬＨ トマト 3 3 ＬＬＬ ピメント 3 4 ＬＨＬ tomato pimento 音変化 現 2014
554 トモチョコ 4 4 ＬＬＬＬ トモダチ 4 4 ＬＬＬＬ チョコレート 4 5 ＬＬＨＬ 友達 chocolate 混 文 2014
555 トラギ 3 3 ＬＬＬ トランジスター 5 7 ＬＨＬＬＨ ギジュツ 3 3 ＬＬＬ * A transistor 技術 混 文 2014
556 ドラクエ 4 4 ＬＬＬＬ ドラゴン 3 4 ＬＬＨ クエスト 4 4 ＬＬＬＬ Dragon Quest 文 2014
557 トラグラ 4 4 ＬＬＬＬ トランジスター 5 7 ＬＨＬＬＨ グラマー 3 4 ＬＬＨ transistor glamour カ 2007
558 トラコン 3 4 ＬＬＨ トランス 3 4 ＬＨＬ コンチネンツ 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ TRANS CONTINENTS ロ 2006
559 ドラコン 3 4 ＬＬＨ ドライビング 4 6 ＬＨＨＬ コンテスト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ driving contest 現 2011
560 ドラスト 4 4 ＬＬＬＬ ドラゴン 3 4 ＬＬＨ ストライク 4 5 ＬＬＨＬ dragon strike 文 2014
561 ドラテク 4 4 ＬＬＬＬ ドライブ 3 4 ＬＨＬ テクニック 4 5 ＬＬＨＬ driving technique 文 2014
562 トラバ 3 3 ＬＬＬ トラック 3 4 ＬＨＬ バック 2 3 ＨＬ Ｑ * A track back ロ 2006
563 トラバイ 3 4 ＬＬＨ トランク 3 4 ＬＨＬ バイク 2 3 ＨＬ Ｊ trunk bike カ 2007
564 ドラポジ 4 4 ＬＬＬＬ ドライビング 4 6 ＬＨＨＬ ポジション 3 4 ＬＬＨ driving position 文 2014
565 ドラレコ 4 4 ＬＬＬＬ ドライブ 3 4 ＬＨＬ レコーダー 3 5 ＬＨＨ drive recorder 現 2014
566 ドリカム 4 4 ＬＬＬＬ ドリームズ 4 5 ＬＨＬＬ カム(トゥルー) 2 2 ＬＬ DREAMS COME TRUE 文 2014
567 ドリライ 3 4 ＬＬＨ ドリーム 3 4 ＬＨＬ ライブ 2 3 ＨＬ Ｊ Dream Live 文 2014
568 トルコン 3 4 ＬＬＨ トルク 3 3 ＬＬＬ コンバーター 3 6 ＨＨＨ Ｎ torque converter カ 2007
569 トルセン 3 4 ＬＬＨ トルク 3 3 ＬＬＬ センシング 3 5 ＨＨＬ Ｎ Torque sensor 文 2014
570 トレカ 3 3 ＬＬＬ トレーディング 4 6 ＬＨＨＬ カード 2 3 ＨＬ Ｒ * A trading card 文 2014
571 トレシャツ 4 4 ＬＬＬＬ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ シャツ 2 2 ＬＬ training shirt カ 2007
572 トレセン 3 4 ＬＬＨ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ センター 2 4 ＨＨ Ｎ training center 文 2014
573 トレハン 3 4 ＬＬＨ トレジャー 3 4 ＬＬＨ ハンティング 3 5 ＨＨＬ Ｎ Treasure Hunting ロ 2006
574 トレパン 3 4 ＬＬＨ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｎ training pants 文 2014
575 トレペ 3 3 ＬＬＬ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ ペーパー 2 4 ＨＨ Ｒ * A training paper 文 2014
576 トレぺ 3 3 ＬＬＬ トレーシング 4 6 ＬＨＨＬ ペーパー 2 4 ＨＨ Ｒ * A tracing paper 現 2012
577 ドレメ 3 3 ＬＬＬ ドレス 3 3 ＬＬＬ メーカー 2 4 ＨＨ Ｒ * A dressmaker 現 2012
578 ドレメ 3 3 ＬＬＬ ドレス 3 3 ＬＬＬ メーキング 3 5 ＨＨＬ Ｒ * A dressmaking カ 2007
579 トレラン 3 4 ＬＬＨ トレイル 3 4 ＬＨＬ ランニング 3 5 ＨＨＬ Ｎ trail running 文 2014
580 トロバス 4 4 ＬＬＬＬ トロリー 3 4 ＬＬＨ バス 2 2 ＬＬ trolley bus カ 2007
581 ドンペリ 3 4 ＨＬＬ ドン 1 2 Ｈ ペリニヨン 4 5 ＬＬＬＨ Ｎ (仏)Dom Perignon 文 2014
582 ドンマイ 2 4 ＨＨ ドント 2 3 ＨＬ マインド 2 4 Ｈ´Ｌ　 Ｎ Ｊ Don't mind 文 2014
583 ナイキャ 2 3 ＨＬ ナイス 2 3 ＨＬ キャッチ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｑ * A nice catch 文 2014
584 ナイクラ 3 4 ＨＬＬ ナイス 2 3 ＨＬ クラップ 3 4 ＬＨＬ Ｊ NICE CLAUP 米 1996
585 ナイクラ 3 4 ＨＬＬ ナイト 2 3 ＨＬ クラブ 3 3 ＬＬＬ Ｊ night club ロ 2006
586 ナイシュー 2 4 ＨＨ ナイス 2 3 ＨＬ シュート 2 3 ＨＬ Ｊ Ｒ nice shoot 文 2014
587 ナイナイ 2 4 ＨＨ ナインティー 2 5 Ｈ´Ｈ ナイン 1 3 Ｈ´ Ｊ Ｊ Ninety Nine ロ 2006
588 ナイブラ 3 4 ＨＬＬ ナイロン 2 4 ＨＨ ブラウス 3 4 ＬＨＬ Ｊ nylon blouse ロ 2006
589 ナショジオ 4 4 ＬＬＬＬ ナショナル 4 4 ＬＬＬＬ ジオグラフィック 6 7 ＬＬＬＬＨＬ National Geographic 文 2014
590 ナチュカジ 4 4 ＬＬＬＬ ナチュラル 4 4 ＬＬＬＬ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ natural casual 音変化 カ 2007
591 ナチュスト 4 4 ＬＬＬＬ ナチュラル 4 4 ＬＬＬＬ ストッキング 4 6 ＬＨＨＬ natural stocking 文 2014
592 ナチュハイ 3 4 ＬＬＨ ナチュラル 4 4 ＬＬＬＬ ハイ 1 2 Ｈ Ｊ natural high 現 2012
593 ナチュパン 3 4 ＬＬＨ ナチュラル 4 4 ＬＬＬＬ パンチ(ドランカー) 2 3 ＨＬ Ｎ Natural Punch Drunker ロ 2006
594 ナツメロ 4 4 ＬＬＬＬ ナツカシイ 4 5 ＬＬＬＨ メロディー 3 4 ＬＬＨ なつかしい melody 混 外 1990
595 ナノテク 4 4 ＬＬＬＬ ナノ 2 2 ＬＬ テクノロジー 5 6 ＬＬＬＬＨ nanotechnology 文 2014
596 ナマビ 3 3 ＬＬＬ ナマ 2 2 ＬＬ ビール 2 3 ＨＬ Ｒ * A 生 beer 混 米 1996
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597 ナンクロ 3 4 ＨＬＬ ナンバー 2 4 ＨＨ クロスワード 5 6 ＬＬＬＨＬ Ｎ number crossword 文 2014
598 ナンプレ 3 4 ＨＬＬ ナンバー 2 4 ＨＨ プレース 3 4 ＬＨＬ Ｎ Number Place 文 2014
599 ニアミス 4 4 ＬＬＬＬ ニアー 2 3 ＬＨ ミステイク 4 5 ＬＬＨＬ near mistake 文 2014
600 ニーソ 2 3 ＨＬ ニー 1 2 Ｈ ソックス 3 4 ＨＬＬ Ｒ Ｑ * A knee socks 文 2014
601 ニーハイ 2 4 ＨＨ ニー 1 2 Ｈ ハイソックス 4 6 ＨＨＬＬ Ｒ Ｊ knee highsocks 文 2014
602 ニッカド 3 4 ＨＬＬ ニッケル 3 4 ＨＬＬ カドミウム 5 5 ＬＬＬＬＬ Ｑ Nickel-Cadmium ロ 2006
603 ニッテレ 3 4 ＨＬＬ ニッポン 2 4 ＨＨ テレビ 3 3 ＬＬＬ Ｑ 日本 television 混 文 2014
604 ニヤピン 3 4 ＬＬＨ ニヤレスト 5 5 ＬＬＬＬＬ ピン 1 2 Ｈ Ｎ nearest (to) Pin 現 2013
605 ニューアカ 3 4 ＨＬＬ ニュー 1 2 Ｈ アカデミズム 6 6 ＬＬＬＬＬＬ Ｒ new academism 伊 1999
606 ニュートラ 3 4 ＨＬＬ ニュー 1 2 Ｈ トラディショナル 6 6 ＬＬＬＬＬＬ Ｒ new traditional ニュートラッド 現 2013
607 ニューメタ 3 4 ＨＬＬ ニュー 1 2 Ｈ メタル 3 3 ＬＬＬ Ｒ Nu Metal 文 2014
608 ネイサロ 3 4 ＨＬＬ ネイル 2 3 ＨＬ サロン 2 3 ＬＨ Ｊ nail salon 那 2008
609 ネオコン 3 4 ＬＬＨ ネオ 2 2 ＬＬ コンサバティズム 6 7 ＨLＬＬＬL Ｎ Neoconservatism 現 2014
610 ネオダダ 4 4 ＬＬＬＬ ネオ 2 2 ＬＬ ダダイズム 4 5 ＬＨＬＬ neo-dadaism 伊 1999
611 ネオリベ 4 4 ＬＬＬＬ ネオ 2 2 ＬＬ リベラリズム 6 6 ＬＬＬＬＬＬ neoliberalism 文 2014
612 ネガキャン 3 4 ＬＬＨ ネガティブ 4 4 ＬＬＬＬ キャンペーン 2 5 ＨＨ´ Ｎ negative campaign 文 2014
613 ネカフェ 3 3 ＬＬＬ ネット 2 3 ＨＬ カフェ 2 2 ＬＬ Ｑ * A internet (仏)café 文 2014
614 ネスケ 3 3 ＬＬＬ ネット 2 3 ＨＬ スケープ 3 4 ＬＨＬ Ｑ * A Netscape カ 2007
615 ネトアン 3 4 ＬＬＨ ネット 2 3 ＨＬ アンテナ 3 4 ＨＬＬ Ｑ Ｎ * B net antenna ロ 2006
616 ネトウヨ 4 4 ＬＬＬＬ ネット 2 3 ＨＬ ウヨク 3 3 ＬＬＬ Ｑ * B net 右翼 混 文 2014
617 ネトゲ 3 3 ＬＬＬ ネット 2 3 ＨＬ ゲーム 2 3 ＨＬ Ｑ Ｒ * * B A net game ネトゲー 文 2014
618 ネトゲー 3 4 ＬＬＨ ネット 2 3 ＨＬ ゲーム 2 3 ＨＬ Ｑ Ｒ * B net game ネトゲ 文 2014
619 ネトラジ 4 4 ＬＬＬＬ ネット 2 3 ＨＬ ラジオ 3 3 ＬＬＬ Ｑ * B net radio 那 2008
620 ネンパス 3 4 ＨＬＬ ネンカン 2 4 ＨＨ パスポート 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ 年間 passport 混 文 2014
621 ノウトレ 3 4 ＨＬＬ ノウリョク 3 4 ＨＬＬ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ Ｒ 脳力 training 混 文 2014
622 ノーカン 2 4 ＨＨ ノー 1 2 Ｈ カウント 2 4 Ｈ´Ｌ　 Ｒ Ｊ * B no count 現 2011
623 ノーギャラ 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ ギャランティー 3 5 ＬＨＨ Ｒ no guarantee 文 2014
624 ノーキョー 2 4 ＨＨ ノート 2 3 ＨＬ キョウカショ 3 4 ＨＬＬ Ｒ Ｒ note 教科書 混 米 1998
625 ノーグー 2 4 ＨＨ ノー 1 2 Ｈ グッド 2 3 ＨＬ Ｒ Ｑ * A no good 音変化 ロ 2006
626 ノークラ 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ クラッチ 3 4 ＬＨＬ Ｒ no clutch カ 2007
627 ノーコン 2 4 ＨＨ ノー 1 2 Ｈ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｒ Ｎ no control 文 2014
628 ノースケ 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ スケジュール 4 5 ＬＬＨＬ Ｒ no schedule 文 2014
629 ノースリ 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ スリーブ 3 4 ＬＨＬ Ｒ no sleeve 文 2014
630 ノーズロ 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ ズロース 3 4 ＬＨＬ Ｒ no drawers カ 2007
631 ノーチャン 2 4 ＨＨ ノー 1 2 Ｈ チャンス 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ no chance 文 2014
632 ノーハズ 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ ハズバンド 4 5 ＬＬＨＬ Ｒ no husband 伊 1999
633 ノーパソ 3 4 ＨＬＬ ノート 2 3 ＨＬ パソコン 3 4 ＬＬＨ Ｒ note personal computer 文 2014
634 ノーバン 2 4 ＨＨ ノース 2 3 ＨＬ バンクバー 3 5 ＨＬＨ Ｒ Ｎ North Vancouver ロ 2006
635 ノーパン 2 4 ＨＨ ノー 1 2 Ｈ パンツ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ no panties カ 2007
636 ノーブラ 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ ブラジャー 3 4 ＬＬＨ Ｒ no (仏)brassiere カ 2007
637 ノーブレ 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ ブレス 3 3 ＬＬＬ Ｒ no breath カ 2007
638 ノーブレ 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ ブレックファスト 6 7 ＬＨＬＬＬＬ Ｒ no breakfast 米 1998
639 ノープロ 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ プロブレム 5 5 ＬＬＬＬＬ Ｒ no problem カ 2007
640 ノーヘル 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ ヘルメット 4 5 ＬＬＨＬ Ｒ no helmet カ 2007
641 ノーミス 3 4 ＨＬＬ ノー 1 2 Ｈ ミステーク 4 5 ＬＬＨＬ Ｒ no mistake 現 2013
642 ノミサー 3 4 ＬＬＨ ノミ 2 2 ＬＬ サークル 3 4 ＨＬＬ Ｒ 飲み circle 混 文 2014
643 ノラジョン 3 4 ＬＬＨ ノラ 2 2 ＬＬ ジョンズ 2 3 ＨＬ Ｎ Norah Jones ロ 2006
644 ノンアル 3 4 ＨＬＬ ノン 1 2 Ｈ アルコール 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ non alcohol 文 2014
645 ノンキャリ 3 4 ＨＬＬ ノン 1 2 Ｈ キャリア 3 3 ＬＬＬ Ｎ non career 那 2008
646 ノンコレ 3 4 ＨＬＬ ノン 1 2 Ｈ コレステロール 6 7 ＬＬＬＬＨＬ Ｎ non cholesterol ロ 2006
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647 ノンスリ 3 4 ＨＬＬ ノン 1 2 Ｈ スリップ 3 4 ＬＨＬ Ｎ non slip ロ 2006
648 ノンセク 3 4 ＨＬＬ ノン 1 2 Ｈ セクタリアン 5 6 ＬＬＬＬＨ Ｎ nonsectarian カ 2007
649 ノンタイ 2 4 ＨＨ ノン 1 2 Ｈ タイトル 3 4 ＨＬＬ Ｎ Ｊ non title ロ 2006
650 ノンプロ 3 4 ＨＬＬ ノン 1 2 Ｈ プロフェッショナル 6 7 ＬＬＨＬＬＬ Ｎ nonprofessional カ 2007
651 ノンヘル 3 4 ＨＬＬ ノン 1 2 Ｈ ヘルメット 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ non helmet ロ 2006
652 ノンポリ 3 4 ＨＬＬ ノン 1 2 Ｈ ポリティカル 5 5 ＬＬＬＬＬ Ｎ nonpolitical 文 2014
653 ノンレブ 3 4 ＨＬＬ ノン 1 2 Ｈ レブニュー（パッセンジャー） 3 4 ＬＬＨ Ｎ non revenue passenger ロ 2006
654 バーキン 2 4 ＨＨ バーガー 2 4 ＨＨ キング 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ Burger King ロ 2006
655 パーケン 2 4 ＨＨ パーティー 2 4 ＨＨ ケン 1 2 Ｈ Ｒ Ｎ party 券 混 米 1996
656 パーコン 2 4 ＨＨ パーティー 2 4 ＨＨ コンパニオン 4 6 ＨＬＬＨ Ｒ Ｎ party companion ロ 2006
657 パーコン 2 4 ＨＨ パート 2 3 ＨＬ コンパ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ part company 那 2008
658 ハースケ 3 4 ＨＬＬ ハード 2 3 ＨＬ スケジュール 4 5 ＬＬＨＬ Ｒ hard schedule 現 2013
659 バーテン 2 4 ＨＨ バー 1 2 Ｈ テンダー 2 4 ＨＨ Ｒ Ｎ bartender 現 2013
660 ハーパン 2 4 ＨＨ ハーフ 2 3 ＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ half pants 文 2014
661 ハイオク 3 4 ＨＬＬ ハイ 1 2 Ｈ オクタン 3 4 ＬＬＨ Ｊ high-octane カ 2007
662 ハイカ 2 3 ＨＬ ハイウエー 3 5 ＨＬＨ カード 2 3 ＨＬ Ｊ Ｒ * A Highway Card 文 2014
663 ハイカラ 3 4 ＨＬＬ ハイ 1 2 Ｈ カラー 2 3 ＬＨ Ｊ high collar ロ 2006
664 バイコン 2 4 ＨＨ バイオリン 3 5 ＨＬＨ コンチェルト 4 5 ＨＬＬＬ Ｊ Ｎ violin (伊)concerto 文 2014
665 ハイジャン 2 4 ＨＨ ハイ 1 2 Ｈ ジャンプ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｎ high jump 那 2008
666 ハイス 2 3 ＨＬ ハイ 1 2 Ｈ スピード(スティール) 3 4 ＬＨＬ Ｊ * A high-speed steel ロ 2006
667 ハイスタ 3 4 ＨＬＬ ハイ 1 2 Ｈ スタンダード 4 6 ＬＨＨＬ Ｊ high standard ロ 2006
668 ハイソ 2 3 ＨＬ ハイ 1 2 Ｈ ソサエティー 3 5 ＬＨＨ Ｊ * A high society 文 2014
669 ハイソ 2 3 ＨＬ ハイ 1 2 Ｈ ソックス 3 4 ＨＬＬ Ｊ Ｑ * A high socks 那 2008
670 ハイタク 3 4 ＨＬＬ ハイヤー 2 4 ＨＨ タクシー 3 4 ＬＬＨ Ｊ hire taxi ロ 2006
671 ハイテク 3 4 ＨＬＬ ハイスタイル 4 6 ＨＬＨＬ テクノロジー 5 6 ＬＬＬＬＨ Ｊ highstyle technology 文 2014
672 ハイテク 3 4 ＨＬＬ ハイ 1 2 Ｈ テクノロジー 5 6 ＬＬＬＬＨ Ｊ high technology 現 2010
673 バイテク 3 4 ＨＬＬ バイオ 2 3 ＨＬ テクノロジー 5 6 ＬＬＬＬＨ Ｊ biotechnology バイオ 現 2013
674 ハイフィ 2 3 ＨＬ ハイ 1 2 Ｈ フィデリティー 4 5 ＬＬＬＨ Ｊ * A high fidelity 伊 1999
675 バイフォ 2 3 ＨＬ バイ 1 2 Ｈ フォーカル 3 4 ＨＬＬ Ｊ Ｒ * A bifocal ロ 2006
676 ハイプロ 3 4 ＨＬＬ ハイ 1 2 Ｈ プロスティチュート 6 7 ＬＬＬＬＨＬ Ｊ high prostitute ロ 2006
677 ハイポジ 3 4 ＨＬＬ ハイ 1 2 Ｈ ポジション 3 4 ＬＬＨ Ｊ high position ロ 2006
678 ハイメン 2 4 ＨＨ ハイライト 3 5 ＨＨＬ メンソール 3 5 ＨＨＬ Ｊ Ｎ hi-lite menthol 那 2008
679 ハイモ 2 3 ＨＬ ハイ 1 2 Ｈ モネット 3 4 ＬＨＬ Ｊ * A hymonette ロ 2006
680 ハイレグ 3 4 ＨＬＬ ハイ 1 2 Ｈ レッグ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｑ * B high leg ロ 2006
681 ハイレゾ 3 4 ＨＬＬ ハイ 1 2 Ｈ レゾリューション 4 6 ＬＬＨＨ Ｊ high resolution 現 2014
682 バウモン 2 4 ＨＨ バウンド 2 4 Ｈ´Ｌ モンスターズ 4 6 ＨＬＨＬ Ｊ Ｎ BOUND MONSTERS 文 2014
683 ハゲダツ 4 4 ＬＬＬＬ ハーゲン 2 4 ＨＨ ダッツ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｑ * * B B Haagen Dazs ハゲダ 那 2008
684 バゲトラ 4 4 ＬＬＬＬ バゲージ 3 4 ＬＨＬ トラブル 4 4 ＬＬＬＬ baggage trouble カ 2007
685 パケホ 3 3 ＬＬＬ パケット 3 4 ＬＨＬ ホウダイ 2 4 ＨＨ Ｒ * A packet 放題 混 現 2010
686 バスクラ 4 4 ＬＬＬＬ バス 2 2 ＬＬ クラリネット 5 6 ＬＬＬＨＬ bass clarinet 文 2014
687 バスコン 3 4 ＬＬＨ バース 2 3 ＨＬ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｒ Ｎ * B birth control カ 2007
688 パズドラ 4 4 ＬＬＬＬ パズル 3 3 ＬＬＬ ドラゴン 3 4 ＬＬＨ Puzzle & Dragons 文 2014
689 バストロ 4 4 ＬＬＬＬ バス 2 2 ＬＬ トロンボーン 3 6 ＬＨＨ´ bass trombone 文 2014
690 パスモ 3 3 ＬＬＬ パス 2 2 ＬＬ モア 2 2 ＬＬ * A Pass more 現 2013
691 バスレフ 4 4 ＬＬＬＬ バス 2 2 ＬＬ レフレックス 5 6 ＬＬＨＬＬ bass reflex カ 2007
692 パソクラ 4 4 ＬＬＬＬ パソコン 3 4 ＬＬＨ クラブ 3 3 ＬＬＬ personal computer club カ 2007
693 パソコミ 4 4 ＬＬＬＬ パーソナル 4 5 ＨＬＬＬ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ Ｒ * B personal communication 音変化 カ 2007
694 パソコン 3 4 ＬＬＨ パーソナル 4 5 ＨＬＬＬ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｒ Ｎ * B personal computer 現 2013
695 パタハラ 4 4 ＬＬＬＬ パタニティー 4 5 ＬＬＬＨ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ paternity harrasment 現 2014
696 バタピー 3 4 ＬＬＨ バター 2 3 ＬＨ ピーナッツ 3 5 ＨＨＬ Ｒ butter peanut カ 2007
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697 パチスロ 4 4 ＬＬＬＬ パチンコ 3 4 ＬＨＬ スロット 3 4 ＬＨＬ ぱちんこ slot 混 文 2014
698 バッシュ 2 3 ＨＬ バスケット 4 5 ＬＬＨＬ シューズ 2 3 ＨＬ * A basket shoes バッシュー、音変化 文 2014
699 バッシュー 2 4 ＨＨ バスケット 4 5 ＬＬＨＬ シューズ 2 3 ＨＬ basket shoes バッシュ、音変化 文 2014
700 バッセン 2 4 ＨＨ バッティング 3 5 ＨＨＬ センター 2 4 ＨＨ Ｑ Ｎ batting center 那 2008
701 パトカー 3 4 ＬＬＨ パトロール 4 5 ＬＬＨＬ カー 1 2 Ｈ Ｒ patrol car 文 2014
702 パトタイ 3 4 ＬＬＨ パート 2 3 ＨＬ タイム 2 3 ＨＬ Ｒ Ｊ * B part time ロ 2006
703 パトリ 3 3 ＬＬＬ パート 2 3 ＨＬ リーダー 2 4 ＨＨ Ｒ Ｒ * * B A part Leader 文 2014
704 バトロワ 4 4 ＬＬＬＬ バトル 3 3 ＬＬＬ ロワイヤル 4 5 ＬＨＬＬ BATTLE ROYALE 文 2014
705 ハナピ 3 3 ＬＬＬ ハナ 2 2 ＬＬ ピアス 3 3 ＬＬＬ * A 鼻 pierce 混 文 2014
706 ハニビス 4 4 ＬＬＬＬ ハニー 2 3 ＬＨ ビースト 3 4 ＨＬＬ Ｒ * B Honeybeast ロ 2006
707 ハピバ 3 3 ＬＬＬ ハッピー 2 4 ＨＨ バースデー 3 5 ＨＬＨ Ｑ Ｒ * * B A happy birthday 文 2014
708 ハピマテ 4 4 ＬＬＬＬ ハッピー 2 4 ＨＨ マテリアル 5 5 ＬＬＬＬＬ Ｑ * B Happy Material 那 2008
709 パブコメ 4 4 ＬＬＬＬ パブリック 4 5 ＬＬＨＬ コメント 3 4 ＬＨＬ public comment 現 2014
710 パライブ 3 4 ＬＨＬ パラサイト 4 5 ＬＬＨＬ イブ 2 2 ＬＬ PARASITE EVE 文 2014
711 パラキン 3 4 ＬＬＨ パラダイス 4 5 ＬＬＨＬ キング 2 3 ＨＬ Ｎ paradise king ロ 2006
712 パラシン 3 4 ＬＬＨ パラノイア 4 5 ＬＬＨＬ シンドロム 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ Paranoia syndrom ロ 2006
713 バラセン 3 4 ＬＬＨ バラード 3 4 ＬＨＬ センモン 2 4 ＨＨ Ｎ (仏)ballade 専門 混 文 2014
714 バラタレ 4 4 ＬＬＬＬ バラエティー 4 5 ＬＬＬＨ タレント 3 4 ＬＨＬ variety talent 現 2014
715 バラモジ 4 4 ＬＬＬＬ バランスド 4 5 ＬＨＬＬ モジュレーター 4 6 ＬＬＨＨ balanced modulator 音変化 文 2014
716 パリーグ 3 4 ＬＨＬ パシフィック 4 5 ＬＬＨＬ リーグ 2 3 ＨＬ Ｒ * A Pacific League ？ 現 2013
717 パリコレ 4 4 ＬＬＬＬ パリ 2 2 ＬＬ コレクション 4 5 ＬＬＬＨ Paris collection 文 2014
718 バリコン 3 4 ＬＬＨ バリアブル 5 5 ＬＬＬＬＬ コンデンサー 3 6 ＨＨＨ Ｎ variable condenser 現 2013
719 バリサク 4 4 ＬＬＬＬ バリトン 3 4 ＬＬＨ サックス 3 4 ＨＬＬ Ｑ * B baritone saxophone 那 2008
720 パリダカ 4 4 ＬＬＬＬ パリ 2 2 ＬＬ ダカール(ラリー) 3 4 ＬＨＬ Paris-Dakar Rally 現 2010
721 ハリポ 3 3 ＬＬＬ ハリー 2 3 ＬＨ ポッター 2 4 ＨＨ Ｑ * A Harry Potter ハリポタ 那 2008
722 ハリポタ 4 4 ＬＬＬＬ ハリー 2 3 ＬＨ ポッター 2 4 ＨＨ Ｑ * B Harry Potter ハリポ 文 2014
723 バルタイ 3 4 ＬＬＨ バルブ 3 3 ＬＬＬ タイミング 3 5 ＨＨＬ Ｊ valve timing 文 2014
724 バレコン 3 4 ＬＬＨ バレー 2 3 ＬＨ コンクール 3 5 ＨＨＬ Ｎ ballet (仏)concours ロ 2006
725 バレトン 3 4 ＬＬＨ バレー 2 3 ＬＨ トン 1 2 Ｈ Ｎ ballet tone 現 2012
726 ハロプロ 4 4 ＬＬＬＬ ハロー 2 3 ＬＨ プロジェクト 5 5 ＬＬＬＬＬ Hello Project 文 2014
727 ハロモニ 4 4 ＬＬＬＬ ハロー 2 3 ＬＨ モーニング 3 5 ＨＨＬ Ｒ * B Hello morning 文 2014
728 ハロワ 3 3 ＬＬＬ ハロー 2 3 ＬＨ ワーク 2 3 ＨＬ Ｒ * A Hello Work 文 2014
729 パワコン 3 4 ＬＬＨ パワー 2 3 ＬＨ コンディショナー 4 6 ＨＬＬＨ Ｎ power conditioner 文 2014
730 パワステ 4 4 ＬＬＬＬ パワー 2 3 ＬＨ ステアリング 5 6 ＬＬＬＨＬ power steering 文 2014
731 パワスポ 4 4 ＬＬＬＬ パワー 2 3 ＬＨ スポット 3 4 ＬＨＬ power spot 文 2014
732 パワハラ 4 4 ＬＬＬＬ パワー 2 3 ＬＨ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ power harrasment 文 2014
733 パワポ 3 3 ＬＬＬ パワー 2 3 ＬＨ ポイント 2 4 Ｈ´Ｌ　 Ｊ * A Power Point 文 2014
734 パワメタ 4 4 ＬＬＬＬ パワー 2 3 ＬＨ メタル 3 3 ＬＬＬ Power Metal 文 2014
735 ハンカチ 3 4 ＨＬＬ ハンド 2 3 ＨＬ カチーフ 3 4 ＬHＬ Ｎ handkerchief 文 2014
736 バンギャ 2 3 ＨＬ バンド 2 3 ＨＬ ギャルズ 3 3 ＬＬＬ Ｎ * A band gals バンギャル 文 2014
737 バンギャル 3 4 ＨＬＬ バンド 2 3 ＨＬ ギャルズ 3 3 ＬＬＬ Ｎ band gals バンギャ 文 2014
738 パンショコ 3 4 ＨＬＬ パンオ 2 3 ＨＬ ショコラ 3 3 ＬＬＬ Ｎ pain (au) chocolat ？ ロ 2006
739 ハンスト 3 4 ＨＬＬ ハンガー 2 4 ＨＨ ストライキ 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ hunger strike 文 2014
740 パンスト 3 4 ＨＬＬ パンティー 2 4 ＨＨ ストッキング 4 6 ＬＨＨＬ Ｎ panty stocking 文 2014
741 バンチキ 3 4 ＨＬＬ バンプ（オブ） 2 3 ＨＬ チキン 2 3 ＬＨ Ｎ BUMP OF CHICKEN 那 2008
742 ハンネ 2 3 ＨＬ ハンドル 3 4 ＨＬＬ ネーム 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ * A handle name 那 2008
743 ハンマ 2 3 ＨＬ ハンド 2 3 ＨＬ マネー 2 3 ＬＨ Ｎ * A hand money 米 1998
744 バンマス 3 4 ＨＬＬ バンド 2 3 ＨＬ マスター 3 4 ＬＬＨ Ｎ bandmaster 現 2013
745 ビーサン 2 4 ＨＨ ビーチ 2 3 ＨＬ サンダル 3 4 ＨＬＬ Ｒ Ｎ beach sandals 文 2014
746 ヒーポン 2 4 ＨＨ ヒート 2 3 ＨＬ ポンプ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ heat pump カ 2007
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747 ビーマニ 3 4 ＨＬＬ ビート 2 3 ＨＬ マニア 3 3 ＬＬＬ Ｒ beat mania 文 2014
748 ヒサロ 3 3 ＬＬＬ ヒヤケ 3 3 ＬＬＬ サロン 2 3 ＬＨ * A 日焼け (英)salon 混 文 2014
749 ビジホ 3 3 ＬＬＬ ビジネス 4 4 ＬＬＬＬ ホテル 3 3 ＬＬＬ * A business hotel 文 2014
750 ビタカン 3 4 ＬＬＨ ビタ 2 2 ＬＬ カンフル 3 4 ＨＬＬ Ｎ vita camphre ロ 2006
751 ビッカメ 3 4 ＨＬＬ ビック 2 3 ＨＬ カメラ 3 3 ＬＬＬ Ｑ Bic camera カメラ 現 2012
752 ピッパ 2 3 ＨＬ ピッチ 2 3 ＨＬ パイプ 2 3 ＨＬ Ｑ Ｊ * A Pitch Pipe 那 2008
753 ヒッパレ 3 4 ＨＬＬ ヒット 2 3 ＨＬ パレード 3 4 ＬＨＬ Ｑ HIT PARADE ロ 2006
754 ビデカセ 4 4 ＬＬＬＬ ビデオ 3 3 ＬＬＬ カセット 3 4 ＬＨＬ videocassette カ 2007
755 ビデコン 3 4 ＬＬＨ ビデオ 3 3 ＬＬＬ アイコノスコープ 6 8 ＨＬＬＬＨＬ Ｊ video iconoscope ? ロ 2006
756 ビデレン 3 4 ＬＬＨ ビデオ 3 3 ＬＬＬ レンタル 3 4 ＨＬＬ Ｎ video rental ロ 2006
757 ビニカサ 4 4 ＬＬＬＬ ビニール 3 4 ＬＨＬ カサ 2 2 ＬＬ vinyl 傘 混 文 2014
758 ビニパイ 3 4 ＬＬＨ ビニール 3 4 ＬＨＬ パイプ 2 3 ＨＬ Ｊ vinyl pipe カ 2007
759 ビリボー 3 4 ＬＬＨ ビリヤード 4 5 ＬＬＨＬ ボーリング 3 5 ＨＨＬ Ｒ billiards bowling 現 2014
760 ビルカン 3 4 ＬＬＨ ビル 2 2 ＬＬ カンリ 2 3 ＨＬ Ｎ building 管理 混 文 2014
761 ビレバン 3 4 ＬＬＨ ビレッジ 3 4 ＬＨＬ バンガード 3 5 ＨＨＬ Ｎ village vanguard 文 2014
762 ピンサロ 3 4 ＨＬＬ ピンク 2 3 ＨＬ サロン 2 3 ＬＨ Ｎ pink salon 現 2013
763 ピンドン 2 4 ＨＨ ピンク 2 3 ＨＬ ドンペリ 3 4 ＨＬＬ Ｎ Ｎ Pink (仏)Dom Perignon 那 2008
764 ピンヒ 2 3 ＨＬ ピン 1 2 Ｈ ヒール 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ * A pin heel 文 2014
765 ピンレモ 3 4 ＨＬＬ ピンク 2 3 ＨＬ レモネード 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ Pink lemonade ロ 2006
766 ファーキチ 3 4 ＨＬＬ ファースト 3 4 ＨＬＬ キッチン 2 4 ＨＨ Ｒ Ｑ * B first kitchen ファッキン 文 2014
767 ファイファン 2 4 ＨＨ ファイナル 3 4 ＨＬＬ ファンタジー 3 5 ＨＬＨ Ｊ Ｎ final fantasy FF 文 2014
768 ファコミ 3 3 ＬＬＬ ファクシミリ 5 5 ＬＬＬＬＬ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ * A facsimile communication 音変化 カ 2007
769 ファザコン 3 4 ＬＬＨ ファーザー 2 4 ＨＨ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｒ Ｎ * B father complex 文 2014
770 ファッキン 2 4 ＨH ファースト 3 4 ＨＬＬ キッチン 2 4 ＨＨ Ｒ Ｑ * A first kitchen 音変化, ファーキチ 文 2014
771 ファミコン 3 4 ＬＬＨ ファミリー 3 4 ＬＬＨ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｎ FAMILY COMPUTER 文 2014
772 ファミコン 3 4 ＬＬＨ ファミリー 3 4 ＬＬＨ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ family complex 現 2014
773 ファミブ 3 3 ＬＬＬ ファミリー 3 4 ＬＬＨ ブック 2 3 ＨＬ Ｑ * A family book 那 2008
774 ファミマ 3 3 ＬＬＬ ファミリー 3 4 ＬＬＨ マート 2 3 ＨＬ Ｒ * A family mart 文 2014
775 ファミレ 3 3 ＬＬＬ ファミリー 3 4 ＬＬＨ レストラン 4 5 ＬＬＬＨ * A family restaurant ファミレス 文 2014
776 ファミレス 4 4 ＬＬＬＬ ファミリー 3 4 ＬＬＨ レストラン 4 5 ＬＬＬＨ family restaurant ファミレ 文 2014
777 ファントラ 3 4 ＨＬＬ ファンド 2 3 ＨＬ トラスト 4 4 ＬＬＬＬ Ｎ fund trust カ 2007
778 ファンミ 2 3 ＨＬ ファン 1 2 Ｈ ミーティング 3 5 ＨＨＬ Ｎ Ｒ * A fan meeting 現 2012
779 フィチャホ 3 3 ＬＬＬ フィーチャー 2 4 ＨＨ ホン 1 2 Ｈ Ｒ Ｎ * * B A feature phone 文 2014
780 フーコー 2 4 ＨＨ フード 2 3 ＨＬ コート 2 3 ＨＬ Ｒ Ｒ food court 文 2014
781 ブーサン 2 4 ＨＨ ブーツ 2 3 ＨＬ サンダル 3 4 ＨＬＬ Ｒ Ｎ boots sandale 現 2014
782 フォーステ 3 4 ＨＬＬ フォー 1 2 Ｈ ステップ 3 4 ＬＨＬ Ｒ four step 文 2014
783 フォースト 3 4 ＨＬＬ フォー 1 2 Ｈ ストローク 4 5 ＬＬＨＬ Ｒ four stroke 文 2014
784 フォトコン 3 4 ＬＬＨ フォト 2 2 ＬＬ コンテスト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ photo contest カ 2007
785 フォトショ 3 3 ＬＬＬ フォト 2 2 ＬＬ ショップ 2 3 ＨＬ Ｑ * A photoshop 文 2014
786 フォロバ 3 3 ＬＬＬ フォロー 2 3 ＬＨ バック 2 3 ＨＬ Ｑ * A follow back 文 2014
787 ブギボー 3 4 ＬＬＨ ブギー 2 3 ＬＨ ボード 2 3 ＨＬ Ｒ boogie board カ 2007
788 ブクマ 3 3 ＬＬＬ ブック 2 3 ＨＬ マーク 2 3 ＨＬ Ｑ Ｒ * * B A bookmark 現 2014
789 プチプラ 4 4 ＬＬＬＬ プチ 2 2 ＬＬ プライス 3 4 ＬＨＬ petit price 文 2014
790 プチブル 4 4 ＬＬＬＬ プチ 2 2 ＬＬ ブルジョア 4 4 ＬＬＬＬ (仏)petit bourgeois カ 2007
791 プチボラ 4 4 ＬＬＬＬ プチ 2 2 ＬＬ ボランティア 4 5 ＬＨＬＬ (仏)petit volunteer カ 2007
792 ブツカ 3 3 ＬＬＬ ブーツ 2 3 ＨＬ カット 2 3 ＨＬ Ｒ Ｑ * * B A boots cut 那 2008
793 フットレ 3 4 ＨＬＬ フッキン 2 4 ＨＨ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ Ｑ 腹筋 training 混 文 2014
794 フラガ 3 3 ＬＬＬ フライング 3 5 ＬＨ´Ｌ ガーデン 2 4 ＨＨ Ｒ * A FLYING GARDEN 文 2014
795 フラゲ 3 3 ＬＬＬ フライング 3 5 ＬＨ´Ｌ ゲット 2 3 ＨＬ Ｑ * A Flying get 文 2014
796 フラコン 3 4 ＬＬＨ フランス 3 4 ＬＨＬ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ France complex ロ 2006
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797 ブラコン 3 4 ＬＬＨ ブラザー 3 4 ＬＬＨ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ brother complex 文 2014
798 ブラコン 3 4 ＬＬＨ ブラック 3 4 ＬＨＬ コンテンポラリー 5 8 ＨＨＬＬＨ Ｎ black contemporary 現 2013
799 ブラバ 3 3 ＬＬＬ ブランド 3 4 ＬＨＬ バッグ 2 3 ＨＬ Ｑ * A brand bag 現 2012
800 ブラバン 3 4 ＬＬＨ ブラス 3 3 ＬＬＬ バンド 2 3 ＨＬ Ｎ brass band 文 2014
801 ブラビ 3 3 ＬＬＬ ブラック 3 4 ＬＨＬ ビスケッツ 4 5 ＬＬＨＬ * A BLACK BISCUITS 文 2014
802 ブラピ 3 3 ＬＬＬ ブラッド 3 4 ＬＨＬ ピット 2 3 ＨＬ Ｑ * A Brad Pitt 文 2014
803 プラマイ 3 4 ＬＬＨ プラス 3 3 ＬＬＬ マイナス 3 4 ＨＬＬ Ｊ plus minus 現 2013
804 プラモ 3 3 ＬＬＬ プラスチック 5 6 ＬＬＬＨＬ モデル 3 3 ＬＬＬ * A plastic model 文 2014
805 プリカジ 4 4 ＬＬＬＬ プリティー 3 4 ＬＬＨ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ pretty casual 音変化 現 2014
806 ブリカン 3 4 ＬＬＨ ブリチッシュ 4 5 ＬＬＨＬ カウンシル 3 5 Ｈ´ＬＬ Ｊ * B British Council ロ 2006
807 プリクラ 4 4 ＬＬＬＬ プリント 3 4 ＬＨＬ クラブ 3 3 ＬＬＬ print club 文 2014
808 プリコン 3 4 ＬＬＨ プリティ 3 3 ＬＬＬ コンサバティブ 5 6 ＨＬＬＬＬ Ｎ pretty conservative ロ 2006
809 フリスタ 4 4 ＬＬＬＬ フリー 2 3 ＬＨ スタイル 3 4 ＬＨＬ freestyle 文 2014
810 フリスペ 4 4 ＬＬＬＬ フリー 2 3 ＬＨ スペース 3 4 ＬＨＬ free space 文 2014
811 プリフェ 3 3 ＬＬＬ プリティ 3 3 ＬＬＬ フェイス 2 3 ＨＬ Ｊ * A pretty face ロ 2006
812 プリプリ 4 4 ＬＬＬＬ プリンセス 4 5 ＬＨＬＬ プリンセス 4 5 ＬＨＬＬ PRINCESS PRINCESS 文 2014
813 フリペ 3 3 ＬＬＬ フリー 2 3 ＬＨ ペーパー 2 4 ＨＨ Ｒ * A free paper 現 2014
814 プリペ 3 3 ＬＬＬ プリ 2 2 ＬＬ ペイド 2 3 ＨＬ Ｊ * A pre-paid ロ 2006
815 フリマ 3 3 ＬＬＬ フリー 2 3 ＬＨ マーケット 3 5 ＨＨＬ Ｒ * A flea market 文 2014
816 プリレコ 4 4 ＬＬＬＬ プリ 2 2 ＬＬ レコーディング 4 6 ＬＨＨＬ prerecording プレレコ カ 2007
817 フルグラ 4 4 ＬＬＬＬ フルーツ 3 4 ＬＨＬ グラノーラ 4 5 ＬＬＨＬ fruits granola 文 2014
818 フルコン 3 4 ＬＬＨ フル 2 2 ＬＬ コンタクト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ full contact 那 2008
819 ブルトレ 4 4 ＬＬＬＬ ブルー 2 3 ＬＨ トレイン 2 4 ＬＨ´ Blue Train 現 2013
820 フルバ 3 3 ＬＬＬ フルーツ 3 4 ＬＨＬ バスケット 4 5 ＬＬＨＬ * A Fruit Basket フルバス 文 2014
821 フルバス 4 4 ＬＬＬＬ フルーツ 3 4 ＬＨＬ バスケット 4 5 ＬＬＨＬ Fruit Basket フルバ 文 2014
822 フルポン 3 4 ＬＬＨ フルーツ 3 4 ＬＨＬ ポンチ 2 3 ＨＬ Ｎ fruits punch 文 2014
823 ブルマン 3 4 ＬＬＨ ブルー 2 3 ＬＨ マウンテン 2 5 Ｈ´Ｈ Ｊ * B Blue Mountain カ 2007
824 フレカジ 4 4 ＬＬＬＬ フレンチ 3 4 ＬＨＬ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ French casual 文 2014
825 ブレコン 3 4 ＬＬＨ ブレス 3 3 ＬＬＬ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ breath control 那 2008
826 プレコン 3 4 ＬＬＨ プレキャスト 5 5 ＬＬＬＬＬ コンクリート 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ precast concrete ロ 2006
827 プレスコ 4 4 ＬＬＬＬ プレー 2 3 ＬＨ スコアリング 5 6 ＬＬＬＨＬ prescoring カ 2007
828 プレステ 4 4 ＬＬＬＬ プレイ 2 3 ＬＨ ステーション 3 5 ＬＨＨ play station 文 2014
829 ブレスト 4 4 ＬＬＬＬ ブレーン 2 4 ＬＨ´ ストーミング 4 6 ＬＨＨＬ brain storming 文 2014
830 プレハブ 4 4 ＬＬＬＬ プレ 2 2 ＬＬ ハブリケーテッド 6 8 ＬＬＬＨＨＬ prefabricated 文 2014
831 プレプラ 4 4 ＬＬＬＬ プレシャス 4 4 ＬＬＬＬ プライス 3 4 ＬＨＬ precious price 文 2014
832 プレモル 4 4 ＬＬＬＬ プレミアム 5 5 ＬＬＬＬＬ モルツ 3 3 ＬＬＬ PREMIUM MALTS 文 2014
833 プロコン 3 4 ＬＬＨ プロセス 4 4 ＬＬＬＬ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ process control ロ 2006
834 プロシン 3 4 ＬＬＨ プログラミング 6 7 ＬＬＬＬＨＬ シンポジウム 5 6 ＨＬＬＬＬ Ｎ programming symposium 文 2014
835 プロゼミ 4 4 ＬＬＬＬ プロ 2 2 ＬＬ ゼミナール 4 5 ＬＬＨＬ proseminar 現 2012
836 ブロマガ 4 4 ＬＬＬＬ ブログ 3 3 ＬＬＬ マガジン 3 4 ＬＬＨ blog magazine 文 2014
837 フロマネ 4 4 ＬＬＬＬ フロア 3 3 ＬＬＬ マネージャー 3 5 ＬＨＨ floor manager 現 2013
838 プロマネ 4 4 ＬＬＬＬ プロジェクト 5 5 ＬＬＬＬＬ マネジャー 3 4 ＬＬＨ project manager 文 2014
839 プロレス 4 4 ＬＬＬＬ プロフェッショナル 6 7 ＬＬＨＬＬＬ レスリング 4 5 ＬＬＨＬ professional wrestling 文 2014
840 ベア 2 2 ＬＬ ベイス 2 3 ＨＬ アップ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｑ * * A A base up 文 2014
841 ヘアアレ 4 4 ＬＬＬＬ ヘアー 2 3 ＬＨ アレンジ 3 4 ＬＨＬ hair arrange 文 2014
842 ヘアチェン 3 4 ＬＬＨ ヘアー 2 3 ＬＨ チェンジ 2 3 ＨＬ Ｎ hair change ロ 2006
843 ヘアバン 3 4 ＬＬＨ ヘアー 2 3 ＬＨ バンド 2 3 ＨＬ Ｎ hair band ロ 2006
844 ベイブリ 3 4 ＨＬＬ ベイ 1 2 Ｈ ブリッジ 3 4 ＬＨＬ Ｊ Bay Bridge 那 2008
845 ペーラン 2 4 ＨＨ ペース 2 3 ＨＬ ランニング 3 5 ＨＨＬ Ｒ Ｎ pace running 那 2008
846 ベスコス 4 4 ＬＬＬＬ ベスト 3 3 ＬＬＬ コスメチック 5 6 ＬＬＬＨＬ best cosmetic 現 2011
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847 ベスフィ 3 3 ＬＬＬ ベスト 3 3 ＬＬＬ フィット 2 3 ＨＬ Ｑ * A best fit ロ 2006
848 ベスポジ 4 4 ＬＬＬＬ ベスト 3 3 ＬＬＬ ポジション 3 4 ＬＬＨ best position 現 2012
849 ヘソピ 3 3 ＬＬＬ ヘソ 2 2 ＬＬ ピアス 3 3 ＬＬＬ * A ヘソ pierce 混 文 2014
850 ベトシチ 4 4 ＬＬＬＬ ベートーベン 3 6 ＨＨＨ シチバン 3 4 ＬＬＨ Ｒ * B Beethoven 七番 混 文 2014
851 ベビメ 3 3 ＬＬＬ ベビー 2 3 ＬＨ メタル 3 3 ＬＬＬ * A BABYMETAL ベビメタ 文 2014
852 ヘビメタ 4 4 ＬＬＬＬ ヘビー(ヘヴィー) 2 3 ＬＨ メタル 3 3 ＬＬＬ heavy metal メタル 文 2014
853 ベビメタ 4 4 ＬＬＬＬ ベビー 2 3 ＬＨ メタル 3 3 ＬＬＬ BABYMETAL ベビメ 文 2014
854 ベビレ 3 3 ＬＬＬ ベイビー 2 4 ＨＨ レイズ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｊ * * B A babyraids 文 2014
855 ヘビロテ 4 4 ＬＬＬＬ ヘビー 2 3 ＬＨ ローテーション 3 6 ＨＨＨ Ｒ * B Heavy Rotation 文 2014
856 ベリガ 3 3 ＬＬＬ ベリー 2 3 ＬＨ ガール 2 3 ＨＬ Ｒ * A belly girl カ 2007
857 ベリグ 3 3 ＬＬＬ ベリー 2 3 ＬＨ グッド 2 3 ＨＬ Ｑ * A very good 那 2008
858 ベルコン 3 4 ＬＬＨ ベルト 3 3 ＬＬＬ コンベヤー 3 5 ＨＬＨ Ｎ belt conveyer 文 2014
859 ベルナン 3 4 ＬＬＨ ベル 2 2 ＬＬ ナンバー 2 4 ＨＨ Ｎ bell number ロ 2006
860 ペンケ 2 3 ＨＬ ペン 1 2 Ｈ ケース 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ * A pencil case 米 1998
861 ペンタブ 3 4 ＨＬＬ ペン 1 2 Ｈ タブレット 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ pen (仏)tablette 文 2014
862 ペンポ 2 3 ＨＬ ペン 1 2 Ｈ ポーチ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ * A pen pouch 文 2014
863 ボイトレ 3 4 ＨＬＬ ボイス 2 3 ＨＬ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ Ｊ voice training 現 2013
864 ボイパ 2 3 ＨＬ ボイス 2 3 ＨＬ パーカッション 3 6 ＨＨＨ Ｊ Ｒ * A Voice percussion 那 2008
865 ボイフレ 3 4 ＨＬＬ ボーイ 1 3 Ｈ´ フレンド 3 4 ＬＨＬ Ｒ * B boy friend 那 2008
866 ホウステ 3 4 ＨＬＬ ホウドウ 2 4 ＨＨ ステーション 3 5 ＬＨＨ Ｒ 報道 station 混 文 2014
867 ポーアイ 2 4 ＨＨ ポート 2 3 ＨＬ アイランド 3 5 ＨＨＬ Ｒ Ｊ Port Island 那 2008
868 ボキャビル 4 4 ＬＬＬＬ ボキャブラリー 5 6 ＬＬＬＬＨ ビルディング 4 5 ＬＬＨＬ vocabulary building 現 2011
869 ボキャヒン 3 4 ＬＬＨ ボキャブラリー 5 6 ＬＬＬＬＨ ヒンジャク 3 4 ＨＬＬ Ｎ vocabulary 貧弱 混 文 2014
870 ポケコン 3 4 ＬＬＨ ポケット 3 4 ＬＨＬ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｎ pocket computer カ 2007
871 ポケティ 3 3 ＬＬＬ ポケット 3 4 ＬＨＬ ティッシュ 2 3 ＨＬ Ｑ * A pocket tissue 文 2014
872 ポケバイ 3 4 ＬＬＨ ポケット 3 4 ＬＨＬ バイク 2 3 ＨＬ Ｊ pocket bike カ 2007
873 ポケビ 3 3 ＬＬＬ ポケット 3 4 ＬＨＬ ビスケッツ 4 5 ＬＬＨＬ * A POCKET BISCUITS 文 2014
874 ポケビ 3 3 ＬＬＬ ポケモン 3 4 ＬＬＨ ビーム 2 3 ＨＬ Ｒ * A Pokemon beam  ロ 2006
875 ポケベル 4 4 ＬＬＬＬ ポケット 3 4 ＬＨＬ ベル 2 2 ＬＬ pocket bell 文 2014
876 ポケボー 3 4 ＬＬＨ ポケット 3 4 ＬＨＬ ボード 2 3 ＨＬ Ｒ Pocket board カ 2007
877 ポケモン 3 4 ＬＬＨ ポケット 3 4 ＬＨＬ モンスター 3 5 ＨＬＨ Ｎ pocket monster 文 2014
878 ポスカ 3 3 ＬＬＬ ポスト 3 3 ＬＬＬ カード 2 3 ＨＬ Ｒ * A post card 伊 1999
879 ポスドク 4 4 ＬＬＬＬ ポスト 3 3 ＬＬＬ ドクター 3 4 ＬＬＨ post doctor 文 2014
880 ホスパ 3 3 ＬＬＬ ホット 2 3 ＨＬ スパー 2 3 ＬＨ Ｑ * A hot spar 那 2008
881 ボスハラ 4 4 ＬＬＬＬ ボス 2 2 ＬＬ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ boss harrasment 現 2014
882 ポスペ 3 3 ＬＬＬ ポスト 3 3 ＬＬＬ ペット 2 3 ＨＬ Ｑ * A post pet ロ 2006
883 ボディコン 3 4 ＬＬＨ ボディー 2 3 ＬＨ コンシャス 3 4 ＨＬＬ Ｎ body conscious 文 2014
884 ボティボー 3 4 ＬＬＨ ボディー 2 3 ＬＨ ボード 2 3 ＨＬ Ｒ body board 文 2014
885 ポテチ 3 3 ＬＬＬ ポテト 3 3 ＬＬＬ チップス 3 4 ＨＬＬ Ｑ * A potato chips 文 2014
886 ホテトル 4 4 ＬＬＬＬ ホテル 3 3 ＬＬＬ トルコ(バス) 3 3 ＬＬＬ hotel turkish bath 現 2012
887 ホテバ 3 3 ＬＬＬ ホテル 3 3 ＬＬＬ バンクバー 3 5 ＨＬＨ Ｎ * A Hotel Vancouver ホテバン ロ 2006
888 ホテバン 3 4 ＬＬＨ ホテル 3 3 ＬＬＬ バンクバー 3 5 ＨＬＨ Ｎ Hotel Vancouver ホテバ ロ 2006
889 ボトレ 3 3 ＬＬＬ ボイス 2 3 ＨＬ トレーナー 3 5 ＬＨＨ Ｊ * A voice trainer 那 2008
890 ポニテ 3 3 ＬＬＬ ポニー 2 3 ＬＨ テール 2 3 ＨＬ Ｒ * A ponytail 現 2013
891 ホムセン 3 4 ＬＬＨ ホーム 2 3 ＨＬ センター 2 4 ＨＨ Ｒ Ｎ * B home center 文 2014
892 ホムパ 3 3 ＬＬＬ ホーム 2 3 ＨＬ パーティー 2 4 ＨＨ Ｒ Ｒ * * B A home party 文 2014
893 ホムペ 3 3 ＬＬＬ ホーム 2 3 ＨＬ ページ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｒ * * B A homepage ホメパゲ 現 2013
894 ボラセン 3 4 ＬＬＨ ボランティア 4 5 ＬＨＬＬ センター 2 4 ＨＨ Ｎ volunteer center 那 2008
895 ポリサイ 3 4 ＬＬＨ ポリティカル 5 5 ＬＬＬＬＬ サイエンス 3 5 ＨＨＬ Ｊ political science ロ 2006
896 ボンジャケ 3 4 ＨＬＬ ボンバー 2 4 ＨＨ ジャケット 3 4 ＬＨＬ Ｎ bomber jacket 文 2014
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897 マイキャラ 3 4 ＨＬＬ マイ 1 2 Ｈ キャラクター 4 5 ＬＬＬＨ Ｊ my character ロ 2006
898 マイコン 2 4 ＨＨ マイクロ 3 4 ＨＬＬ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｊ Ｎ microcomputer 現 2012
899 マイコン 2 4 ＨＨ マイ 1 2 Ｈ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｊ Ｎ my computer カ 2007
900 マイセン 2 4 ＨＨ マイルド 3 4 ＨＬＬ セブン 2 3 ＬＨ Ｊ * B mild seven 音変化 文 2014
901 マイチェン 2 4 ＨＨ マイナー 2 4 ＨＨ チェンジ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｎ minor change 那 2008
902 マイチャレ 3 4 ＨＬＬ マイカー 2 4 ＨＨ チャレンジ 3 4 ＬＨＬ Ｊ My Car Challenge 那 2008
903 マイミク 3 4 ＨＬＬ マイ 1 2 Ｈ ミクシィ 3 3 ＬＬＬ Ｊ my mixi 現 2013
904 マイメロ 3 4 ＨＬＬ マイ 1 2 Ｈ メロディ 3 3 ＬＬＬ Ｊ My Melody 文 2014
905 マイラバ 3 4 ＨＬＬ マイ(リトル) 1 2 Ｈ ラバー 2 3 ＬＨ Ｊ my little lover ロ 2006
906 マイリス 3 4 ＨＬＬ マイ 1 2 Ｈ リスト 3 3 ＬＬＬ Ｊ My List 那 2008
907 マクド 3 3 ＬＬＬ マック 2 3 HＬ ドナルド 4 4 ＬＬＬＬ Ｑ * * B A MacDonald アック カ 2007
908 マザコン 3 4 ＬＬＨ マザー 2 3 ＬＨ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ mother complex 文 2014
909 マジコン 3 4 ＬＬＨ マジック 3 4 ＬＨＬ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｎ Magic Computer 現 2013
910 マスキャラ 4 4 ＬＬＬＬ マス 2 2 ＬＬ キャラクター 4 5 ＬＬＬＨ mass character カ 2007
911 マスコミ 4 4 ＬＬＬＬ マス 2 2 ＬＬ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ mass communication 音変化 文 2014
912 マスコン 3 4 ＬＬＨ マスター 3 4 ＬＬＨ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ master control 伊 1999
913 マステ 3 3 ＬＬＬ マスキング 4 5 ＬＬＨＬ テープ 2 3 ＨＬ Ｒ * A masking tape 文 2014
914 マスプロ 4 4 ＬＬＬＬ マス 2 2 ＬＬ プロダクション 5 6 ＬＬＬＬＨ mass production カ 2007
915 マタハラ 4 4 ＬＬＬＬ マタニティ 4 4 ＬＬＬＬ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ maternity harassment 現 2014
916 マチフェス 4 4 ＬＬＬＬ マチカド 4 4 ＬＬＬＬ フェスティバル 5 5 ＬＬＬＬＬ 街角 festival 混 文 2014
917 マテハン 3 4 ＬＬＨ マテリアル 5 5 ＬＬＬＬＬ ハンドリング 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ material handling ロ 2006
918 マネスタ 4 4 ＬＬＬＬ マネージャー 3 5 ＬＨＨ スタッフ 3 4 ＬＨＬ manager staff 伊 1999
919 マネロン 3 4 ＬＬＨ マネー 2 3 ＬＨ ロンダリング 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ money laundering 現 2013
920 マリカ 3 3 ＬＬＬ マリオ 3 3 ＬＬＬ カート 2 3 ＨＬ Ｒ * A MARIO KART マリカー 文 2014
921 マリカー 3 4 ＬＬＨ マリオ 3 3 ＬＬＬ カート 2 3 ＨＬ Ｒ MARIO KART マリカ 文 2014
922 マリコン 3 4 ＬＬＨ マリン 2 3 ＬＨ コンストラクター 6 8 ＨＬＬＬＬＨ Ｎ marine constructor 現 2014
923 マリサポ 4 4 ＬＬＬＬ マリーンズ 3 5 ＬＨ´Ｌ サポーターズ 4 6 ＬＨＨＬ marines supporters カ 2007
924 マリスポ 4 4 ＬＬＬＬ マリン 2 3 ＬＨ スポーツ 3 4 ＬＨＬ marine sports 米 1996
925 マルチョイ 3 4 ＬＬＨ マルティプル 5 5 ＬＬＬＬＬ チョイス 2 3 ＨＬ Ｊ multiple-choice 現 2013
926 マルメン 3 4 ＬＬＨ マルボロ 4 4 ＬＬＬＬ メンソール 3 5 ＨＨＬ Ｎ Marlboro menthol 那 2008
927 マンクラ 3 4 ＨＬＬ マンドリン 3 5 ＨＬＨ クラブ 3 3 ＬＬＬ Ｎ Mandolin club ロ 2006
928 マンタン 2 4 ＨＨ マン 1 2 Ｈ タンク 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ 満 tank 混 外 1990
929 マントル 3 4 ＨＬＬ マンション 2 4 ＨＨ トルコ(バス) 3 3 ＬＬＬ Ｎ mansion turkish bath カ 2007
930 マンパ 2 3 ＨＬ マウンテン 2 5 Ｈ´Ｈ パーカー 2 4 ＨＨ Ｊ Ｒ * * B A mountain parka 那 2008
931 マンヘル 3 4 ＨＬＬ マンション 2 4 ＨＨ ヘルス 3 3 ＬＬＬ Ｎ mansion health カ 2007
932 マンユー 2 4 ＨＨ マンチェスター 4 6 ＨＬＬＨ ユナイテッド 4 6 ＬＨＨＬ Ｎ Manchester United 音変化 文 2014
933 ミスコン 3 4 ＬＬＨ ミス 2 2 ＬＬ コンテスト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ miss contest 文 2014
934 ミスチル 4 4 ＬＬＬＬ ミスター 3 4 ＬＬＨ チルドレン 4 5 ＬＬＬＨ Mr.Children 文 2014
935 ミスディレ 4 4 ＬＬＬＬ ミス 2 2 ＬＬ ディレクション 4 5 ＬＬＬＨ miss direction 文 2014
936 ミスド 3 3 ＬＬＬ ミスター 3 4 ＬＬＨ ドーナツ 3 4 ＨＬＬ Ｒ * A Mister Donut 文 2014
937 ミスプリ 4 4 ＬＬＬＬ ミス 2 2 ＬＬ プリント 3 4 ＬＨＬ misprint カ 2007
938 ミッセン 2 4 ＨＨ ミッド 2 3 ＨＬ センチュリー 3 5 ＨＬＨ Ｑ Ｎ Mid-Century 現 2011
939 ミディコミ 4 4 ＬＬＬＬ ミディアム 4 4 ＬＬＬＬ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ medium communication カ 2007
940 ミニコミ 4 4 ＬＬＬＬ ミニ 2 2 ＬＬ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ mini communication 現 2013
941 ミニコン 3 4 ＬＬＨ ミニ 2 2 ＬＬ コンピューター 3 6 ＨＨＨ Ｎ minicomputer カ 2007
942 ミニスカ 4 4 ＬＬＬＬ ミニ 2 2 ＬＬ スカート 3 4 ＬＨＬ miniskirt 文 2014
943 ミニスト 4 4 ＬＬＬＬ ミニ 2 2 ＬＬ ストップ 3 4 ＬＨＬ MINISTOP 文 2014
944 ミニパト 4 4 ＬＬＬＬ ミニ 2 2 ＬＬ パトカー 3 4 ＬＬＨ mini patrol car カ 2007
945 ミニピン 3 4 ＬＬＨ ミニ 2 2 ＬＬ ピンシェル 3 4 ＨＬＬ Ｎ miniature pinscher 現 2014
946 ミニモニ 4 4 ＬＬＬＬ ミニ 2 2 ＬL モーニング(娘) 3 5 ＨＨＬ Ｒ * B mini morning (娘) 那 2008
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947 ミリオタ 4 4 ＬＬＬＬ ミリタリー 4 5 ＬＬＬＨ オタク 3 3 ＬＬＬ military おたく 混 文 2014
948 ミリテク 4 4 ＬＬＬＬ ミリタリー 4 5 ＬＬＬＨ テクノロジー 5 6 ＬＬＬＬＨ military technology カ 2007
949 ミンゴル 3 4 ＨＬＬ ミンナノ 3 4 ＨＬＬ ゴルフ 3 3 ＬＬＬ Ｎ みんなの golf 混 文 2014
950 ムンテラ 3 4 ＨＬＬ ムント 2 3 ＨＬ テラピー 3 4 ＬＬＨ Ｎ Mund Therapie ロ 2006
951 メアド 3 3 ＬＬＬ メール 2 3 ＨＬ アドレス 4 4 ＬＬＬＬ Ｒ * A mail address メルアド 文 2014
952 メータク 3 4 ＨＬＬ メーター 2 4 ＨＨ タクシー 3 4 ＬＬＨ Ｒ meter taxi 伊 1999
953 メーリス 3 4 ＨＬＬ メーリング 3 5 ＨＨＬ リスト 3 3 ＬＬＬ Ｒ mailing List 文 2014
954 メカデジ 4 4 ＬＬＬＬ メカニカル 5 5 ＬＬＬＬＬ デジタル 4 4 ＬＬＬＬ mechanical digital 伊 1999
955 メタモル 4 4 ＬＬＬＬ メタ 2 2 ＬＬ モルフォーシス 5 6 ＬＬＨＬＬ metamorphosis 現 2010
956 メディセン 3 4 ＬＬＨ メディカル 4 4 ＬＬＬＬ センター 2 4 ＨＨ Ｎ medical center 那 2008
957 メリクリ 4 4 ＬＬＬＬ メリー 2 3 ＬＨ クリスマス 5 5 ＬＬＬＬＬ Merry Christmas 文 2014
958 メルアド 4 4 ＬＬＬＬ メール 2 3 ＨＬ アドレス 4 4 ＬＬＬＬ Ｒ * B mail address メアド 文 2014
959 メルチェキ 4 4 ＬＬＬＬ メール 2 3 ＨＬ チェック 2 3 ＨＬ Ｒ Ｑ * * B B mail check 音変化 那 2008
960 メルトモ 4 4 ＬＬＬＬ メール 2 3 ＨＬ トモダチ 4 4 ＬＬＬＬ Ｒ * B mail 友達 混 文 2014
961 メルヘン 3 4 ＬＬＨ メール 2 3 ＨＬ ヘンシン 2 4 ＨＨ Ｒ Ｎ * B mail 返信 混 カ 2007
962 メルボ 3 3 ＬＬＬ メール 2 3 ＨＬ ボックス 3 4 ＨＬＬ Ｒ Ｑ * * B A mail box 那 2008
963 メルマガ 4 4 ＬＬＬＬ メール 2 3 ＨＬ マガジン 3 4 ＬＬＨ Ｒ * B mail magazine 文 2014
964 メロパ 3 3 ＬＬＬ メロン 2 3 ＬＨ パン 1 2 Ｈ Ｎ * A melon pan ロ 2006
965 メンスト 3 4 ＨＬＬ メイン 1 3 Ｈ´ ストリート 4 5 ＬＬＨＬ Ｊ * B main street 文 2014
966 メントレ 3 4 ＨＬＬ メンタル 3 4 ＨＬＬ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ Ｎ mental training 那 2008
967 メンブレ 3 4 ＨＬＬ メンタル 3 4 ＨＬＬ ブレークダウン 4 7 ＬＨＬＨ´ Ｎ mental breakedown 文 2014
968 メンヘル 3 4 ＨＬＬ メンタル 3 4 ＨＬＬ ヘルス 3 3 ＬＬＬ Ｎ mental health 文 2014
969 モエシャン 3 4 ＬＬＨ モエットエ 4 5 LHLL シャンドン 2 4 ＨＨ Ｎ (仏)Moët et Chandon ロ 2006
970 モードラ 3 4 ＨＬＬ モーター 2 4 ＨＨ ドライブ 3 4 ＬＨＬ Ｒ motor drive カ 2007
971 モームス 3 4 ＨＬＬ モーニング 3 5 ＨＨＬ ムスメ 3 3 ＬＬＬ Ｒ morning 娘 混 文 2014
972 モガ 2 2 ＬＬ モダン 2 3 ＬＨ ガール 2 3 ＨＬ Ｒ * * A A modern girl 文 2014
973 モスバ 3 3 ＬＬＬ モス 2 2 ＬＬ バーガー 2 4 ＨＨ Ｒ * A MOS BURGER 現 2013
974 モテテク 4 4 ＬＬＬＬ モテル 3 3 ＬＬＬ テクニック 4 5 ＬＬＨＬ もてる technique 混 現 2011
975 モトヤン 3 4 ＬＬＨ モト 2 2 ＬＬ ヤンキー 2 4 ＨＨ Ｎ 元 Yankee 混 現 2010
976 モニロボ 4 4 ＬＬＬＬ モニタリング 5 6 ＬＬＬＨＬ ロボット 3 4 ＬＨＬ monitoring robot 現 2014
977 モノコミ 4 4 ＬＬＬＬ モノ 2 2 ＬＬ コミュニケーション 5 7 ＬＬＬＨＨ 物 communication 混、音変化 カ 2007
978 モバキャス 4 4 ＬＬＬＬ モバイル 3 4 ＬＨＬ キャスター 3 4 ＬＬＨ mobile caster 現 2013
979 モバゲー 3 4 ＬＬＨ モバイル 3 4 ＬＨＬ ゲーム 2 3 ＨＬ Ｒ mobile game 文 2014
980 モバビュー 3 4 ＬＬＨ モバイル 3 4 ＬＨＬ ビューティー 2 4 ＨＨ Ｒ mobile beauty 現 2012
981 モボ 2 2 ＬＬ モダン 2 3 ＬＨ ボーイ 1 3 Ｈ´ Ｒ * * A A modern boy 文 2014
982 モモクロ 4 4 ＬＬＬＬ モモイロ 3 4 ＬＨＬ クローバー 3 5 ＬＨＨ ももいろ clover 混 文 2014
983 モラハラ 4 4 ＬＬＬＬ モラル 3 3 ＬＬＬ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ moral harassment 文 2014
984 モンスト 3 4 ＨＬＬ モンスター 3 5 ＨＬＨ ストライク 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ monster strike 文 2014
985 モンスラ 3 4 ＨＬＬ モンペ 2 3 ＨＬ スラックス 4 5 ＬＨＬＬ Ｎ もんぺ slacks 混 カ 2007
986 モンハン 2 4 ＨＨ モンスター 3 5 ＨＬＨ ハンター 2 4 ＨＨ Ｎ Ｎ Monster Hunter 文 2014
987 モンペ 2 3 ＨＬ モンスター 3 5 ＨＬＨ ペアレント 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ * A monster parent 文 2014
988 ヤフオク 4 4 ＬＬＬＬ ヤフー 2 3 ＬＨ オークション 3 5 ＨＬＨ Ｒ * B yahoo auction 文 2014
989 ヤンエグ 3 4 ＨＬＬ ヤング 2 3 ＨＬ エグゼクティブ 6 6 ＬＬＬＬＬＬ Ｎ young executive カ 2007
990 ヤンサン 2 4 ＨＨ ヤング 2 3 ＨＬ サンデー 2 4 ＨＨ Ｎ Ｎ Young Sunday 那 2008
991 ヤンジャン 2 4 ＨＨ ヤング 2 3 ＨＬ ジャンプ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ YOUNG JUMP 文 2014
992 ヤンマガ 3 4 ＨＬＬ ヤング 2 3 ＨＬ マガジン 3 4 ＬＬＨ Ｎ Young Magazine 那 2008
993 ヤンママ 3 4 ＨＬＬ ヤンキー 2 4 ＨＨ ママ 2 2 ＬＬ Ｎ Yankee mama 現 2013
994 ヤンママ 3 4 ＨＬＬ ヤング 2 3 ＨＬ ママ 2 2 ＬＬ Ｎ young mama ロ 2006
995 ユカコン 3 4 ＬＬＨ ユカタ 3 3 ＬＬＬ コンテスト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ ゆかた contest 混 那 2008
996 ユニデコ 4 4 ＬＬＬＬ ユニクロ 4 4 ＬＬＬＬ デコレーション 4 6 ＬＬＨＨ UNIQLO decoration 現 2014
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997 ユルキャラ 4 4 ＬＬＬＬ ユルイ 3 3 ＬＬＬ キャラクター 4 5 ＬＬＬＨ ゆるい character 混 文 2014
998 ヨーチン 2 4 ＨＨ ヨード 2 3 ＨＬ チンキ 2 3 ＨＬ Ｒ Ｎ (独)Jodtinktur 那 2008
999 ラーメン 2 4 ＨＨ ラーク(マイルド) 2 3 ＨＬ メンソール 3 5 ＨＨＬ Ｒ Ｎ LARK MILD MENTHOL 那 2008
1000 ライサン 2 4 ＨＨ ライジング 3 5 ＨＨＬ サン 1 2 Ｈ Ｊ Ｎ RISING SUN 那 2008
1001 ラキスタ 4 4 ＬＬＬＬ ラッキー 2 4 ＨＨ スター 2 3 ＬＨ Ｑ * B Lucky Star 那 2008
1002 ラキスト 4 4 ＬＬＬＬ ラッキー 2 4 ＨＨ ストライク 4 5 ＬＬＨＬ Ｑ * B LUCKY STRIKE 那 2008
1003 ラケバ 3 3 ＬＬＬ ラケット 3 4 ＬＨＬ バッグ 2 3 ＨＬ Ｑ * A racket bag ロ 2006
1004 ラジカセ 4 4 ＬＬＬＬ ラジオ 3 3 ＬＬＬ カセット 3 4 ＬＨＬ radio cassette 文 2014
1005 ラジカメ 4 4 ＬＬＬＬ ラジオ 3 3 ＬＬＬ カメラ 3 3 ＬＬＬ radio camera カ 2007
1006 ラジコン 3 4 ＬＬＨ ラジオ 3 3 ＬＬＬ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ radio control 文 2014
1007 ラスカイ 3 4 ＬＬＨ ラスト(セール) 3 3 ＬＬＬ カイモノ 3 4 ＨＬＬ Ｊ last sale 買い物 混 現 2010
1008 ラスボス 4 4 ＬＬＬＬ ラスト 3 3 ＬＬＬ ボス 2 2 ＬＬ last boss 文 2014
1009 ラノベ 3 3 ＬＬＬ ライト 2 3 ＨＬ ノベル 3 3 ＬＬＬ Ｊ * A light novel 文 2014
1010 ラブアド 4 4 ＬＬＬＬ ラブ 2 2 ＬＬ アドレス 4 4 ＬＬＬＬ love address ロ 2006
1011 ラブコネ 4 4 ＬＬＬＬ ラブ 2 2 ＬＬ コネクション 4 5 ＬＬＬＨ love connection 現 2013
1012 ラブコメ 4 4 ＬＬＬＬ ラブ 2 2 ＬＬ コメディー 3 4 ＬＬＨ love comedy 現 2013
1013 ラブコン 3 4 ＬＬＨ ラブリー 3 4 ＬＬＨ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ Lovely Complex 那 2008
1014 ラブテク 4 4 ＬＬＬＬ ラブ 2 2 ＬＬ テクニック 4 5 ＬＬＨＬ love technique カ 2007
1015 ラブホ 3 3 ＬＬＬ ラブ 2 2 ＬＬ ホテル 3 3 ＬＬＬ * A love hotel 文 2014
1016 ラブモド 4 4 ＬＬＬＬ ラブラブ 4 4 ＬＬＬＬ モード 2 3 ＨＬ Ｒ * B love love mode 那 2008
1017 ランエボ 3 4 ＨＬＬ ランサー 2 4 ＨＨ エボリューション 4 6 ＬＬＨＨ Ｎ LANCER Evolution 那 2008
1018 ランクル 3 4 ＨＬＬ ランド 2 3 ＨＬ クルーザー 3 5 ＬＨＨ Ｎ land cruiser 那 2008
1019 ランコン 2 4 ＨＨ ランチ 2 3 ＨＬ コンパ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ Lunch Company ロ 2006
1020 ランシュー 2 4 ＨＨ ランニング 3 5 ＨＨＬ シューズ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ running shoes 文 2014
1021 ランステ 3 4 ＨＬＬ ランナーズ 3 5 ＨＨＬ ステーション 3 5 ＬＨＨ Ｎ runner's station 文 2014
1022 ランテレ 3 4 ＨＬＬ ランダム 3 4 ＨＬＬ テレポート 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ random teleport ロ 2006
1023 ランパブ 3 4 ＨＬＬ ランジェリー 3 5 ＨＬＨ パブ 2 2 ＬＬ Ｎ (仏)lingerie pub 現 2010
1024 ランパン 2 4 ＨＨ ランニング 3 5 ＨＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ running pants ロ 2006
1025 ランファン 2 4 ＨＨ ランジェリー 3 5 ＨＬＨ ファンデーション 3 6 ＨＨＨ Ｎ Ｎ (仏)lingerie foundation カ 2007
1026 ランメタ 3 4 ＨＬＬ ランプ 2 3 ＨＬ メタル 3 3 ＬＬＬ Ｎ lump metal ロ 2006
1027 リアコン 3 4 ＬＬＨ リア 2 2 ＬＬ コンバータ 3 5 ＨＨＬ Ｎ rear converter 文 2014
1028 リアジュウ 3 4 ＬＬＨ リアル(セイカツ) 3 3 ＬＬＬ ジュウジツ 3 4 ＨＬＬ Ｊ realな生活充実 混 文 2014
1029 リアトモ 4 4 ＬＬＬＬ リアル 3 3 ＬＬＬ トモダチ 4 4 ＬＬＬＬ real 友達 混 文 2014
1030 リーダイ 2 4 ＨＨ リーダーズ 3 5 ＨＨＬ ダイジェスト 4 5 ＨＬＬＬ Ｒ Ｊ Reader's Digest カ 2007
1031 リクスー 3 4 ＬＬＨ リクルート 4 5 ＬＬＨＬ スーツ 2 3 ＨＬ Ｒ recruit suit 文 2014
1032 リクナビ 4 4 ＬＬＬＬ リクルート 4 5 ＬＬＨＬ ナビゲーション 4 6 ＬＬＨＨ recruit navigation 現 2014
1033 リクラブ 4 4 ＬＬＬＬ リクルート 4 5 ＬＬＨＬ ラブ 2 2 ＬＬ recruit love 現 2014
1034 リスカ 3 3 ＬＬＬ リスト 3 3 ＬＬＬ カット 2 3 ＨＬ Ｑ * A wrist cut 文 2014
1035 リスハラ 4 4 ＬＬＬＬ リストラ 4 4 ＬＬＬＬ ハラスメント 5 6 ＬＬＬＨＬ restructure harassment 文 2014
1036 リゾラバ 4 4 ＬＬＬＬ リゾート 3 4 ＬＨＬ ラバーズ 3 4 ＬＨＬ resort lovers 文 2014
1037 リプリ 3 3 ＬＬＬ リカ 2 2 ＬＬ プリント 3 4 ＬＨＬ 理科 print 混 文 2014
1038 リモコン 3 4 ＬＬＨ リモート 3 4 ＬＨＬ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ remote control 文 2014
1039 リリイベ 4 4 ＬＬＬＬ リリース 3 4 ＬＨＬ イベント 3 4 ＬＨＬ release event 文 2014
1040 ルイビ 3 3 LLL ルイ 2 2 LL ヴィトン 2 3 ＬＨ * A Louis Vuitton 音変化 文 2014
1041 ルーソ 2 3 ＨＬ ルーズ 2 3 ＨＬ ソックス 3 4 ＨＬＬ Ｒ Ｑ * A loose socks ロ 2006
1042 ルンファク 3 4 ＨＬＬ ルーン 1 3 Ｈ´ ファクトリー 4 5 ＬＬＬＨ Ｒ * B Rune Factory 文 2014
1043 レギパン 3 4 ＬＬＨ レギンス 3 4 ＬＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｎ leggings pants 文 2014
1044 レコスタ 4 4 ＬＬＬＬ レコーディング 4 6 ＬＨＨＬ スタジオ 4 4 ＬＬＬＬ recording studio 文 2014
1045 レコタイ 3 4 ＬＬＨ レコード 3 4 ＬＨＬ タイショウ 2 4 ＨＨ Ｊ record 大賞 混 文 2014
1046 レジコン 3 4 ＬＬＨ リージョナル 4 5 ＨＬＬＬ コンサルテーション 5 8 ＨＬＬＨＨ Ｒ Ｎ * B Regional Consultation 音変化 文 2014
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1047 レスカ 3 3 ＬＬＬ レモン 2 3 ＬＨ スカッシュ 3 4 ＬＨＬ * A lemon squash 文 2014
1048 レタペパ 4 4 ＬＬＬＬ レタス 3 3 ＬＬＬ ペッパー 2 4 ＨＨ Ｑ * B lettuce pepper ロ 2006
1049 レティー 2 3 ＬＨ レモン 2 3 ＬＨ ティー 1 2 Ｈ Ｒ lemon tea カ 2007
1050 レディカジ 4 4 ＬＬＬＬ レディース 3 4 ＬＨＬ カジュアル 4 4 ＬＬＬＬ ladies casual 音変化 文 2014
1051 レディコン 3 4 ＬＬＨ レディー(ミクスト) 2 3 ＬＨ コンクリート 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ ready-mixed concrete レミコン ロ 2006
1052 レディヘ 3 3 ＬＬＬ レディオ 3 3 ＬＬＬ ヘッド 2 3 ＨＬ Ｑ * A Radio Head 那 2008
1053 レンサバ 3 4 ＨＬＬ レンタル 3 4 ＨＬＬ サーバー 2 4 ＨＨ Ｎ Ｒ * B rental server ロ 2006
1054 レンチン 2 4 ＨＨ レンジ 2 3 ＨＬ チン 1 2 Ｈ Ｎ Ｎ range チン 混 現 2010
1055 レンドラ 3 4 ＨＬＬ レンゾク 3 4 ＨＬＬ ドラマ 3 3 ＬＬＬ Ｎ 連続 drama 混 文 2014
1056 ロイチャ 2 3 ＨＬ ロイヤル 3 4 ＨＬＬ チャイナ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｊ * A Royal China ロ 2006
1057 ロイバン 2 4 ＨＨ ロイヤル 3 4 ＨＬＬ バンク 2 3 ＨＬ Ｊ Ｎ Royal Bank ロ 2006
1058 ロイホ 2 3 ＨＬ ロイヤル 3 4 ＨＬＬ ホスト 3 3 ＬＬＬ Ｊ * A Royal Host 文 2014
1059 ローチケ 3 4 ＨＬＬ ローソン 2 4 ＨＨ チケット 3 4 ＬＨＬ Ｒ LAWSON ticket 文 2014
1060 ローテク 3 4 ＨＬＬ ロー 1 2 Ｈ テクノロジー 5 6 ＬＬＬＬＨ Ｒ low-technology 現 2011
1061 ログビル 4 4 ＬＬＬＬ ログ 2 2 ＬＬ ビルディング 4 5 ＬＬＨＬ log building カ 2007
1062 ロクブル 4 4 ＬＬＬＬ ロクデナシ 5 5 ＬＬＬＬＬ ブルース 3 4 ＬＨＬ ろくでなし blues 混 文 2014
1063 ロケハン 3 4 ＬＬＨ ロケーション 3 5 ＬＨＨ ハンティング 3 5 ＨＨＬ Ｎ location hunting 文 2014
1064 ロコトレ 4 4 ＬＬＬＬ ロコモティブ 5 5 ＬＬＬＬＬ トレーニング 4 6 ＬＨＨＬ Locomotive Training 現 2012
1065 ロスジェネ 4 4 ＬＬＬＬ ロスト 3 3 ＬＬＬ ジェネレーション 4 6 ＬＬＨＨ Lost Generation 現 2012
1066 ロドスタ 4 4 ＬＬＬＬ ロード 2 3 ＨＬ スター 2 3 ＬＨ Ｒ * B Roadster 文 2014
1067 ロボコン 3 4 ＬＬＨ ロボット 3 4 ＬＨＬ コンテスト 4 5 ＨＬＬＬ Ｎ robot contest 文 2014
1068 ロボコン 3 4 ＬＬＨ ロボット 3 4 ＬＨＬ コントロール 4 6 ＨＬＨＬ Ｎ robot control カ 2007
1069 ロマグレ 4 4 ＬＬＬＬ ロマンス 3 4 ＬＨＬ グレー 2 3 ＬＨ romance gray 現 2012
1070 ロマコメ 4 4 ＬＬＬＬ ロマンチック 4 6 ＬＨＨＬ コメディー 3 4 ＬＬＨ romantic comedy 現 2014
1071 ロマコン 3 4 ＬＬＨ ロマネー 3 4 ＬＬＨ コンティー 2 4 ＨＨ Ｎ (仏)Romanée Conti ロ 2006
1072 ロリコン 3 4 ＬＬＨ ロリータ 3 4 ＬＨＬ コンプレックス 5 7 ＨＬＨＬＬ Ｎ Lolita complex 現 2013
1073 ロンタイ 2 4 ＨＨ ロング 2 3 ＨＬ タイト（スカート） 2 3 ＨＬ Ｎ Ｊ long tight (skirt) 現 2013
1074 ロンティー 2 4 ＨＨ ロング 2 3 ＨＬ ティーシャツ 3 4 ＨＬＬ Ｎ Ｒ long shirts 文 2014
1075 ロンドラ 3 4 ＨＬＬ ロンドン 2 4 ＨＨ ドラグ 3 3 ＬＬＬ Ｎ London Drug ロ 2006
1076 ロンハー 2 4 ＨＨ ロンドン 2 4 ＨＨ ハーツ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ London Hearts 文 2014
1077 ロンバケ 3 4 ＨＬＬ ロング 2 3 ＨＬ バケーション 3 5 ＬＨＨ Ｎ Long Vacation 文 2014
1078 ロンパリ 3 4 ＨＬＬ ロンドン 2 4 ＨＨ パリ 2 2 ＬＬ Ｎ London Paris ロンパ カ 2007
1079 ロンパン 2 4 ＨＨ ロング 2 3 ＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ long pants 文 2014
1080 ロンピー 2 4 ＨＨ ロング 2 3 ＨＬ ピース 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ Long Peace ロ 2006
1081 ロンブー 2 4 ＨＨ ロング 2 3 ＨＬ ブーツ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ long boots 文 2014
1082 ロンブー 2 4 ＨＨ ロンドン 2 4 ＨＨ ブーツ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ London Boots ロ 2006
1083 ロンメ 2 3 ＨＬ ロング 2 3 ＨＬ メール 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ * A long mail 那 2008
1084 ワープア 3 4 ＨＬＬ ワーキング 3 5 ＨＨＬ プア 2 2 ＬＬ Ｒ working poor 文 2014
1085 ワープロ 3 4 ＨＬＬ ワード 2 3 ＨＬ プロセッサー 4 6 ＬＬＨＨ Ｒ Word Processor 文 2014
1086 ワーホリ 3 4 ＨＬＬ ワーキング 3 5 ＨＨＬ ホリデー 3 4 ＬＬＨ Ｒ Working Holiday 文 2014
1087 ワイコン 2 4 ＨＨ ワイド 2 3 ＨＬ コンバージョン 3 6 ＨＨＨ Ｊ Ｎ wide conversion 那 2008
1088 ワイパン 2 4 ＨＨ ワイド 2 3 ＨＬ パンツ 2 3 ＨＬ Ｊ Ｎ wide pants ロ 2006
1089 ワセオケ 4 4 ＬＬＬＬ ワセダ 3 3 ＬＬＬ オーケストラ 5 6 ＨＬＬＬＬ Ｒ * B 早稲田 orchestra 混 文 2014
1090 ワンカラ 3 4 ＨＬＬ ワン 1 2 Ｈ カラオケ 3 4 ＬＨＬ Ｎ one カラオケ 混 文 2014
1091 ワンギリ 3 4 ＨＬＬ ワンコール 3 5 ＨＨＬ ギリ 2 2 ＬＬ Ｎ onecall 切り 混 文 2014
1092 ワンクリ 3 4 ＨＬＬ ワン 1 2 Ｈ クリック 3 4 ＬＨＬ Ｎ one click 文 2014
1093 ワンセグ 3 4 ＨＬＬ ワン 1 2 Ｈ セグメント 4 5 ＬＬＨＬ Ｎ one segment 文 2014
1094 ワンダン 2 4 ＨＨ ワン 1 2 Ｈ ダウン 1 3 Ｈ´ Ｎ Ｊ * B one down カ 2007
1095 ワンチャン 2 4 ＨＨ ワン 1 2 Ｈ チャンス 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ one chance 文 2014
1096 ワンパ 2 3 ＨＬ ワン 1 2 Ｈ パターン 2 4 ＬＨ´ Ｎ * A one pattern 現 2013
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1097 ワンバン 2 4 ＨＨ ワン 1 2 Ｈ バウンド 2 4 Ｈ´Ｌ　 Ｎ Ｊ * B one bound 文 2014
1098 ワンパン 2 4 ＨＨ ワン 1 2 Ｈ パンチ 2 3 ＨＬ Ｎ Ｎ one punch 文 2014
1099 ワンパン 2 4 ＨＨ ワン 1 2 Ｈ パウンド 2 4 Ｈ´Ｌ　 Ｎ Ｊ * B one pound ロ 2006
1100 ワンピ 2 3 ＨＬ ワン 1 2 Ｈ ピース 2 3 ＨＬ Ｎ Ｒ * A one piece 文 2014
1101 ワンレン 2 4 ＨＨ ワン 1 2 Ｈ レングス 3 4 ＨＬＬ Ｎ Ｎ one length 現 2013
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